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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「やっと……終わったぁ」

　うわ、もう夜明け前じゃないか。

　こんな時間まで雑用仕事を強いてくるとか、機関の労働基準はどうなってんだ。

　内容もアーティファクト発見の通報を確認だけして帰って来るみたいなのばっかだし、時間も昼夜関係なし。

　しかもここ最近はそれが毎日だもんな。あー眠い。

「……でも」

　それでも浮かれる俺の足は止まらない。

　なぜならそう。

「冷蔵庫には、特製チーズケーキがある！」

　無事に一日を終えて帰宅。一人部屋で優雅に甘い物を食べる時間こそ、至高。

　しかもそれがとっておきの一品ともなれば……うひひひひ。

「さあ一刻も早く寮に帰って、糖分補給タイムを満喫しなければ」




「────見つけた」




「ん？」

　今、何か声が聞こえたような。

　でもこんな時間にいったい誰が？　俺が辺りを見回していると──。

「な、なんだあれ？」

　西洋の古城みたいな魔法機関本棟。

　その三階テラスの手すりに、少女が仁王立ちしていた。

　風に大きく揺れる青いドレス。

　差し込み始めた陽光が、少女の輪郭をにわかに照らし出す。

　すると少女は一度後ろを振り返り、もう一度真っすぐに俺を見た。

　それからニッと笑うと──。

「────受け止めるがいい！」

　そのまま手すりからジャンプした。

　……ジャンプした!?

「は、はあああああああッ!?」

　なんだよ!?　受け止めろってどういうことだよッ!?

　意味が分からない。でも俺は落ちてくる少女をそのまま反射的に抱きかかえて──ッ!!

「ぐっふう！」

　少女は、そのまま俺の腹の上に尻で着地した。

「いってえ……何を考えてるんだお前は────ッ！」

「よくやった！　とにかく早く隠れるのだ！」

　少女は強引に俺の手を引いて猛ダッシュ。近くの林に身を隠す。

　なんで俺まで!?

　するとさっきまで少女がいたテラスに、数人の機関員がやって来た。

　そして何やら短く言葉を交わすと、また本棟内へと小走りで戻って行く。

「……もう、大丈夫そうだな」

「何が大丈夫なんだよ！　どういうことか説明しろ！」

「知らぬ。なぜかわたしがあの小城に入るなり徒党を組んで追いかけてきたのだ」

「いや、こんな時間に不法侵入ぶちかませば追いかけられるに決まってるだろ……」

「まったく、とんだ無礼者だな」

　そう言って立ち上がる少女に、俺は思わず目を奪われた。

　まだ太陽は、その頭を地上にのぞかせ始めたばかり。

　青紫の空に映える白金色の長い髪、星のようにキラキラ輝く碧あおい瞳。

　美しくも勝気なその顔つきには、高貴さとプライドがあふれ出ている。

「そもそもお前は……誰なんだよ」

　あまりのオーラに、思わず口を突いて出た言葉。

　すると少女は物もの怖おじすることもなく、自信たっぷりの表情でその口を開いた。

「我が名はマリー」

「マリー？」

「────マリー・アントワネットだ！」

　…………はい？

「え、マリー・アントワネットって……あの？」

「そうだ、あのマリー・アントワネットだ」

　あまりに堂々とした振る舞いに、言葉が出ない。

「ふ、驚くのもムリはない。お前はわたしをなんと伝え聞いている？　消えた麗しの姫君か？　ハプスブルクの宝石か？　それとも、ヴェルサイユの太陽か？」

「世界最高のワガママ姫と言われた、あの？」

「その通り！　あの世界最高のワガママ姫…………待て、今なんと言った!?」

「いやだから、世界最高のワガママ姫って」

「わ、わたしはそんな風に呼ばれているのか!?」

「他にも軽率娘とか、放ほう蕩とう姫とか」

　さっきまで余裕の顔をしていたマリーが、俺の説明に肩を震わせ始める。

　なんだよ、急にどうしたんだ？

「ふ、ふ、ふ、ふざけるなーっ！」

「いや、ふざけるなって言われても……」

「冗談ではない！　名誉と共に生き、そして栄光と共に死ぬのが貴族の使命！　世界のワガママ姫として歴史に残るなど、ゆ、許されない……っ!!」

「そんなこと俺に言われても」

　マリーはうつむいたまま、ピキピキとほおを引きつらせる。

　そして、やがて。

「……せいする」

「はい？　今なんて？」

「修正する！　そんな悪評はわたしが修正してやるっ！」

　唐突にそう言い放って、ビシッと俺を指さしてみせた。

「時にお前、名はなんという！」

「え？　俺？　雪ゆき城しろ千ち隼はやだけど」

「いいだろう……千隼よ、心して聞くがいい」

　向けられた青い瞳に、思わずノドが鳴る。

「ハプスブルクの名のもとに、マリー・アントワネットが命ずる」

　響く声は力強く、それでいて優雅。

　マリー・アントワネットは、その手を真っすぐ俺に向けると──。




「────雪城千隼。我が臣下となりて、共にこの汚名を返上するのだ！」




　そう、命じた。

　贅ぜいの限りを尽くしたと言われる放ほう蕩とう姫の輝きは、薄暗闇の中でなお陰りなし。

　有無を言わさぬ至高の血統。かつて誰もがひれ伏した、美しきプリンセスが下す直々の勅令に、俺は思わず──。

「お断りします」

「なぜだ!?」

「これから帰って大事な大事なお楽しみタイムなんだよ」

「ふざけるな！　ハプスブルク家の姫たるわたしの命令より大事なことなどあるものか！　従うのが当然であろう！」

「いやいや、糖分補給に勝るものなんて何もない」

「いいから手伝うのだ！」

「徹夜で働かされた俺を、特製チーズケーキが待ってるんだよ」

「つべこべ言うなー！　手伝え千隼ーっ！」

「だからイヤだって」

「いいから黙って従え！　わたしは、わたしは断じてワガママ姫などではないっ！」

「今まさにワガママだろうが！　そもそも汚名返上ってどうやってするつもりなんだよ!?」

「……どうやって？」

　俺がそう指摘するとマリーは途端に黙り込み、腕組みをして「むむむ」とか言い始めた。

「それじゃ、俺は大事な糖分補給タイムがあるんで」

「ま、待て！　誰が勝手に行っていいと言った！」

「ええい放せ！　俺には帰りを待つ特製チーズケーキ様がいるんだ！　汚名返上とやらは一人でやれ！」

　しがみついてくるマリーを、ずるずると引きずるようにして歩き出す。

「止まれー！　千隼ぁぁぁぁ！」

「イヤだ！　俺は帰る！　っていうか姫のクセにまあまあ力強いなおい！」

　そのまま一進一退の引っ張り合いを始める俺たち。

　すると、ちょうど林を抜けた瞬間。

「「うわっ！」」

　突然の暴風に、思わずその場に二人倒れ込む。

「い、一体なんだこの風は？」

　振り返ると、そこに見えたのは巨大な体たい軀くと広大な翼。

「ドラ……ゴン？」

　その威容に思わず息をのむ。

　すると滞空するドラゴンの口内に、緑色の光が収束し始めた。

　な、なんだ？　何が始まるんだっ!?

　次の瞬間、ドラゴンの口から放たれる……ブ、ブレス────ッ!?

「う、おおおおおおおおおお────っ!!」

　緑光の砲弾は、そのまま轟ごう音おんを上げて着弾した。魔法機関員寮に。

　ド派手に上がる爆炎。遅れて無数の破片が降り注いでくる。

　慌ただしくなる機関員寮。強烈な一撃を見舞ったドラゴンは翻ひるがえり、夜明け前の大空に飛び去って行く。

「「…………」」

　もうもうと煙を上げる穴の開いた機関員寮に、俺たちは言葉を失っていた。

　……あれ？

　ちょっと待てよ……確かあの場所って。

「お、おい、ウソだろ……」

　やっぱりそうだ、間違いない。

　ブレスの直撃で跡形もなく消し飛ばされたあの場所は、どう見ても──。

「俺の部屋だ」

　……そんな。

「なんで、どうしてこんなことに……っ」

　思わず崩れ落ち、頭を抱える。

　呆ぼう然ぜんとしたままのマリー・アントワネットと二人きり。

「俺の、俺の……っ！」

　突然帰る場所を失った俺は、夜明け前のまだ薄暗い空に向けて吠ほえる。

「特製チーズケーキがああああああああ────ッ!!」





◆






　魔法機関。

　それはここ、魔法都市の治安維持を担になう警察機構。

「機関本棟は今日も人が多いな」

　古い聖堂めいた作りのホールに入るとさっそく、使い魔動物に埋もれた女子機関員が仲間たちと情報交換しているのが見える。

「九きゆう尾びが目覚める前に殺せつ生しよう石せきを回収しないと」「地下に複数の顔を持つ大蛇が逃げ込んだらしい」「鎌倉時代のものと思われる鎧よろい武者の発見情報があって──」

　エクスカリバー、賢者の石、九きゆう尾びの狐きつねにケルベロス。そんな世界中のアーティファクトが封じられていた封印城の爆発によって、魔法都市中に『伝説』たちが飛び出した。

　あれから機関は、その対応に持ちきりだ。

「おい、アストラが来たぞ」

　聞こえてきた声に振り向くと、皆が自然と道を開けていく。

　そのど真ん中をやって来たのは、選ばれしエリートたち。別名『アストラ』

　俺たち一般機関員の白い制服ではなく、濃紺で統一されたものを着込み、威風堂々とした歩き姿で先頭を行く長身の女子が、首席の徳とく川がわ麟りん。

　長い黒髪に、強く凜り々りしい瞳。

　その名の通り、徳川の血を継ぐ彼女は剣術の腕も超一流。

　繰る刀は炎の魔剣・俱く利り伽か羅ら。

　冷静沈着、文武両道を地で行くリーダーにして最強の剣士だ。

　その後ろに続くのは、一撃必殺を誇る機関の主砲フェネクス・エヴァー。

　中性的な見た目と漆黒のフードが、いかにも魔術師といった風ふ情ぜい。

　常に浮かべている余裕の笑みが底知れない。
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「おお、徳川君」

　そんな二人の前に、機関のお偉方がやって来る。

「先日も見事パラケルススの遺産、アゾット剣の回収を成功させたようだな」

「ありがとうございます。しかし昨夜襲撃に来たドラゴン、ファフニールは危険です。封印を急がなくてはなりません」

「変わらず頼もしいな。君たちにはこれからも期待しているぞ」

「はい。必ずや期待に応えましょう────身命を賭として」

　その言葉に、一瞬で辺りに緊張感が走る。

　するとそのお偉方は、ホールにいる機関員たちに聞こえるよう振り返った。

「本日、不足していた封印管が届いた。そしてアーティファクトの封印回収には報ほう奨しようを出すことも決定した。皆もアストラに負けず励むように。これは……競争だ！」

　その言葉に、ホールがざわめき出す。

　まさか褒ほう美びを出してくるとは……これは大変なことになりそうだぞ。

「我々はファフニールの捜索に向かいますので、失礼します」

　しかし首席は動じない。

　そう言って一礼すると、フェネクスを連れてホールを後にする。

「……やっぱカッコいいなアストラは。強くて、クールで、重役相手でも全然動じない」

　再び聞こえてくる、アストラを称賛する機関員たちの声。

　あれで俺たちと年齢が変わらないっていうんだから恐ろしい。

　そんな二人の後姿を、なんとなく眺めていると。

「アメリ様、こちらです。ほら退け退け道を開けろ！」

　今度はそんな、荒っぽい声が聞こえてきた。

　男子機関員たちに先導されてやって来たのは、可愛かわいらしい仕草の女の子。

「あれれ、みんなはどこかな？」

　髪を揺らしながら、愛らしく首をかしげる。

「おい、そこのお前」

　すると突然、少女の取り巻きの一人が高圧的な感じで声をかけてきた。

「なんだよ」

「見れば分かるだろ？　アメリ様がお困りだ」

「いや、分からないけど」

「まったく、気の利きかない男だ。アストラの方々はどこに行かれたのかと聞かれているんだ」

「今出て行ったところだよ。ていうかお前ら恥ずかしくないのか？　同じ機関員なのにいいように使われちゃってさあ」

「ハッ、何を言うのかと思えばくだらない。俺たちは自ら進んでアメリ様の美しさに服従しているんだ」

「その発言に違和感を覚えないのか」

「覚えるわけないだろう。美しきものに惹ひかれるのは男の宿命だ。我々には全てをアメリ様に捧ささげる覚悟がある！」

「本気かよ」

「もちろん本気だっ！」

「相手がまだ十一歳でもか？」

「……ね、年齢なんて関係ない」

「ちょっと痛いところを突かれただろ、今」

「痛いところなどない！　お前もすぐにその素晴らしさが分かるようになる！」

「いいや、俺は絶対にならないね。ていうかお前らは十一歳の女子児童、略して女児の誘惑に屈したヤバい人間なんだと自覚しろ」

「ああっ！　お前言ってはいけないことを言ったな！　表に出ろコノヤロー！」

「やっぱり痛いところ突かれてんじゃねーか！」

　始まったやり合いに、背後に控えていた取り巻きも続く。

「そんなアメリ様に冷たい言葉を吐き捨てられることや、空きペットボトルの回収に生きがいを感じてるやつだっているんだぞ！」

「まずはその変態を封印しろ！」

　いよいよもみ合いになる、俺と変態たち。

「ああ、そこにいたのか。行くぞアメリ」

　しかし聞こえて来た涼やかな声に、取り巻きたちの動きがピタリと止まった。

　つかみ合いをしていた俺たちの間に割り込んできたのは首席、徳川麟。

「まったく、ケンカの原因はまたお前か。テンプテーションは確かに優秀だが、アメリは恋愛などにうつつを抜かすなよ。恋だの愛だの、そんなくだらないものは時間のムダだからな」

「はーい。でもしょうがないよ、アメリ様はお可愛かわいくていらっしゃられるから」

　アメリはそう言って愛らしい笑みを見せると、首席と共に颯さつ爽そうとホールを後にする。

　取り巻きたちも首席とアメリの間に入ることはできないのか、二人との距離感をうかがうようにしながら後を追いかけて行った。

「あいつらみたいになったら、おしまいだな……」

　取り巻きたちを引き連れて行く少女、瀬せ名なアメリ。

　何を隠そうあの生意気な新人が、三人目のアストラだ。

　まだ魔法学院生なのに、居並ぶ大人たちを差し置いて十一歳でアストラ入りを決めた、異端型のエリート。




「ちーはやくん！」




「うん？」

　いまだに残る緊張感の中、呼ばれて振り返る。

　するとそこに見えたのは、肩口までのきれいな黒髪とさわやかな笑顔。

　機関制服の下にはあえて選んだショートパンツと、しなやかな脚。

「アーティファクトに揺れる魔法都市。全ての問題は、この魔法機関員──」

　腰のベルトに提げたレイピアを取り出して一回転。華麗にポーズを決める。




「────風かざ花はなひかりにおまかせさ！」
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「……はぁ」

「ちょっと待って。なんでため息をつくのさ」

「アストラの後に色物が来たら、ため息も出るだろ」

「色物!?　なんてこと言うのさ！　ボクだって本当はすごいんだよ！　ほら見てここ！　前より手の返しが大きくなってるんだよ。カッコいいでしょう!?　もう一回やるからしっかり見ててね」

　そう言ってひかりは、手にしたレイピアをもう一度振りかざして──。

「おい！　危ないじゃないか！」

「ごめんなさい！」

　即、通りがかりの機関員に怒られた。

「……お前なぁ、それもう何百回やってるんだよ」

　ちなみにこれ、ひかりは本当に場所を選ばずやるからね。見境なしで。

　だから周りの機関員たちも「あーまたやってら」くらいの感じだし。

「それに、決まってたっていうなら三日前の三回目の方が決まってたからな」

「あれはボクとしても会心の出来だったからね。カッコよかった？　ねえねえカッコよかった？」

「ああ、カッコよかったよ」

「えへへへ、そうだよね！　そうなんだよねっ！」

　適当に言っただけなのに、めちゃくちゃうれしそうだな。

「それではもう一回」

「もういいって！」

　ここぞとばかりにポーズを取ろうとするひかりを引き留める。

　本当、ひかりはなんでこんな風になってしまったんだろう。

　普通にしてれば文句なしの美少年なのに。

「そもそもひかりはさ、なんでやたらと俺のところに来るんだよ……」

　しかも毎回のように『カッコよかったかどうか』を聞いてくるし。

「えっ？　そ、それは……そうだなぁ。千隼くんが一番リアクションがいいからかな」

「なにそれやめて」

「そういうわけで、アーティファクトに揺れる魔法都市……」

「だからもういいって言ってんだろ！　強引に始めるな！」

「だってまだ見せたいのが七つも残ってるんだよ！　せめて手を返さないパターンだけでも！」

　ああもう、どうして俺には変なヤツしか声をかけてこないんだ。

　これのせいで俺がひかりの対応係だと思われてるんだぞ。

「……ん？　ひかり、それはなんだ？」

「これ？　封印管だよ。いくつかもらってきたから千隼くんにも一つあげる」

　ひかりはそう言って封印管を一つ分けてくれた。

　中指より少し大きいくらいの、真しん鍮ちゆうと宝石で出来た管。

「これで魔獣とか偉人を封印するんだって」

「なるほど、生物系アーティファクト相手に使うんだな。さて、俺はもう行くぞ。羽はね山やまさんに呼ばれてるんだ」

「あれ、千隼くんも？　ボクも呼ばれてるよ」

「ひかりも？　なんでだ？」

「分からないけど、とりあえず行ってみようよ」

「できれば……あんまり関わりたくないんだけどなぁ」

　あの人の呼び出しなんて、正直嫌な予感しかしない。

「……まあこうしてても仕方ないし、行くだけ行ってみるか」

「うん！　いざ、羽山さんの私室へ！」

　そう言ってあんまりカッコよくないポーズを取るひかりを引きずって、俺は機関の上司である羽山のところへと向かうことにした。





◆






「「……退寮？」」

　まさかの言葉に、俺とひかりの声が重なった。

「ほら、昨晩の爆破事件で機関員寮の一部が消し飛んだだろ。あれで部屋が足りなくなっちゃってさ」

　そう言って上司の羽山は、見るからに高級そうなベルベットのチェアにふんぞり返る。

「い、いやいや。二部屋くらい用意できるでしょう？」

「それがさぁ。ファフニールの件で機関への攻撃に対応をするってことで、アストラ組も寮に住んでもらうことになったんだよね。その分出て行く人が必要になるんだけど、部屋がなくなった雪城と風花がちょうどいいってことになってさ」

「待ってくださいよ！　なんですかちょうどいいって！」

　そんな理由が通ってたまるか。

「荷物もなくて引っ越しも楽だろう？」

「そういう問題じゃないですよ！」

「それにボクたち、寮を出たらどこに住めばいいんですか？」

「ああ、君たちには旧機関員寮に移ってもらう」

「出ていくなら実家が近い人とか、もっと他にいるでしょう!?」

　俺がそう言うと、羽山はこれまた高価そうなペンの先を俺たちに向けた。

「あー、ちょっと言いづらいんだけど、君たちの魔法ってあんまり期待できないっていうかさぁ。まあ雪城のは稀け有うなものではあるんだけど、ねえ？」

「そんなの使いようですよ！」

「それなら雪城は、今までそれでどんな功績を上げた？」

「ぐっ……」

「それに風花も、あの風花家の子だと思って期待してたのに全然だしさ」

「それは……」

　言われてひかりも口を結ぶ。

「ま、アストラみたいにアーティファクトをガンガン回収してくれば話は別だがな。ははは」

　羽山は「まあムリだろうけど」と、鼻で笑いやがる。

「それにさ、住むところが変わるくらい大した問題でもないだろう？　私がお前たちくらいの時は、四畳半の狭い部屋でもがんばってやってきたんだし。そういうわけだから、このまま寮を出て行ってくれ」

「いやちょっと待ってくださいよ！　そんな三、四十年も前のことを言われても──」

「はいよろしく」

「だから待ってくださいって！」

「はーいよろしくー」

　聞く耳なし。俺たちはそのまま部屋から追い出された。

「ハゲ山のジジイめ……」

　自分は外回り一つしてない癖に、好き勝手言ってくれやがって。

「でも、ひかりも部屋爆散事件の犠牲者だったんだな」

「うん。正確にはブレスの毒性で部屋が使えないっていう形なんだけどね」

「旧寮かぁ……ひかりはどんなところか知ってるか？」

「聞いたことはあるよ。確かもう築百年で、今の寮ができてからずっと放置されたままなんだって。かなりボロボロみたいだよ」

「百年も経たってる上に放置されてるのかよ、最悪だな」

「それになんか、大きな化け物が出るって」

「おい、マジかよ……なんだよそれ」

「しかもその化け物に殺された、少女の霊も出るって噂うわさだよ」

「いわくだらけじゃねーか！」

　じょ、冗談じゃない！　多少古いくらいならまだしも、化け物と幽霊が同居してるって何事だよ！

「どうして、どうしてそんなホラーハウスに住まなきゃいけないんだ……っ！」

　昨日の今日でまた頭を抱えることになるなんて、ツイてないにもほどがあるだろ。

　だいたい昨夜のドラゴンの件だって、俺は何もしてないのに。

　こうなったらもう、機関本棟の中に住み着いてやろうか……。

「……いや、待てよ」

「どうしたの？」

　あるよ。あるじゃないか。この状況を変えられる方法が。

　そうだよ俺は知っている。

　あいつだ、あいつを封じればいいんだ！　あのワガママ姫を！

　マリー・アントワネットはアーティファクト。そして封印対象だ！

　あの性格だし、どうせ傲慢が過ぎて封印されたに違いない。

　これは思いがけないチャンスだぞ！

「ひかり、手伝ってくれ！」

「引っ越しを？」

「違えよ！　旧寮なんていわく付き物件に引っ越してたまるか！」

「え、引っ越ししないってどうするつもりなの？」

「言われた通りアーティファクト回収で結果を出してやるのさ！　行くぞ！」

「なになに？　どういうこと？」

　困惑するひかりを連れて、俺は全力で走り出す。

　昨晩は突然の爆発で呆あつ気けに取とられていたマリーを置いて、俺は一人本棟のロビーで雑ざ魚こ寝ねをして過ごした。

　あれから数時間しか経たってない。

　おそらくまだその辺にいるはずだ！

「いいかひかり、俺は昨夜偶然アーティファクトを一人見つけてたんだ」

「アーティファクト？　一体誰を？」

「マリー・アントワネット」

「え、あのマリー・アントワネット？」

「そう、あのマリー・アントワネットだ。誰もが知ってる有名どころだからな。俺たちが封印回収すれば、報奨として寮に戻してもらえるかもしれない！」

　無残な穴が開いた機関員寮の前を走り抜け、俺たちは森の方へと踏み込んでいく。

　チッ、さすがに昨日の場所にはいないか！

　でも、もう少し奥まで行けばきっと！

　そのまま森の奥へと突き進む。するとそこに、予想通り白金の長い髪が見えた。

　……いた！　いたぞ！

　あいつを封印すればすぐにでも寮に戻れる！　これぞ怪け我がの功名！　フハハハハ！

　俺はひかりにもらったばかりの封印管を握りしめる。

　さあ行くぞ！　このまま手柄を上げて寮に戻るんだ！

「……千隼か？」

　俺たちの勢いに気が付いたのか、マリーが振り返る。

　構うもんか！　このまま強引に捕まえて、問答無用で封印してやるッ！

「千隼！　これを見るがいいっ！」

　特攻を仕掛ける俺の前に、マリーが一冊の本を広げて見せる。

　なんだ急に！　そんなの知ったことか！　行くぞォォォォッ!!

「二百五十年も……経たっていたのだな」

「えっ？」

　思わず足が止まる。

　な、なんだよ急に、その儚はかない表情は。

「きっと世界は……変わってしまっているのだろう」

　マリーは、寂し気にそっと目を伏せる。

「だが、今もフランスは健在のようだ。見ろ見ろ！　たくさんの人に愛される芸術の街らしいぞ！」

　それから一転、うれしそうに笑って見せると──。

「……やはりわたしは、この汚名を返上しなければならない。そしていつか再びフランスへ行く！　新たな名誉を引っ提げての凱がい旋せん帰国だ！」

　真っすぐに俺を見た。

　その青い目にきらめくのは、まばゆい希望の光。

「そうだろう！　千隼っ！」

「…………」

　い、いや封印だ。封印するんだ！

　このままじゃ俺は築百年の幽霊屋や敷しき送りになる。

　そして目の前に、それを防ぐためのアーティファクトがいるんだぞ！

　あのドラゴンだってそうだ。アーティファクトのせいで俺は部屋と大事な特製チーズケーキを失ったんじゃないか！

　手にした封印管を、もう一度強く握りしめる。

　ここでやらなきゃどこでやるんだ！　俺は機関員なんだぞ！

　封印だ！　そう俺は、俺はこいつを封印するんだッ!!

「……なあ、ちはや」

　呼ばれて視線を上げると、そこにはさっきまでの勢いがウソのように真摯な瞳をしたマリーが俺を見ていた。

　お願い、もうやめて。

「これも……」

　うかがうような小さな声。

　お願いだからもう、やめてください……っ！




「ワガママと、言われてしまうだろうか？」




「封印……できるかぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ────ッ!!」

　手にした封印管を、足元に叩たたきつける。

「千隼？」

　その場に崩れ落ちる俺に、マリーが不思議そうに声をかけてくる。

「こんなの、こんなの封印できるわけねーだろッ！」

　だってそれはワガママでもなんでもない。

　二百五十年という時間を経て生まれた、ただただ純粋な…………夢だ。

　それを旧寮に行きたくないなんて理由で、つぶせるわけないだろ……ッ。

　俺は半泣きのまま、ゆっくり顔を上げると──。

「……グスッ。凱がい旋せん……できるといいな」

　うっかりそう口にしてしまった。

「ああ！」

　うれしそうに笑みを浮かべるマリー。

　そんな俺たちを見てなんとなく状況を察したのだろう。ひかりは苦笑いしながら、半泣きになってる俺の頭をポンポンと撫なでてくれた。

「うう……ひかりぃ」

「ほら千隼くん、旧寮を見に行ってみようよ。意外といいところかもしれないよ」

「そうかなぁ……」

「うん、きっと大丈夫だよ」

　そう言ってひかりは俺を立ち上がらせると、爽やかな笑みを浮かべた。





◆






「どう見ても住んでるだろ、幽霊」

　俺の淡い期待は、一瞬で打ち砕かれた。

「……あはは」

　これにはひかりも苦笑いだ。

　魔法機関の敷しき地ちの端にある森。その中にひっそりと旧機関員寮は建っていた。

　まず目に飛び込んで来るのは、アパートくらいのサイズの西洋建築を半分ほど飲み込んでいるツタ。

　何がひどいって、ここも一階にあたる部分の石積みが崩れて大穴が開いてるってことだ。

「曇ってきたせいで、雰囲気出まくってんじゃねえか」

　もう、ぐうの音も出ない幽霊屋や敷しきだ。

　出るよこれ、絶対出る。化け物とか幽霊の類が。

「ふむ、確かに汚いな。だが外装の色使いはどこかヴェルサイユ宮殿を思い出させる……」

　引っ越しと聞いて勝手についてきたマリーに俺は、もう何も言えない。

　どう考えても住むとこないもんなぁ、この姫さま。

「よし、さっそく中を見てみようではないか！」

「なんでそんなに乗り気なんだよ……」

　リビングに空いた大穴からズカズカと踏み込んで行くマリーに続いて、恐る恐る俺も旧寮の中へと入り込む。

「ここはリビングか。でも砂ボコリだらけだ……うわ、電気がつかないぞ」

「ねえ千隼くん、なんか……色々と形跡があるんだけど」

「やめてくれよ。どうせ肝試しとかに来た連中が残していったやつだろ」

　機関の端にある森の中はとにかく静かで、その上この薄暗さだ。もう何が起きても──。

　ガタンッ。

「ふああああーッ!?」「うわあっ！」

　飛び上がるようにして振り返ると、そこには倒した椅子を直すマリーの姿。

「驚かすなよまぎらわしい！」

「ふふ、なんだ千隼。この程度で情けない」

　……その椅子で小突きまくってやろうか、このホームレス貴族が。

　ただ、こうやって見ると元々は結構いい建物だったんじゃなかろうか。

　内装自体は洋風で趣がある。今は見る影もないけど。

「お、リビングの奥にあるのは暖炉か？　めずらしいな。今時なかなか見ない──」

「ギャギャギャギャギャ！」

「うおわああああああああ────っ!!」

　ななななななんだなんだなんだッ!?

　暖炉から飛び出してきた黒い何かは、バサバサと音を立てて大穴から外へと飛び出していく。

「な、なんだよ。コウモリが住んでるとか、こんなの化け物屋や敷しき以外の何物でもねえよ！」

「ニヤニヤ」

「今すぐこっちに来いマリー、椅子で小突き回してやる」

「まあまあ千隼くん、落ち着いて」

　見たところ、一階は暖炉付きのリビングと火の入らないキッチン。そして壊れた風ふ呂ろと、構成は普通の家と変わらない。

　水道はまだかろうじて生きてるみたいだけど、水の出が悪くて使いにくい。

　……結構ひどいぞ、これ。

「よし千隼！　二階にも行ってみよう！」

「だからどうしてお前はそう乗り気なんだよ」

「幽霊屋や敷しきなんてワクワクするではないか！」

　どうかしてるマリーに先導される形で、ギシギシとイヤな音の鳴る階段を上がる。

　すると二階には、空っぽの部屋が並んでいた。

　そしてその中に一つだけ……ドアの閉まった部屋が。

「俺はもう嫌だからな」

「よし、開けるぞ」

「だからちょっと待てよ！　黒魔術の儀式跡とかがあったらどうするんだよ！」

「なるほど、それは面白い」

「おいバカやめろ！」

　慌ててドアから距離を取る。

　すると俺の忠告を無視してノブをつかんだマリーは、そのまま遠慮なくドアを開いた。

「お、おい。どうなってる？」

「…………」

「どうなってるんだよ!?」

「……まさかこんな……ひかり、来てみろ」

　そう言ってマリーは、ひかりを呼びつけ部屋の中へ。

「え？　そ、そんな。うそでしょ……ッ!?」

「お、おいおい！　どうなってるんだよ!?　どうなってるんだって!?」

「「…………」」

　なんで二人とも無言なんだよ！

　思わず俺は一歩踏み出して──。

　バーン！　突然ドアが開け放たれた！

「うぎああああああああ────ッ!!　なんだなんだ！　何が起こったんだ!?」

　慌てて部屋を覗のぞき込んでみる。なんだよ!?　一体何があるっていうんだ!?

「お、おいマリー、ひかり！　これはどういう……ッ!?」

「ニヤニヤニヤ」

「お前ら今すぐそこに並べ──っ！　順番に椅子で小突き回してやるッ!!」

「わあ！　千隼くんごめんなさい！」

「ひかりもよく瞬時にマリーの企たくらみに乗っかれたなあ！　ここもなんてことない空き部屋じゃねえか！」

「……でも千隼くん、なんかこの部屋」

「やめろ」

「ふむ、ここだけ若干の生活感がある」

「だからやめろって!!」

　そうなんだよ。この部屋、人が何かに使ってるかもしれない程度の物が意味ありげに置かれてるんだよ！

「も、もういい！　これで一通り旧寮の内部は確認したし、俺は出るぞ！」

「待って千隼くん！」

「うるさい！　俺はもうこんなところに──」

「そこ、床板割れてるよ」

　次の瞬間、バキィ！　と足元が鳴った。

「痛ってええええ!!」

　ああーもうううう────ッ!!

　割れた床板を見事に踏み抜いた俺はダッシュで階段を降りると、そのまま入ってきた大穴から旧寮を抜け出した。

「……こ、こんなところに住めっていうのかよ」

　ありえない。旧寮の惨状は想像以上だ。

「さすがに、このまま住めるって感じじゃないね」

　遅れて出て来たひかりも、ため息をつく。

「ああ。ただ、化け物とか幽霊に出くわさずに済んで良かったよ……」

　本当に、本当にそれだけは良かった。

　旧寮探索を無事終えられたことに、思わず安あん堵どの息がもれる。

「お、おい千隼」「……ち、はやくん」

　聞こえてきたのは、明らかに緊張したマリーとひかりの声。

「お前らなぁ……いいかげんしつこいぞ。あんまりおどかすなって。……ッ!?」

　ピタリと、全員がその場に足を止める。

　お、おい、マジかよ。

　湿った風が、下草を揺らしながら吹き抜けていく。

　その中をゆっくりと、揺らめくようにしてこっちへ向かってくるのは、にじんで見えるほど真っ白な肌の────少女。

「で、で、で、出た……っ！」

　怪しくたなびく灰色の髪。向けられる妖しい視線。

　これはもう間違いない！

「幽霊だああああああああ────ッ!!」




「──サモン。ゴールデンアーム・エンシェントモンスター」
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「な、あ、ああああッ!?」

　謎の言葉と共に、巻き起こる地響き。

　幽霊少女の背後からせり上がって来たのは、それこそ旧寮の屋根に届くほどの大きさの──。

「石像ッ!?　なんだよこれッ!?」

　ところどころに金属鎧よろいをまとった石造りの守護者は、その右腕を振り上げる。

　そしてそのまま、巨大な石の拳を繰り出してきた！

「お、おおおおおおおお────っ!!」

　本能の横っ飛び。

　慌てて顔を上げると、そこには俺に次撃を叩たたきこもうとする巨像の姿。

　開いた手と上がる肩。これ、薙なぎ払はらいだッ！

「ヤバいッ！」

　全力で後方に跳び下がる。

　すると遅れて吹き抜けていく風に、髪がバサバサと揺れた。

「お、おいっ！　ちょっと待て！」

　おかしい！　こんなのおかしいぞっ！

「なんで幽霊なのにゴリゴリの物理系なんだよッ!!」

　幽霊なら呪術系であれーっ！

　思わず叫ぶ。しかし巨像の攻撃は止まらない。

「千隼くんッ！」

　飛び込んできたひかりが俺を抱えて転がると、巨像の拳が地面深く突き刺さった。

「し、死ぬ！　幽霊の物理攻撃で死ぬぅぅぅぅ!!」

　攻撃の余波でゴロゴロと地面を転がった俺が視線を上げると、すでに拳を振り上げた巨像が目前に！

「待て！　待ってくれッ！　俺たちは寮を追い出されて来ただけなんだ────ッ!!」

　しかし繰り出された拳は止まらない。そのまま容赦なく俺の顔面に──。

　…………あれ？

　コツンと頭に軽い衝撃を感じて、ゆっくりと顔を上げる。

　石の拳は、まさに俺の鼻先で止まっていた。

「……追い出された？　それは、どういうことですか？」

　幽霊少女が、問いかけてきた？

「い、いや、俺たちは機関の上司からここに住めって言われて来たんだよ」

「……本当ですか？」

「本当だよ！　俺は雪城千隼、機関員だ！」

「なるほど……そうですか」

　幽霊少女が息をつくと、太陽を隠していた雲が退き、陽光が差し込んでくる。

　雪のように真っ白な肌と銀色がかった髪。

　可愛かわいいらしい顔つきと小さな身体からだ。

　こうやってあらためて見ると、その幼さも相まってどこか幻想的だ。

　そして何より。

「……幽霊じゃない」

　ちゃんと脚があるし、どっちかといえば大人しくて人見知りな……妖精だ。

「……幽霊？」

「いや、旧寮には幽霊がいるって噂うわさがあるらしくて」

「私はここにもう結構住んでいますが、そんなものいないですよ」

「え、ここに住んでんのか？」

「はい。私はクルル・メルルゥ。あなたと同じ機関員ですよ」

「機関員だったのかよ……」

「ねえ千隼くん。たぶんだけど、この子が幽霊だと思われてたんじゃないかな。巨大な化け物っていうのも、あのゴーレムのことだって考えればつじつまが合うし」

「なるほど、そういうことか」

　……よかった。

　化け物に殺された少女の霊なんて、どこにもいなかったんだ。

　危うく俺が旧寮の幽霊になりかけたけど。

「と、とにかくこれで幽霊の件は決着だよな？　いいんだよな？」

　今度こそようやく安あん堵どの息をつく。

　それなのにクルルはなぜか、俺に冷ややかな視線を向け続けてくる。

　な、なんか警戒されてるな。

　機関員同士だっていうのに、すごく居心地が悪いんだが……。

「ええと、なんだ……それにしてもすごいゴーレムだな」

　耐えきれなくなって、思わずゴーレムの方を見ながらそうこぼすと──。

「分かりますか!?」

　クルルがものすごい勢いで飛び掛かってきた。

「うわっ、な、なんだッ!?」

　その目は、満月みたいに煌々と輝いていた。

「そうなんです！　すごいのですよ！　流は行やりはスマートな体系なのですが、あえて高身長かつマッシブにしてあるんです。見てくださいこのモールドの入り方、とてもバランスよくきれいに入りました！　コーションマークは悩んだ上でコンセプトを優先するためにやめたのですが、それで正解でした。今はプレーンですが、ソードゴーレム、バスターゴーレムみたいな換装もしたいです。そしてゆくゆくはそれら全部を乗っけた最終決戦仕様までいきたいと思っているですよ！　あ、そのうち隠し腕とかもやってみたいです！」

「「「…………」」」

　あまりの態度の変わり様に、皆言葉が出ない。

「……あ、最終決戦仕様というのは」

「そこじゃねえよ！　最終決戦仕様はあえてごちゃごちゃさせた全部乗せのことだろ！」

「分かるですか！　あの感じが分かるですか!?」

　クルルは俺の襟をつかんで、ガックンガックンと揺さぶってくる。

　……なんだ、これ。

　大人しくて人見知りな妖精は、いったいどこに行ったんだ。

　俺が困惑していると、クルルは思い出したかのように顔を背けた。

「い、今頃になって私のゴーレムのすごさに気づいても遅いのですよ」

　そしてほおをふくらませながら、そうつぶやく。

「ええと……サーモンだっけ？」

「違います！　ゴールデンアーム・エンシェントモンスターですよ。この子はやがて『金の手』などと呼ばれて恐れられるのです。あなたたちは……この子を取り上げに来たのでしょう？」

　そう言ってクルルは、警戒の視線を向けてくる。

「もしかして、俺たちに襲い掛かって来た理由はそれか？」

「うちの子を守るためですよ」

「こんなところに住んでるのも、そのゴーレムのためか？」

「何を言ってるですか。デカいばかりのゴーレムなんて置き場に困るし使えないから捨てて来いと言って、私を追い出したのは機関の方ではないですか」

　使えないって言われて追い出された？

　なんだよそれ……俺たちと同じじゃないか。

「いつまでもゴーレムを手放さずにいる私に業を煮やして、機関が手先を送りこんで来たのかと思いましたが……どうやらもう、私の存在は忘れられているようですね」

　クルルは「本当に失礼な話です」と、怒りをあらわにする。

「……それで、ここに住むつもりなんですか？」

「寮を追い出されて来たからな、他に行ける場所がないんだよ」

「どこか他のところに住んでくださいよ。一人の方が気楽ですし、人が増えても物はないのです」

「電気すら点つかないもんな」

「以前一度直訴に向かったのですが、電気が欲しければ電気系の魔法を覚えろと言われたです」

「それは酷ひどい」

　そんな簡単に魔法を覚えるなんて、ムリだって分かってるだろうに。

「仕方がないので七度ほど電気の魔法使いに──」

「ああ、来てくれって頼んでみたのか」

「はい。ただバカみたいに電気を垂れ流す装置になって欲しいと」

「……それでどうなったんだよ」

「返り討ちにされました」

「だろうな」

「ふふ、交渉はわたしのようにスマートに行わなければならんぞ」

「マリーにそれを言う権利はないからな」

「なぜだ？」

　臣下になれってしがみついてきただろ、お前は。

「それなら理由を話してもう一度頼んでみようよ。ボクも一緒に行くから」

「今ではもう、目が合っただけで狂ったように攻撃されてしまうのですよ」

「どんな頼み方をしたのさ……」

　まあ、電気を垂れ流せって七度も迫られたらトラウマにもなるだろう。

「あ、そうだ。千隼くん、そろそろ買い出しとかにも行かないと。ボク、着替えもないから」

「ヤバい俺もだ。急いで行かないと」

「買い出しか！　面白そうだな！」

「……本当に、ここに住むですか？」

「お、おい。ゴーレムをチラつかせて脅迫するのはやめろ。本当に行く場所がないんだよ」

「…………そうですか」

　暗くなり始めた空。

　こうして俺たちは、いまだ不満そうなクルルと共に買い出しへと駆け出した。

　でも、暗くても電気はつかないし、あの砂すな埃ぼこりだらけのリビングは使えない。

　飯のこともあるのにガスだって通ってない。

　おまけに貴族のお姫様だ。

　もうすぐ夜が来るけど、これ……どうなっちゃうんだ？
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　パキィッ。乾いた音と共に薪が割れて、火花が散った。

　揺れる炎が辺りを、俺たちを橙だいだい色いろに染める。

「お湯が沸いたですよ」

　ナタで割った薪を火にくべて、俺は並んだ容器にお湯を注いでいく。

「まさか機関の敷しき地ち内でキャンプをすることになるとは……寮の爆破、旧寮への移住、そんで最後はたき火かよ」

「踏んだり蹴ったり殴ったりですね」

「一発多いぞ」

　そう、俺たち四人は旧寮の庭でたき火を囲んでいた。

「電気がつかない以上、キャンプファイヤーするしかないのですよ」

　慣れた手つきで火を調整するクルル。

　それにしても……。

「お前、マジで貴族なんだな……」

　着替えを済ませたマリーに、思わず感嘆の声が出た。

　その服装は、ドレスから白のトップスと鮮やかな青のスカートに代わっている。

「当然ではないか。何を今さら」

　一糸乱れぬ白金の髪に、宝石のように輝く瞳。

　買い出しの最中にササっと選ばせたってのに、驚くほど高貴な雰囲気だ。

　シンプルになったことで本人の美麗さが際きわ立だつなんて、さすがは貴族のご令嬢。

「さては、我が高貴さに戸惑っているな」

　マリーは「ふふん」と得意げに笑う。

　うぜえ。でも、これに関してはマジでその通りだ。

「それより千隼、早く夕食を用意せよ！」

「はいはい、マリーのはこれな」

「……なんだ、これは？」

「カップ麵だよ。ほら、フォーク持って来てやったからこれで食え」

「カップ麵……だと？」

　マリーは明らかに不満そうな目をする。

「わたしはかの大貴族ハプスブルクの娘だぞ！　こんな得体のしれないものを食べられるかっ！」

　まあ、カップ麵じゃこうなるよなぁ。

　何せマリーは、フランスで放ほう蕩とう生活をおくってたわけだし。

「いいから食えよ。食わないなら俺がもらうからな」

　旧寮はキッチンが使えない。

　そうなると必然的に食べられるものも決まってくるんだ。文句があるなら戦うぞ。

「……まったく、なんだこのカサカサでペラペラな容器は。調理工程もお湯を入れるだけなどとふざけきっている。こんなものが貴族の中の貴族であるわたしの口に合うわけが──うまいッ!!　なんだこれはうまいぞッ!!」

　大丈夫だったな。

「パスタとも違う新しい食感の麵に、風味の良いいスープがよく絡からんでいる。盛られたエビ、卵、ネギ、サイコロ状の肉は彩いろどりも美しく、深い容器に一品料理としてしっかりまとまっているではないか……っ！」

　機嫌を直して麵をすするマリー。

「……千隼よ」

「なんだよ」

「そっちの味も一口献上せよ」

「嫌だよ」

「ほう。フランス王家、そしてオーストリアはハプスブルク家に名を連ねるわたしの命令が聞けないと──」

「ああもう面倒くせえなぁ。ほら……あってめえ！　一口大きすぎだろ！」

「一口は一口だ！」

「こどもみたいな言い訳をしてんじゃねえ！」

「むぐぐ！　まだだ！　まだ麵がつながっているから一口だ！」

「いいから返せ！　あーあ、もうスープしか残ってねえじゃねえか」

「……千隼よ」

「なんだよ」

「スープを一口献上するのだ」

「てめえどの口で言ってやがる！」

　俺はフォーク片手に迫り来る姫様の顔を、全力で押し返してやる。

「ふぐぐ、ひとくちぃぃぃぃ」

「それなら一口分だけ残してやる！　それでいいだろ！」

「……今回は特別によしとしてやろう」

　マリーは嬉き々きとして、カップ麵のスープ待ちを始める。

「とても貴族とは思えない姿だね」

　まったくだ。

　仕方ない、少し多めに残してやるか。

　カップ麵の一つや二つくらい、いつでも食べられる。好きにすればいいさ。

　今夜の俺は寛大だ。なぜならそれは──。

「本命はこっちだからな、うひひひひ」

「スープもうまい！」とか言ってるマリーを背に、俺は取っておきを用意する。

　あのドラゴンのせいで特製チーズケーキを食べそこなって、糖分不足は深刻だ。

　だから買ってきたさ。

　チョコレートたっぷりのザッハトルテを！　しかも豪華にホールサイズで！

「うん？　千隼よ、それはなんだ？　ケーキか？」

「慌てるなマリー。特別にこれも一口だけ食べさせてやろう。ほら」

　俺はフォークで取った一片を、マリーの口に入れてやる。すると。

「……な!?」

　突然マリーが、その青い目を輝かせた。

「お、おいしい……っ。現代にはこんなにおいしいケーキがあるというのか！　素晴らしい、素晴らしすぎるぞ！」

　マリーは感動に肩を震わせる。

　フフフ、そうだろう。特製チーズケーキとまではいかなくとも、こいつもかなりの名品だからな。

「もう一口だ！　もう一口献上せよ千隼！」

「おっと、これ以上は譲れねえな」

「なっ!?　は、速い」

「こいつは、たとえベヒーモス相手でも譲らない」

「……ほ、本気の目だ」

「あはは。なんかマリーがケーキを食べてると、ちょっと感慨深いよね」

「なぜだ？」

「マリーの名言として残ってるんだよ。パンがなければケーキを食べればいいじゃない。ってやつ」

　ひかりの言葉に、マリーが首をかしげる。

「あれ、覚えてない？　マリーのワガママぶりの代名詞になってるんだけど」

「なッ!?」

　それを聞いてマリーは、とたんにその表情を変えた。

「マリー？　どうしたの？」

「……言ってない」

「え？」

「わたしはそんなこと言ってない！」

「ええっ!?　そうなの!?」

「ふ、ふ、ふざけるな！　そんなものは作り話だーっ!!」

「でも、世界中みんながマリーの言葉だと思ってるはずだよ」

「なん……だと？　い、い、いいだろう。じょ、上等ではないか」

　ほおの辺りをピキピキさせながら、マリーはゆらりと立ち上がる。

「もう、食べない」

　そして高らかに天を指さすと──。

「わたしはもう二度と、ケーキを食べないとここに宣言するっ!!」

　ケーキ不食宣言をぶち上げた。

　いや、そんな半泣きになってまで……本当にプライド高いな、この姫様は。

「まあなんだ、がんばれよ。俺は今度こそ思う存分糖分補給タイムを──」

　再開しようとした俺の腕を、マリーの手がガッチリとつかんでいた。

「おいマリー、何だこの手は」

「ケーキを食べてはならぬ」

「なんでだよ！　俺は関係ないだろ！」

「何を言う！　千隼は我が臣下だろう！　姫が耐えるのなら、臣下もそれに続くのが当然だ！」

「臣下になった覚えはない！」

「臣下の千隼が食べていたのでは、いくらわたしが我慢したところでどうせ裏で食べていると思われるではないか！」

「だから俺は臣下じゃないんだよ！」

「では私がいただきます」

「クルルー！　お前はもうカップ麵を一つ、二つ、三つ、四つ、五つも食ってるじゃねえか！　どれだけ食うつもりなんだ！」

「育ち盛りなもので」

「言うほど育ってないだろ！」

「ああっ！　言ってはいけないことを言ったですね！　胸はこれから育つのですよ！」

「そんな話してねえよ！」

「もういいです！　こんなケーキ、こうしてやるですよっ！」

「やめろおおおおッ!!　直じかに食らいつくんじゃない！」

「わ、おいしい」

「ああっ、ちゃっかりひかりまで！」

　うまくて当然だろっ！　俺のお気に入りの店のなんだから！

「おいマジでやめろ！　また一口がでかいなクルルは────ッ!!」

　ああ……俺のケーキが、ひかりにクルルに……食い尽くされて……。

「ごちそうさまでした。千隼さん、いいお店を知っていますね」

「お前なぁ……おいクルル！　明日はクルルにケーキを買ってもらうからな！　もちろんホールサイズだぞ！」

「はい、構いませんよ。次は私が……あれ？」

「なんだよ、どうしたんだよ」

「お金が、ありません」

「は？　金がない？」

　クルルは財布をひっくり返してトントン叩たたく。本当に空っぽだ。

「忘れていました。今月は金属加工用の工具を買ったのでした」

「いや、貯金とかあるだろ」

「いいえ、ありません。もともと借金があるので、毎月その分を引かれているのですよ。なのでほとんど残らないのです」

「借金って、いくらあるんだよ」

「ええと、おおまかにですが……」

　そう言って顔を寄せてくるクルルに、俺とひかりが耳をそばだてる。

「「ぶふうううううううう────ッ!!」」

　そしてその金額にそろって噴き出した。

「どうしてそんな額になるんだよ！」

「ゴーレムにはお金がかかるのですよ。素材はもちろん道具類もいろいろ必要ですから」

「ど、どうかしてる」

「ふっ、愛するゴーレムのためです」

「誇るなそんなもの！　だいたい一文無しで、今日からどう生活するつもりだったんだ？」

「今までそのことを完全に忘れていました」

　うわ、マジかよこいつヤべえ。

「あ、あの、千隼くん。ちょっと言いづらいんだけど……実はボクもお金に困ってるんだ」

「え、ひかりも？　なんで？」

「家の事情でね、もう何ヶ月も前から仕送りをしてもらえなくなっちゃってて」

「残高は？」

「さっきの買い出しで、ほとんどゼロ」

「……お、おい、ちょっと待て。そうなるとこれ、思ったよりヤバいぞ……っ」

　クルルはローン、ひかりは家の事情、封印されてたマリーは言うまでもない。

　四人唯一の財源となった俺の財布も、着替えや布ふ団とん、日用品なんかを一からまとめ買いしたせいでもうスカスカだ。

「俺も両親は海外で、追加の送金を頼める状況じゃないんだよ」

　こんなのどう考えても来月までもたないぞ。

　それだっていうのに足元にはカップ麵の空き容器、ケーキの箱、そして空きペットボトルの数々。

　俺たちは、とんでもない豪遊をしてしまった……。




「このままじゃ、飢え死にしかねない……っ！」




「ど、どうしよう、千隼くん」

「大変なことになったですね……」

　事の重大さに気づいたひかりが、クルルが息をのむ。

　おいおい最後はまさかの金欠かよ。

　どうする？　何か身の回りのものを売れば金になるか？

　でも部屋が粉微み塵じんになった俺にはもう、所有物と言えるような物なんて何もない。

　一体どうすれば…………ん？

「いや待て。現状を打破する方法が、一つだけある」

「え、本当に？　どうするの？」

　俺はベルトに差していた封印管を取って、ひかりたちに向ける。

「アーティファクトの回収だ」

「そっか、その手があったね！」

「ああ。アーティファクトの封印回収には、報ほう奨しようが出るようになったからな」

「千隼よ、そもそもそのアーティファクトとはなんなのだ？」

「そうか、マリーは知らないんだな。今この街は、封印城の爆発でばらまかれた世界的なアイテムとか、逃げだした偉人、魔獣で大変なことになってるんだよ」

「……それは、どう大変なんだ？」

「浮かれた女子大生が、抹茶クリームフラペチーノを飲んじゃうかもしれない……聖杯で」

「だ、大惨事ではないか」

「ああ。とんでもない力を持ったヤツらが闊かつ歩ぽしているせいで皆困ってる。だからこの街の警察に当たる魔法機関は、散りばめられたアーティファクトたちを封印回収してきたんだ。この封印管を使って」

「なるほど、確かにそれは困るであろうな…………うん？」

　そこまで口にしてマリーは、不意に動きを止めた。

「そ、それだ……それだああああっ!!」

　そしておもむろに立ち上がり、その青い目を大きく見開く。

「どうしたんだよ急に」

「街の者は困っている！　ならばわたしはアーティファクトを封印回収しよう！　そうすることで────汚名を返上するのだ！」

　……なんだそれ。

　アーティファクトのマリーが、アーティファクトを回収するってことか？

「決めた！　わたしはやるぞ！」

「それだったらボクも一緒にやるよ！　このままだと実家に帰らされちゃう」

　そう言ってひかりが立ち上がった。さらに。

「それでしたら私も手伝うですよ！　このままではゴーレムを手放すことになりかねません」

　クルルまでもが名乗りを上げる。

　……でも、相手は世界に知られた伝説のアーティファクトたちだぞ。

　旧寮に追い出された機関員である俺たちと、二百五十年前のお姫様に、その封印回収なんてできるのか？

「千隼」「千隼くん」「千隼さん」

　悩む俺に、三人は期待するような視線を向けてくる。

　……そうだよな。

　俺たちにはもう他に道はないんだ。やるしかない。

「分かった。さっそく明日から四人でアーティファクト回収を始めるぞ！」

「ああ！」「うんっ！」「やりましょう！」

　マリーの狙いはさておき、アーティファクトを回収すればこの状況は改善できるはずだ！

　それなら、やらないわけにはいかない！

「ならばわたしはもう明日に備えるぞ！　千隼よ、我がベッドルームはどの宮殿にある!?」

「……ここだよ」

「わ、わたしをこの汚い館に住ませるつもりなのか!?　とても人間が生きられるような環境ではないぞ！」

「一応私は住んでいるのですが」

「こんなところに住めるのなんてコウモリくらいだ！」

「私は住んでます」

「もしくは虫だ！」

「サモン──」

「わー！　待って待ってクルル、ゴーレムはやめて！」

　ひかりが慌ててクルルを抱きとめる。

　あれ、やっぱり不安になって来たぞ。本当に大丈夫かこのメンツで……。
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「電気が点つかないのは、さすがにシャレになりませんよ」

　俺の抗議に羽はね山やまは、生ハム特盛ハンバーガーを食べる手を止めた。

「電気ねえ。それくらい大した問題じゃないだろう。むしろ電気がないことをチャンスに思わないと」

　なんのチャンスだよ。

「まあ、元々あそこは隔離施せ……ゴホン」

「ちょっと待ってください！　今なんて言いました!?」

「なんでもない」

　羽山はごまかすようにハンバーガーにかぶりつく。

　いや、隔離施設って言いかけただろ！　どう考えても。

「あと食事作るのも大変なんで、食堂の食券を融通してもらえませんか？」

「食券ねぇ……うん？」

　俺たちの後ろでよだれを垂れ流すクルルに、羽山が目を止める。

「あれ、君まだいたのか。すっかり忘れてた。ええと、ルククだっけ？」

「……クルルですよ」

「まだやってるの？　あの使えない人形遊び」

「……使えなくなんてねーです」

「まあいいけど。ええと電気と食券だったっけ？　そうだな、何か一つアーティファクトを回収できたら考えよう」

「回収したらですね。分かりました」

「まあこの競争状態じゃアストラもいるし、お前たちじゃ無理だろうけどね。はい終わり、早く出て行って」

　そう言って羽山は美術品みたいなカップに入れたコーヒーを飲み干すと、俺たちを部屋から追い出した。

「チッ、ハゲ山め」

「……千ち隼はやさん、最近私もめっきり火おこしが上手になりまして」

「火おこし？」

「今夜はこの部屋の前で盛大にキャンプファイヤーをしましょう。うっかり消火せずに帰ってしまうかもしれませんが……時にはそういうこともあるですよ」

　何を言ってるんだこいつは。

　いつの間に用意してたのか、集めた枝に無表情のまま火を点つけようとしている狂気系クルルに、俺はため息をつく。

「……ちゃんと逃げ道を塞いでからだぞ」

「わー！　二人ともそんなのダメだよっ！」

　さっそく動き出そうとする俺たちに、ひかりが飛びついて来た。

　チッ、失敗か。





◆






「腹立つなあ。なんだよあの態度」

「毎回毎回、よくも私のゴーレムをああまで言ってくれるものですよ！　しかも自分が追い出したくせにそのことを忘れているだなんて……っ！」

　アーティファクトの回収に出た俺たちは、怒り心頭のクルルを先頭に魔法都市を練り歩いていた。

　朝の魔法都市はとにかくにぎやかだ。

　学校や研究所を始めとした魔法関係の施設が並ぶこの街には、多くの人が集まって来る。

　英国から持ち込まれた魔法文化が根付いたことで生まれた、西洋建築の街並み。

　大通りを行く路面電車も、朝は人でいっぱいだ。

　そしてそんなラッシュを横目に、石造りの屋根の上を肉まん片手に跳んでいく魔術士の姿は、まさに魔法都市ならでは。

「おおーっ！　本当に出やがったぞ！」

「なんだ？」

　突然聞こえてきた声に、思わず四人顔を見合わせる。

「間違いねえ！　これ本当に……うちでのこづちだ！」

「千隼さんっ！　行くですよ！」

「ああ！　やってやる！」

　燃える俺とクルルは、先行して街中の広場へと駆け付ける。

「それを寄こせ！」「うるさいこれは俺のだ！」「わたしのよ！」「その手を放しやがれ！」

　目についたのは、深紅の組みヒモと大きな鈴。

　両手で抱えるような大きさのこづちは、すでに取り合いになっていた。

「お、おいなんだよこの人だかり！　全然近づけねえッ！」

　身体からだの小さなクルルは、早くももみくちゃにされている。

「よーし！　こいつはもらったぞォォォォ!!」

　程なくして、ドワーフのように小柄な男がこづちを抱え上げた。

「黄金だ！　大量の黄金を出せーっ！」

　そう叫びながら荒々しくこづちを振り回すと、降り始める金色の雨。

「……すげえ、金貨だ。本当に金貨が降って来たぞ！」

　そして、壮絶な金貨の奪い合いが始まった。

「おい、ふざけるな！　これは俺の金だ！　誰にも渡さないぞ!!」

　男も大慌てで足元の金貨をかき集める。

　すごい、あれ全部本物か！　さっそく俺も──っ！

「そこまでですよ！」

　するとそんな男を指さして、クルルが叫んだ。

「そのアーティファクトは、私たち魔法機関が回収します！」

「チッ、機関員か！　冗談じゃねえ、こいつは俺のものだッ!!」

　男はこづちを担かついだまま走り出す。

「あっ！　待つですよ！　千隼さん、ほら行きますよ！」

「待って！　金貨を、金貨をひろわせてくれッ！」

　金貨に手を伸ばす俺を引きずって、クルルは追跡を開始する。

「止まるですよっ！」

「うるさい！　これは誰にも渡さない！」

「アーティファクトはとても危険なのです！」

「そんなこと言って、どうせ私的に使うつもりなんだろ！」

「しないですよ！　私たちは正義の機関員なんです！　個人の利益なんて考えません！」

「それなら俺があとで提出に行ってやる！」

「それでは報ほう奨しようがもらえないではないですか！」

「個人の利益はいらないって言っただろうが！」

「……ガタガタ言わずにそいつを寄こしやがれですよ!!」

「本性を現しやがったな！　こいつは誰にも渡さないぞッ!!」

　石造りの住宅街へと逃げ込んだ男は、こづちを高々と振り上げる。

「機関員を足止めしろーっ!!」

　雄お叫たけびと同時に鳴り出す地響き。

　すると男の背後から……イノシシ？　牛？　ヤギに豹ひようにサイにキリン!?

　獣の群が、俺たちに特攻してくるッ!!

「おおおおいクルルっ！　あんなのに突っ込まれたらケガじゃ済まないぞ！」

「ふふ、ふふふ」

「クルル？」

「ふふふふふ、ふふふ、はははははっ！」

「急にどうした!?　何がおかしいんだよ!?」

「待っていました！　待っていましたですよ！　こういう展開をーッ!!」

　クルルは強気な笑みを浮かべたまま、右手を高らかに突き上げた。

「──サモン。ゴールデンアーム・エンシェントモンスター！」

　次の瞬間、足元に広がる魔法陣からゴーレムが現れる。

「ゴーレムによるアーティファクト回収。これでこの子の名声はうなぎ昇りです！　さあ蹴散らすですよ！　私のゴーレムッ！」

　突撃して来る猛獣たちに、ゴーレムは真っ向からぶつかり合う。

「おお、すげえ！　一蹴しやがった！」

「当然ですよ！　これが最強を誇るゴーレムの力！　さあ行くですよ！　こづちは私が回収してみせます！」

　そのままゴーレムは走り出し、男につかみ掛かる。

「くッ!!」

　しかし男は決死のジャンプで迫る手を回避した。

　バランスを崩したゴーレムの肩が、民家の屋根を突き崩す。

「危なッ!!　レンガが落ちてきたぞ！　もう少し穏やかに動かせないのかよ！」

「細かな動きは難しいのですよ！　そこです！」

　続いて振り上げた左腕は、横っ飛びで回避されて石垣を粉砕。そこに突進してきたサイがゴーレムの脚に弾はじき飛とばされて、民家の出窓に突き刺さる。

「うおおおいっ！　だからあぶねえって！　おい、電灯を蹴り飛ばすなッ！」

「あーもう！　なんなんですかちょこまかとーっ！」

「ハッ。なんだこのゴーレム、全然たいしたことねえな！」

　男は挑発するように笑って、路地裏へと駆け込んで行く。

「…………じょ、上等ですよ」

「お、おいクルル？　どうした？　なんで震えてんだ？」

　クルルの目が座る。

　そしてゴーレムが、大きくヒザを曲げた。

「ま、まさかその姿勢は!?　おいバカ！　それはやめろッ!!」

「たいしたことないかどうか……試してみるですよォォォォ────ッ!!」

「やめろって言ってんだろおおおお────ッ!!」

　制止の声は届かない。

　ゴーレムはそのまま男に向かって飛び掛かる！

　盛大な地響きを鳴らして、石造りの巨体は腹部から石畳に突っ込んだ。

　弾はじけ飛ぶ石片、へし折れる電灯。

　上がる砂煙の中に、クルルは駆け込んで行く。

「おい！　どこに行くんだよ!?」

　ああもうっ！　めちゃくちゃじゃないか！

　そしてやがて、砂煙が晴れると──。

「千隼さん！　やりましたよ！」

　見えたのは、逃げ出していく男の姿。

　そしてクルルが、こづちを高々と抱え上げた。

「見たですか！　これが私のゴーレムです。すごいでしょう！　素晴らしいでしょう！」

「……あ、ああそうだな！　すごいな！　よしさっそく機関に戻ろう！」

「なんですか？　わたしのゴーレム、すごかったですよね？」

「ああ、すごかった！　だから早く機関に戻ろうな！」

「ちょっと待ってくださいよ。早くもアーティファクトを回収してみせたというのになんでそんなに急かすですか？　せっかくですし、記念に写真の一枚でも」

「いいから早く帰るんだよ！」

　俺はクルルの腕をつかんで、強引に引き寄せる。

「ちょっとどうしたんですか!?　千隼さんももっといいリアクションをしてくださいよ！　私がたっぷり余韻に浸れるようなやつを！」

「ああもう、なんで抵抗するんだよ！　いいから早く来いって!!」




「────君たち、ちょっといいかな？」




「…………はい」

　肩を叩たたかれて振り返ると、案の定そこには見知らぬおじさんが。

「この辺りの町会長なんだけど」

「そう、でしょうね」

「……これ、どういうこと？」

　言われて街に視線を戻す。

　知っての通り、そこには竜巻でも起きたのかってくらいめちゃくちゃになった路地。

　ほら見ろ！　だから俺は早く機関に戻ろうって言ったのに！

　クルルがゴーレムを捨てろって言われてたのは、こういうことだったんだ。

「……どうしてくれんの、これ」

「いや、これはその……なあ？」

「はい、私たちも今来たばかりで驚いているというか──」

　おじさんが、腰元に提げていた手て斧おのを構える。

「「……すいませんでした」」







　アーティファクトがらみの事件は、機関に一報入れれば修復してもらえる。

　そう言うとおじさんは、どうにか納得してくれた。

「クルルのせいでめちゃくちゃに怒られたぞ」

「回収できたんですからいいじゃないですか」

　そう言うクルルの手には、うちでのこづち。

　まだ辺りを動物が駆け回ってるけど、アーティファクト回収自体は成功だ。

「あとはこづちを機関に提出するだけだな」

　見てろよ、このままこいつを羽山に突き付けてやる！

「さあ、マリーとひかりを見つけて機関に帰ろう」

　そう言って俺は、路地をあとにする。




「……ください」




「……はい？」

　振り返ると、クルルがこづちを掲げていた。

　なんだ？　クルルは何をやってるんだ？

「ください…………大きな胸を」

　次の瞬間こづちから、ボン！　と、多量の煙が上がる。

「はっ!?　お、おおおお前、アーティファクトで何やってんだ!!」

　ウソだろ!?　こいつ、うちでのこづちを私的に使いやがった！

「そのまま回収しても、使ってから回収しても同じ。それなら使った方がお得じゃないですか」

「そういう問題じゃないだろ！　しかもお前、伝説のアイテムに何しょーもないこと頼んでんだよ！」

「……しょーもないこと？」

　突然、クルルの声色が変わった。

「今しょーもないことと言ったですか!?　私がどれだけこの問題に悩まされてきたと思ってるですかッ!!」

「知らねえよ！」

「ま、まあいいですよ。それも今日で解決ですから。ふふふ、ははははは！　さあ、ひざまずくがいいですよ！　豊満と化した私のボディの前にッ!!」

　雄お叫たけびと共に、煙が晴れていく。

　現れたクルルは両手を腰に当て、これでもかってくらいふんぞり返っていた。

「……豊満？」

　え？　どこが変わってんの？

「あ、あれ!?　なってない！　なってないですよ！　一体どうしてッ!?」

　クルルは薄い胸をガシガシ揉もみしだきながら慌てふためく。

「……ん？　誰ですかあなたたちは」

　そこにはなぜか、居並ぶ水着姿のお姉さんたち。

　すごい。現れたお姉さんたちは全員、完璧な────巨乳美人。

「そうじゃないですよ！　私のです！　私の胸を大きくするですよッ！　私もこの巨乳民族の仲間に入りたいのです──ッ!!」

「だからこづちを使うんじゃない！」

　クルルは止まらない。狂ったようにこづちをぶん回す姿は、もはや奇祭。

　すると即座に柔らかい何かが空から降り始めた。

　これって、どう見ても完全に──。

「胸パッドだ」

「ふ、ふ、ふざけるんじゃないですよ────ッ!!　こんなので済むなら最初から困ってないですよ！　なんだったら時々部屋でこっそり使ってウットリしてるんですからッ！」

「怒りに任せて何を暴露してんだお前は！　いいからこづちを寄こせ！」

　クルルが握りしめたままでいるこづちに手を伸ばす。

　うぐぐぐぐ！　なんだこいつ全然放さねえ！

「ちょっとどうしたのさクルル、落ち着いて」

「まったくあさましいぞ」

「ひかり！　マリー！　ちょうどいい、クルルを止めてくれ！」

「ほら、そんなに慌てないの」

「あまりみっともないマネをするでない」

「二人はよく冷静でいられるですね！　形のない物だって出せるかもしれないのですよ！」

「なんだ形のない物とは？」

「名声とか、カッコいい見せ場とかですよ！」

　その言葉にマリーとひかりは互いを見合わせた。そして──。

「すぐにそれをわたしに献上せよ！」

「今すぐそれをボクに渡して！　今すぐに！」

「おいやめろ！　話がややこしくなるだろッ!!」

　ダメだ！　こいつら全然役に立たねえ！

「わたしが先だ！」

「ボクが先だよ！」

「いいえ！　私の胸問題が先です！」

「その前にアーティファクトむやみに使うなって言ってんだよ──ッ!!」

　しかしクルルは俺たちの手を振ふり解ほどいて、再びこづちを抱え上げた。

「いい加減にするですよこのポンコツこづち！　とっとと私の胸を大きく成長させやがれですよ────ッ!!」

　響き渡る咆ほう哮こう。辺りがウソみたいに静まり返る。

　……ん？　なんだ？　この音は？

「ち、千隼くん」

「おい、千隼……」

「ウ、ウソだろ……なんだよあれッ!?」

　見えたのは、迫り来る大津波。しかもなぜかその色は濃厚な白。

「あっ、そういうことか！　牛乳だ！　クルルが成長させろとか言うからあんな大量にッ！　逃げろ！　今すぐ逃げろ────ッ!!」

　叫んで全力で走り出す。でも。

　ムリだ！　逃げ切れるわけがないっ！

「うわああああああああ────ッ!!　ごぼぼぼぼ！　ごぼぼぼぼぼッ!!」

　牛乳の波に……飲み込まれたああああッ！

「おいバカ！　早くあやまれ！　あやまってこづちに止めてもらうんだ！」

「冗談じゃないですよ！　謝罪ならこづちサイドに要求してくださいっ！」

「バカ言うな！　このままじゃ……っておい、ちょっと待て！」

　流されていく俺たちの前方に、人影が！

「そ、そこの人！　あぶないっ！　逃げろっ！　逃げてくれええええ────ッ!!」

　しかし俺の叫びは届かない。

　ダメだ、間に合わないッ！

　そのまま牛乳の波は、新たな被害者を飲み込んで──。

「────紅ぐ蓮れん迦か楼る羅ら」

　荒れ狂う炎と共に巻き起こった爆発に、俺たちは一瞬で消し飛ばされた。

「うわああああああああッ!!」

　な、なんだ!?　一体何が起きたんだ!?

　降り始める乳白色の雨。

　投げ出された石畳の上で慌てて辺りを見回すと、そこには──。

「……首席」

　魔法機関首席、徳とく川がわ麟りん。

　首席は手にした炎の魔剣・俱く利り伽か羅らを鞘さやに納めると、足元に転がって来たうちでのこづちをひろい上げた。

　そして倒れ伏す俺たちには目もくれず、無線を手にすると──。

「こちら徳川麟。うちでのこづちを発見した。すぐに寺院の鐘を鳴らすよう手配しろ」

　そう指示を出した。

「……お、俺たちのアーティファクトが……」

　こうなってしまったらもう、こづちは首席のもの。

「おいクルル！　お前がみっともないマネをしたせいで、うちでのこづちを首席に横取りされたぞ！」

「あ、ああ……私の希望が……失われてしまいました」

「失われたのは俺たちの希望だろうが！」

　ひざを折ったクルルは、ガックリ肩を落とす。

　すると、わずかに遅れて街に鐘の音が響き始めた──。

「お、おい。なんだよ……これ」

　辺りの動物たちが一斉に、首席の手にしたこづちへと引っ張られ始める。

　クルルが出した巨乳のお姉さん方も、大量のパッドも、降り注いだ牛乳も、その全てが一気にこづちへと吸い込まれていく。

　……す、すごい。

　うちでのこづちって、こんなシステムだったのか。

「なっ!?　ちょっと待て!!」

　さっきこっそりポケットに入れた金貨たちまで……っ!?

「おおおおい！　待てよおい！　待てって！」

　指の間をすり抜け、逃げ出していく金貨たち。

　その一枚を、どうにか両手でつかみ取る！

「み、みんな俺を引っ張ってくれ！　この金貨一枚に俺たちの生活がかかってるんだ!!」

「分かったよ！」

　慌てて俺の背に抱き着いてくるひかり。その後ろにクルル、さらにその後ろからマリーがクルルの上着をつかむ。

「ヤバい！　こづちの吸引力半はん端ぱねえ！　もっと強く引っ張るんだ!!　ほらマリーも力を入れろよ!!」

　四人がかりの抵抗。

　しかし止まらない。俺たちはこづちにドンドン引きずられて行く……っ！

「う、おおおおおおおおッ!!」

　マ、マズい、もうダメだ！　手が、手がほどけてくぅぅぅぅっ！

　でも、でもっ！

「イヤだ。イヤだイヤだイヤだぁぁぁぁぁぁぁぁ────ッ!!」

　渡したくない……渡したくないっ！

　それでも最後の金貨が、指の隙間から、飛び出して──っ。

「ああっ！　待って！　待ってくれぇぇぇぇッ!!」

　伸ばした手は、もう届かない。

　金貨はそのまま、無情にもこづちに吸い込まれて消えた。

「あ、ああ……どうして……こんなことに……」

「千隼よ。そんな情けない顔をするな。我が臣下でありながらみっともないぞ」

「ふざけんな！　適当な引っ張り方しやがって！　マリーも悪徳貴族ならもっと金に食らいつけよ！　イヤらしく！　舌なめずりをしながら！」

「誰が悪徳貴族だ！　わたしが今さら金貨の百枚や千枚程度に必死になるものか!!」

「お、おお、さすが王族……じゃねえ！　今はたった一枚が必要なんだよ！」

「ま、まあまあ二人とも落ち着いて」

「ああ、私の希望がぁぁぁぁ……」

「クルルは黙ってろーっ！」

　苦笑いを浮かべるひかり。倒れたまま起き上がることもできないクルル。

　一方全てを吸引し、騒動をあっさりと解決した首席は──。

「回収を完了した。再びファフニールの探索に戻る」

　眉一つ動かすことなく、うちでのこづちと共に去って行った。





◆






「なんだよクルル、どこに行ってたんだ？」

「先日のこづちの件で怒られてきたですよ」

　旧寮に戻って来たクルルは、そう言ってため息をついた。

「そうか。まあそうなるよな」

　アーティファクト回収のためとはいえ、あれだけゴーレムを暴れさせたら怒られもするだろう。

「それだけではないです。街の修復費用の一部を負担しろと言われたですよ……」

「……もともと多額の借金があったよな？」

「さらに上乗せです」

「うわあ……」

「それでうちでのこづちが回収できてたんだったらまだしも、あれじゃただ街の一部を壊しただけだもんな」

「ああ、これでまたゴーレムの評判が……」

「しかもあんなに『胸が胸が』叫んで、よく恥ずかしくないな」

「う……そのことは言わないでください。あの時はこづちの力に目がくらんでいたのですよ」

　踏んだり蹴ったり殴ったりのクルルは、かすかに赤くなる。

　どうやら羞恥心はあったらしい。

「そうです千隼さん。怒られている時にふと思ったのですが、マリーって何者なんですか？　見た感じ機関員ではなさそうですが」

「お前は怒られてる最中に何を考えてるんだ」

「ふふふ、気になるか？　ならば聞かせてやろう。驚くがいい！　わたしこそかの有名なハプスブルクが姫、マリー・アントワネットだ！」

　そう言ってマリーは胸を張る。

「マリー・アントワネットって、あの？」

「そうだ、あのマリー・アントワネットだ！」

「ああ……あの」

「待て、クルルの言う『あの』とはなんだ。詳しく聞かせてみろ」

　そう言ってマリーがクルルの胸倉をつかむ。

「落ち着け、住所不定王族」

「変な肩書をつけるな！」

「……でも、もしかしたらマリーには別名を用意しておいた方がいいかもしれないな」

「なぜだ？」

「少なくとも今の段階で、マリーは悪名高いワガママ姫なわけだからな。正体がバレたらアーティファクトとして封印される可能性が高い」

「な、なんだと」

　マリーは驚きに目を見開く。

「だから誰かに名前を聞かれても、今みたいに本名を名乗るのはやめておけ」

「名前すら名乗れないとはなんたる屈辱か……いいだろう！　わたしのフルネームはマリー＝アントワネット＝ジョゼフ＝ジャンヌ・ド・アブスブール＝ロレーヌ・ドートリシュだ！　千隼よ、それを踏まえて新たな名をつけるといい！　世界的貴族たる者の優雅さを忘れるでないぞ！」

「分かった。今からマリーは柴しば田た理り恵えだ」

「なぜだッ!?」

「いや、本名から離れた名前の方がいいだろ？」

　じゃないと気づく人が出てきそうだし。

「だとしても、もう少し何かあるであろう！」

「それなら……安あん藤どうまりあ。とか？　あだ名がマリーってことでいいか？」

「あはは、ギリギリのラインだね」

「略すと『あんまり』ですね」

「クルルは黙ってろ。マリーは今後誰かに名前を聞かれたりした時は、安藤まりあって答えろよ」

「……ふむ」

「なんだよ、まだ何か不満があるのか？」

「別名を名乗っていては、汚名返上にならないのではないか？」

　このお姫様は本当に面倒くさいな。

「それは黙って善行を続けて好感度を上げていくしかないだろ。最後に満を持して『実はマリー・アントワネットでした』って正体を明かせば、その驚きで汚名返上効果は一気に倍増だぞ」

「おおっ！　それなら一気に名声が世界にとどろくかもしれぬ！　なんたる名案か！　さすがは千隼、我が臣下よっ！」

「臣下じゃない」

　マリーは見た目に関してはそれこそ美術品みたいだし、何より華がある。知名度はすぐに上がるだろう。あとは本人のやる気次第だ。

「言っておくけど、生き延びることが最優先だからな？」

　そこだけは譲らないぞ。名誉じゃ飯は食えないからな。

「なんだか、ワクワクしてきた」

「聞いちゃいねえ」

「……そんなのズルいよ」

　するとひかりが突然、不満そうな声を上げた。

「なんだよ。ひかり、ズルいってどういうことだ？」

「マリーばっかりズルいよ！　そんなカッコいいやつ！」

「お前なぁ……そんな悔しそうにすることじゃないだろ」

「ボクだってそういうカッコいいやつやりたい！　みんなにカッコいいって言われたいんだよ！」

　そうか、ひかりはこういうヤツだったなぁ。

「安心しろ、ひかりにもチャンスが来るから」

「本当？」

「ああ、相手はアーティファクトだからな。嫌でも目立つことになるだろ？」

　そう言うとひかりは、途端に機嫌を直した。

　その場でくるりと一回転。得意のポーズを披露する。

「そっか、そうだよね！　アーティファクト回収も────風かざ花はなひかりにおまかせさ！」





◆






「……あんまんを、一つ」

「わあー！　千隼くんダメだよっ!!」

「うるさい……俺には糖分が必要なんだ」

「しっかりして！　ボクたちにもうそんなお金はないんだよ！」

「だって甘い物が、糖分が目の前に……」

「千隼くん！　おねがい目を覚まして！」

「……ハッ！　あ、あぶなかった。あんまんは……結構です」

　ひかりに揺さぶられて我に返った俺は、露店を離れて息をつく。

　今夜も騒がしい中華街大通り。そこから一歩奥に入った裏中華街は、並ぶ赤い提ちよう灯ちんと原色のネオンがギラギラと輝いている。

　夕食を求めてやって来た一般客に、流れ者の魔術士や、どうにも胡う散さん臭くさい風体の呼び込みなどが入り乱れて、とにかくにぎやかだ。

　そんな中で露店に並んでいるあんまんを見たら、もう止められなかった。

「なあーっ！　うちでのこづちからもう三日だぞ。あれからアーティファクトの痕跡すら見つけられないってなんだよ！　ここは魔獣とか偉人が一番多く逃げ込んだ場所だってのに！」

　そろそろ何か見つけないとヤバいぞ。

　金も、俺の糖分不足も。

「千隼、ここはすごくにぎやかだな！　あれは何の店だ？」

　一方マリーは、忙せわしなく目を輝かせていた。

「中華料理だよ」

　たくさんの人が行きかい食に興じる姿は、マリーにはめずらしいんだろう。

「千隼あれは？　あれは何の店だ？」

「中華料理だよ。よし！　ここはもうあきらめよう！　他にも機関員が来てるだろうし、別の場所で勝負だ」

「千隼──」

「中華だっての。言っとくけど俺たちには何一つ買えないからな。クルルも血走った目で通行人の肉まんをにらみつけるんじゃない」

　裏中華街を諦めて、俺たちは踵きびすを返かえす。

「お願い！　ちゃんと毎日散歩に連れて行くから！　飼わせて！」

「ダメよ」

　そんな俺たちの隣を通り過ぎていく、一組の母子。

　少女の頼みに、その母親がすげなく首を振る。

「お願い、すっごく可愛かわいいワンちゃんなの！」

「返して来なさい」

　でも次はどこへ行こうか。

　山側か……それとも埠ふ頭とうまで足を延ばすか？

「本当に可愛かわいいんだよ！　頭が三つもあるんだから！」

　どちらであれ必ず何か一つくらいは見つけて……ん？　頭が三つ？

　お、おい！　それって!?

「頭が三つ？　あのね。頭が三つある犬って、そんなのどう考えても……」

　そうだよ！　そういうことだろ？

「食費も三倍じゃない」

「そういうことじゃない！」

「「えっ？」」

　突然のツッコミに　母子が振り返った。

「あのちょっといいですか!?　その犬……いや、ケルベロスはどこにっ!?」

　たずねると少女は「あっち」と、裏中華街の奥地を指さした。

「き、来た！　来たァァァァ!!　やっと尻尾をつかんだ！　行くぞお前ら────ッ!!」

　ようやくおとずれた機会に、すぐさま俺たちは走り出す。

　そして混雑する裏通りを少女の言葉通りに進んで行くと、曲がり角に突き当たった。

「ケルベロスはどっちだ!?」

「あっちだニャ」

「サンキュー！」

　せっかくのチャンス、逃がしてたまるか……ッ!?

「……いや待て！　お前今しゃべったな!?」

　慌てて振り返るも、そこにはもう何もいない。

「だあああ！　今の黒猫はどう考えてもケット・シーだっただろ！」

「千隼さん。今面白い格好をした人が『わらわはそっちの角の先で三首の大きな犬を見たぞよ』と教えてくれたですよ」

「よし、すぐに行こう！　っておい、ちょっと待てクルル。面白い格好ってどんなだった？」

「ええと、あの、あれです……黒く長い耳のような被かぶり物ものに、金の杖つえを持って──」

　そこまで口にして、クルルはポンと手を打った。

「そうです、アヌビスみたいな格好ですよ」

「ば、ばかもーん！　そんなのどう考えてもエジプト関係者だろ！」

「そうなんですか？」

「自分のことを『わらわ』っていうやつは、ほぼ古い王族関係だよ！」

　俺は慌てて確認に向かう。

「ああー！　もう誰もいない！　さっきまで何も見つからなかったのに、なんで急にまとめて出てくるんだよッ！」

　そう叫んだ俺の目の前を、駆け抜けて行く一頭の馬。

　脚は……八本。

「だああああーっ！　今のもアーティファクトじゃねえか！」

「千隼くん、どうする？」

「もういいっ！　今はとにかくケルベロスに集中だ！」

　三人を引き連れて、俺は再び裏中華街を走り出す。

　するとにわかに、辺りが騒がしくなってきた。

「気配がしてきた！　これはもう間近だぞ！　今度こそ回収してやるッ！」

　意気込んで角を曲がる。すると「おおー！」と大きな歓声が上がった。

　なんだ!?　何が起こったんだ!?

　通行人たちをかき分けて行くと、そこには──。

「……首席？」

　俱く利り伽か羅らを鞘さやに収める徳川麟の姿が。

　そして倒れたケルベロスが、封印管に吸い込まれていく。

「ひ、一足……遅かった……またかよ、また首席かよっ！」

　淡々と封印を済ませた首席は、何事もなかったかのようにその場を去っていく。

「今の魔法機関の首席だろ、カッコいいな」「ああ、最高にカッコいい！」「さすが首席だ！　カッコよすぎだろ」

　追い打ちのように聞こえてくる、通行人たちの声。

「千隼くん。ボク、悔しいよ」

「ああ。そうだな」

「みんなが、みんなが首席をカッコいいって言って！」

「アーティファクトを逃したことを悔しがれよ」

「う、うぐぐぐッ！　う、うらやましいっ！」

　そう言ってひかりは、レイピアの柄を強く握りしめる。

「残念だけど仕方ない。また振り出しからだな」

　もう時間も遅いし、今日も成果なしでアーティファクト探索は終了だ。

　そう判断して、帰途に就こうとした──その瞬間。

「うわっ！」

　突然吹き付けた強風に、マリーが吹き飛ばされた。

　お姫様が、ゴロンゴロンと後転で転がっていく。

「……ブハッ！　だはははは！　なんだそれ！　マリーがものすごい勢いで転がって、あははは！」

「こら千隼！　何がおかしいぐふうッ！」

　さらに同じく吹き飛ばされて行ったクルルが、マリーに激突してそのまま倒れ込んだ。

「だはははははっ！」

「笑うなちはやー！」

　ガゴンッ！

「痛ッ!!　なんだこれ……ペッペッ！　ゴミ箱じゃねーか！」

「はっはっは！　千隼にはゴミ箱がお似合いだな……って、お、おい千隼ッ！」

「ていうかさっきからなんだよこの強風は……なッ!?」

　突然の突風に視線を上げる。

　するとそこには、四足の身体からだを持った巨大な鷲わしが滞空していた。

「……グ、グリフォン!?」

　両翼含め数メートルに及ぶアーティファクトの出現に、通行人たちが大慌てで物陰に隠れる。

「ひかり、空を飛ぶ魔獣の相手はさすがに厳しい。なんとか後をつけて隙を突くような形ができないか？　……あれ、ひかり？　ひかり!?」

　気が付けばさっきまで隣にいたはずのひかりが、俺たちの前に立って髪をはためかせていた。

「ここはボクに任せて！」

　そう言って引き抜いたレイピアをグリフォンに向けて、注意を引き付ける。

「お、おい！　一人でアーティファクトの相手をするなんて無謀だろ！」

「……いえ、千隼さん。たしか風花は魔法の名家です。何か勝算があるのでは──」

　そうクルルが言い終わる直前に、グリフォンが上空から飛び掛かってきた！

「うわっ！」

　猛烈な突進をひかりは横っ飛びでかわす。

　それから即座に身体からだを起こし、レイピアで突きを放つ。

　グリフォンは転身一つでそれを避けると、鋭い爪の前足を振り抜いてくる！

「うわわわわっ！」

　今度はしゃがんで回避。そこから大きな踏み込みで斬り掛かる。

　しかし飛び下がったグリフォンはそのまま空に舞い上がった。

　そして空中で一回転すると、再びひかりに照準を合わせる。

「無理するな！　空を飛ばれちゃどうしようもない。ここは一度下がって作戦を考えよう！」

　しかし、ひかりは動かない。

「お、おい、ひかり！」

「……千隼くん、このギャラリーの数を見て」

「ギャラリー？」

「こんな大勢の前で首席にカッコよく決められた以上、風花ひかりは負けられないんだよっ！」

「こんなところで妙な負けず嫌いを発揮するんじゃない！　いいから一度下がれって！　おい、ひかりっ！」

　レイピアを構えたまま動かないひかりに、グリフォンは低空飛行で真正面から迫り来る。

「やあっ!!」

　交差する両者。

　ひかりは滑降攻撃をかわし、代わりにその翼に一撃を見舞う。

　遅れてグリフォンの羽が数枚、辺りに飛び散った。

「おおっ、ひかりのヤツやるではないか！　これは勝てるかもしれないぞ！」

「やるですね、ひかりさん！」

　反撃に転じたひかりにマリーたちが色めき立ち、空気は一瞬で攻勢に代わる。

　確かにこれならいけそうだ。

　よーし！　そのまま勝負を決めちまえ！

「────すごい！　剣のおにいちゃんカッコいい！」

「……えっ!?」

　聞こえてきた子供の言葉に、ひかりがものすごい勢いで振り返った。

「い、今、なんて言ったの!?」

「カッコいい！」

「え？　なに？」

「カッコいい！」

「……え？　なになに？　なんて？」

「カ、カッコいい……」

「いい加減にしろひかりッ！　聞こえてんだろ！」

「ほ、本当に？　本当にカッコいい!?」

「う、うん……がんばっておにいちゃん……」

「もちろんっ！　伝説の魔獣グリフォン退治も──」

「おいバカッ！　ポーズはいいから前を見ろーッ!!」

「風花ひかりにおまかせ────えっ!?」

　ひかりがポーズを決めている隙に、再び空中を一回転。

　飛び掛かってきたグリフォンは、そのかぎ爪でひかりをつかんだ。

「うわああああああああああ────ッ!!」

　そしてそのまま夜空へと舞い上がって行く。

「お、おおおおおいッ!!　ウソだろ!?　ひかりが、グリフォンに連れて行かれた────ッ!!」

「放して！　放してッ！」

　ひかりは身体からだを大きく揺らしてかぎ爪から逃れようとする。

「放してよおおおお────ッ!!」

　しかしグリフォンはひかりを放さない。

「放してーッ！　放して放して放して放して…………いや、放さないで」

「……ひかり？」

「やっぱり放さないで！　こんなの、こんなの落ちたら死んじゃうよ！」

「ひかり……」

　ドンドン上がっていく高度に、ひかりは一転して態度を変えた。

「お願いもっとしっかりつかんで！　なんか右肩のつかみが甘いんだよ！　お願いだからもっとしっかりつかんでぇぇぇぇ!!」

　連れ去られてる最中のひかりが、グリフォンにダメ出しを始めたぞ……なんだこの状況。

「い、いや、それどころじゃない！　追いかけないと！」

　俺はマリーとクルルを率いて走り出す。でも。

　マズいな、これじゃ追いつかない。

　速度が全然違う。このままじゃ見失っちまうぞ！

「くっ、ダメか!?」

　俺の視界から空を行くひかりたちが消えかけた────その時。

「……ファフニール探索に来てみれば、意外なアーティファクトに出会うものですね」

　現れたのは、長杖を手にしたローブ姿の魔術士。

　魔法機関、アストラ所属。

「フェネクス・エヴァー……」

　フェネクスが魔法杖を構えると、その先にまばゆい光こう芒ぼうが生まれる。

　やがて風が渦巻き始め、そして。

「さあ、いきますよ────第五元素砲撃エーテルストライク」

　ドウッ！　爆風と共に放たれた光弾は、一直線に夜空を駆けて行く。

　そして見事、中空のグリフォンに直撃した。

　魔法都市の夜空に大輪の花火が咲き、グリフォンは煙をあげながら落下していく。

「……フッ、グリフォンとやらもこの程度ですか。まったく容易たやすいものです」

　そうつぶやいたフェネクスは、無線で「回収を頼みます」とだけ告げると、人ごみの中へと消えていく。

「ひ……ひかり。ひかりィィィィィィィィ────ッ!!」

　一方グリフォンの爪から放たれたひかりは、グリフォンとは別の方向に落下していった。

　その後を追って、俺たちは裏中華街を駆け抜ける。

　たどり着いた先は中華街を抜けた先、魔法都市の港湾部。

　大慌てで三人、ひかりの行方を捜す。

「お、おいひかり！　無事かッ!?」

　落下点は、運よく海だった。

「大丈夫だよー！」

　夜の海に浮かんだまま、ひかりは大きく手を振ってみせる。

　はぁ……よかった。

　思わず大きな安あん堵どの息が……ん、いやちょっと待て、なんだあれ？

「お、おいひかり！　早く！　早くこっちに来い！」

「まかせて！　泳ぎも得意なんだから！」

「ポーズとかはいいから！　後ろ後ろ！　後ろになんかいるんだよ！」

「えっ？　後ろ？」

　言われて振り返るひかり。

　そこには、伸びてくる長い触手が。

「ええええええええええッ!?」

　大量の海水を巻き上げながら海上に現れたのは、それこそ船一艘そうをそのまま飲み込んでしまうほどに巨大なイカ。これは間違いない。

「クラーケンだ！　早く！　早くこっちに来いッ!!」

「う、うんっ！」

　ひかりはものすごくきれいなフォームのクロールで泳ぎ出す。ところが。

「は、速ッ！」

　迫り来るクラーケンは、その何倍もの速度で距離を縮めてくる。

「急げ！　急げひかりィィィィ!!」

　ようやく俺たちのもとにたどり着いたひかりの腕を取り、そのまま全力で引き上げる。

「よし！　逃げるぞッ!!」

「うわっ！」

　しかし走り出すひかりの太ももを、クラーケンの触手がつかんだ。

「わ、わ、わああああああああッ!!」

　その場に倒れ込んだひかりは、ものすごい勢いで海の方へと引きずり戻されていく。

「ま、待てーッ!!」

　どうにかひかりの上着をつかむも、止められない。

　ダメだ！　力が全然違う！

　で、でも！

「ひかりは渡さねえぞオラァァァァッ!!」

　俺はひかりのレイピアを引き抜くと、太ももに巻き付いていた触手を切り飛ばした！

「はあっはあっはあっ」

　夜の海へと消えて行くクラーケン。

　俺は倒れ込んだまま荒い息を整える。

　やがてゆっくりと立ち上がったひかりに、自然と三人の視線が集まった。

「ひかり、何か言いたいことは？」

　太ももにくっきり吸盤の跡を残したひかりは、グリフォンが落ちて行った空を見上げる。

　そして真っすぐ手を伸ばして、ポーズを取ると──。

「グリフォンよ。今回は……引き分けだ」

「よーし！　やっぱりこいつはクラーケンにお供えしよう！」

「ごめんなさいそれはやめて！　お願いだから！」





◆






「姫、こちらのもやしが良く焼けております」

　クルル謹製の鉄板で程よく焼けたもやしを、マリーの方へ寄せる。

「……なんだこれは。ハプスブルクの姫たるわたしを愚弄しているのか？」

　案の定、マリーは怒りに震え出す。

「いいから黙って食え」

「ふざけるな！　もう三食続けてもやしではないか！　そっちの肉を寄越せ！」

「やめろこれは俺のだ！　肉は一人一切れまでって決まってんだよ！」

　俺は今日初めて知った。肉が恐ろしいほどの高級食材なのだということを。

「でも、もやしに手を出したらいよいよって感じだよなぁ……なあマリー、ハプスブルク流節約術とか何かないのかよ」

「あるわけないであろう、そんなもの。まったくわびしい夕食よ」

「それならボクのを一口あげるよ」

「……む、ちょっと待つのだひかり」

　お、さすがに申し訳ないと感じたか？　このいやしんぼう貴族め。

「その前に千隼の方が一口分くらいもやしが多いぞ。不公平だ」

「こまけえなあ。さっきもうもやしは嫌だって言ってただろ」

「それとこれとは話が別だ」

「まったく、お前のワガママの方向性はそれでいいのかよ」

「わたしはワガママなどではない！」

「あはは、もやし自体にはもう怒らないんだね。ボクは『わたくしはフォアグラしか食べませんわ』って怒るものだと思ってたよ」

　ひかりの言う通りだ。

　世界にその名を知られた放ほう蕩とうの姫が、たくましくなりやがって。

　金銭事情にワガママのスケールを合わせてきてんじゃねえよ。

　……まあ、それはさておきだ。

「クルルさんよぉ。いい加減にしてもらおうか」

　そう告げて、俺はテーブルの上に置かれた袋を上から押さえつけた。

　そう、一番の問題はこいつなんだ。

　とにかくクルルはよく食べる。

　どちらかといえばやや小柄なマリーをさらに下回って一番小さいのに、どうかしてるくらい断トツで食べる。

「……その手を退けるですよ。私は空腹なのです。カップ麵なき今、この空腹を満たすにはこれが必要なのです」

「それはお前が一人で毎食三つも四つもカップ麵を食べたからだろ。そのせいでこんなに早くパンの耳が主食になったんだぞ」

「私は育ち盛りなのですよ」

「うん？　どこらへんが育ってるのか具体的に言ってみてもらおうか？」

「う、ぐぐ」

「ほらほらどうした、言ってみろ」

　俺はそのまま両手を指揮者のように大きく振って。

「せーの、さんはいっ！」

　クルルは応えず、パンの耳が入った袋めがけて問答無用で飛び掛かって来た。

「やめろ！　これは俺がよだれを垂らしながらパン屋のショーケースを眺めていた時に『お願いだからもうそこに立つのはやめて。お客さんが怖がってるから』って言われて恵んでもらったんだ！　コラッ！　勝手に食うんじゃない！」

「私の成長が止まったらどうするですか！」

「そんなのもう止まっ痛てててて！　パンチはやめろ！　よーしもういい！　それなら……こいつで決めよう」

　俺がそう言って拳を向けると、クルルも負けじと構えを取る。

「上等ですよ。こう見えて強いのですよ……じゃんけんは」

「そうか、俺もじゃんけんには自信がある。決まりだな」

「はああああ」

「こおおおお」

　行くぞ、せーの！

「「さいしょはグー、じゃんけんぽん！」」

　そう言いながら同時に、俺たちの手はパンの耳が入った袋をつかんでいた。

「その手を放せ卑ひ怯きよう者！」「人のことを言えた状況ですか！」

　片手にパン耳袋をつかんだまま、始まる突き飛ばし合い。

「二人とも銃で決闘する時は、一歩目で振り返って撃っちゃう悪役タイプだよね」

　散々じゃんけんをする空気を作っておいて力づくの奪い合いを始める俺たちに、ひかりは苦笑いだ。

「いや、これはクルルが────しまった！」

　俺が一瞬ひかりの方を向いた隙を突いてパン耳袋を強奪したクルルは、そのまま走り出す。

　クルルのやつめ、部屋に逃げ込むつもりだな。

「いいだろう、ならば仕方あるまい」

　しかし俺は慌てない。

　静かに手を伸ばして、まだ使ってない薪を一本取る。

　そして……魔法を発動する。

「────チェンジリング」

「……あれ？」

　異変に足を止めたクルルが、困惑する。

　そう、まとめて奪ったはずのパン耳袋がごっそりと消えているからだ。

「パン耳がないです。どうして……？」

　そしてクルルは振り返り、俺の手に収まったパン耳袋に驚きの表情を浮かべた。

「まさか」

「そう。これが俺の魔法、チェンジリングだ」

「……チェンジリング？」

「直接その物に触れてマークした物であれば、いつでもどこからでも俺の持ち物と交換できる」

　ただし、手に取れる大きさに限られるけど。

　言われてクルルが手元を見ると、さっき俺がつかんだ薪が手の中に。

　先日のケーキの件で俺は学んだ。

　食べ物は取られる前にマークしておけってな。

「それは……すごいのでしょうか、そうでもないのでしょうか」

「ほっとけ」

　魔法は使いようだ。

「チャンスです！」

「あっ！」

　隙を突かれた。クルルは再びパン耳を奪い返して走り出す。

「まったく、懲りない奴やつだな」

　それでも俺は慌てない。ただ静かに魔法を発動する。

「なぜ……ですか」

　またもパン耳袋が薪に代わり、驚きよう愕がくの表情と共に振り返るクルル。

　対して俺は、余裕の表情で応える。

「マークされている限り何度奪い取ってどこまで逃げても、魔法の発動と共にこのパン耳は俺のもとに帰ってくる」

「そ、そんな」

「フハハハハ！　思い知ったか！　我こそがパン耳大富豪、雪ゆき城しろ千隼さまだ！　さあひれ伏せパン耳貧民よ！」

　そう言って俺は袋から取り出したパンの耳束を、これ見よがしにほお張ってみせる。

　勝った、完全勝利だ。

「今夜は少しだけ多めにしてやってもいい。だが明日の朝食からは、このパン耳の所有者である俺のご機嫌次第だ！　フハッハハハハハ！」

「そんなの横暴ですよ！」

「イヤなの？　イヤならこのパン耳は俺が貪り食うことになるなぁ。パン耳貧民は歯をみがいてとっとと寝るんだな」

「な、なんという独裁ぶりなんでしょう」

「お、もう歯を磨くのか？」

「千隼さんに従います……」

　そう言ってクルルは手にした薪を放り投げた。

　今度こそ、勝者と敗者が決まったようだ。

「あ、そうだ」

　するとそんな俺たちを見て苦笑いしていたひかりが、何やら小さな箱を一つ取り出した。

「これ、聖女さんにもらってたんだ」

「え、聖女さんから？」

　聖女さん。それは魔法機関に舞い降りた女神。

　その穏やかなほほえみと物腰、そして支援魔法を得意とすることからそう呼ばれるようになった、素敵なお姉さんだ。

「うん。帰かえり際ぎわに偶然会って、よかったらどうぞって。なんだろう」

　ひかりがかわいらしい装丁の小箱を開けると、中には──。

「エクレアだ」

　なんと、手作りであろうエクレアが一つ。

「う、うおおおおおッ!!　でかしたぞひかり！　これで、これでようやく糖分が補給できるッ！」

　ヤバい！　身体からだが、身体からだが震え始めてきやがった！

「ほう、なんだそれは？」

　マリーも興味深そうにのぞき込んで来る。

　ひかりがさっそく少しちぎって、マリーの口に運んでやると──。

「お、おおおおっ！　なんだこれは！　ケーキでなくともこれだけおいしいものがあるのか！」

　感動の声を上げた。

　そうか、これはケーキじゃない！　食べてもいいんだっ！

「やった、ついに糖分が！　しかも生クリームなんていう至高の形態で摂取できる！　ヒィィィィヤッハァァァァッ!!」

「……あれ、確かですがマリーの『ケーキを食べればいいじゃない』の話って──」

　するとクルルが、そんなマリーを見て首を傾かしげ出した。

「あ、おい、やめろ！」

「お菓子もダメだったと思うのですが」

「バカ！　余計なことを言うんじゃないッ！」

「……どういうことだ？」

「やめろ！　それ以上言うなクルル──ッ!!」

「パンがなければお菓子を食べればいいじゃない。というパターンもあるのですよ」

　その言葉を聞いて硬直。

　ピキピキと震え始めたマリーは、ひかりの方へと振り返る。

「それは、本当か？」

「う、うん、本当だけど」

「分かった、いいだろう。もうお菓子と称されるものもダメだ！　わたしは絶対に食べないっ！」

「……そ、そうか、がんばれよマリー。俺は応援してるぞ」

　そう宣言したマリーをできるだけ刺激しないよう応援の言葉を残し、そっとエクレアに伸ばした手を──。

「そして……千隼もだ！」

　マリーにつかまれた。

「だから俺は関係ないだろ！　ていうか泣くくらいならムリな宣言をするんじゃない！」

「わたしは泣いてなどいない！」

「それは……残念ですねえ」

　そんな俺たちを見て、クルルは薄い笑みを浮かべていた。

「では千隼さんたちは食べられないので、ひかりさんと二人でいただくですよ」

「おい！　俺は関係ないんだ！　食べる！　もう何日甘い物を口にしてないと思ってんだ。見ろ、手が震えて禁断症状が出始めてるんだよ！　ええい邪魔だ放せマリー！　放せって！　ぐぐぐぐ、シンプルに力が強い！」

　必死にもがく俺。その間にエクレアはドンドンなくなっていく。

　主に、クルルに食われる形で。

「な、なあひかり。また聖女さんにもらって来れるんだよな!?」

「それはムリだよ。施しを求めるなんてカッコ悪いこと、風花ひかりはできないの」

「なんだよそれ！　誰もひかりにカッコよさなんて期待してないから大丈夫だって！」

「あ！　ひどい！」

「あ、ああ……エクレアがっ、エクレアがぁぁぁぁッ！」

　一度も触れていない物に、チェンジリングは使えない。

　エクレアは着々と食べられていき、そしていよいよ最後の一口。

　チラリとこっちを見たクルルと、目が合った。

「ク、クルルさまぁぁぁぁん！」

「どうも、エクレア大富豪です。私に何か用ですか？」

「あ、あの、卑いやしいエクレア貧民のわたくしめに、最後の一口を譲っていただけないでしょうかっ？」

「……千隼さん」

「は、はい！　なんでございましょう！」

　そう言ってひざ元にしがみつくと、クルルは静かに、そして慈悲に満ちた笑みを向けてくる。

「千隼さんには、その手に握りしめたパンの耳があるじゃないですか」

　そう言って最後の一口をほおばった。

「ちくしょォォォォォォォォ────ッ!!」





◆






「今日の一番風ぶ呂ろはわたしがいただくぞ！」

　悲劇の夕食が終わり、一段落着いたところでマリーが声を上げた。

　ちなみに風ふ呂ろは、井戸からくみ上げた水をドラム缶に入れてナタで薪を割り、それを燃やして沸かすとかいう冗談のような形式だ。

「いいえ、今日は私ですよ」

「ならば……どちらが先か競争だっ」

「いやいや、さすがに今日は海に落ちたひかりを優先してやれよ」

　走り出す二人の首根っこをつかんで止める。

「そうですね、今日はひかりさんですね」

「……ふむ。そういうことであれば今日は特別に譲ってやろう。大いに感謝するといいぞ」

　乾いているとはいえ、さすがに海水まみれのままで待たせるのはいただけない。

　二人もそう思ったのだろう、ひかりに順番を譲るが──。

「……あー、ええと。ボクは最後でいいよ」

「でも海に落ちた後、着替えただけだろ？」

「大丈夫だよ。問題ないから気にしないで」

　そう言ってひかりは俺たちに譲り返すと、この話はここまでとばかりにたき火に手をかざした。
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「さて、そろそろ俺も風ふ呂ろにするか」

　ひかりは最後でいいって言ってたけど、さすがに海水まみれのヤツを待たせて先に入るのはなしだろう。なんか髪の毛とかパキパキしてたし。

　俺はある程度時間を空けてから、風ふ呂ろに向かうことにした。

「でも今時、ドラム缶風ぶ呂ろってなあ」

　旧寮備え付けの風ふ呂ろは広くてシャレてるけど、水の出が悪くて火も点つかず、そのうえタイルもボロボロだ。

　そこで先住民クルルは窯を作り、ドラム缶を加工した風ふ呂ろを作った。

「……意外とこの露ろ天てん風ぶ呂ろが、趣あって悪くないんだよな」

　もうクルルはこの技術で食べていけよと。

　風ふ呂ろは建物を出て少しのところにあるから、中で一度服を脱いでから向かうことになる。

　俺はタオル一枚持って、これまたクルル製作のランタンで照らされた風ふ呂ろ場へ。




　────そして、思いっ切り誰かにぶつかった。




「うわっ」「きゃっ」

　マズい！　この悲鳴の感じは女子だ！

　誰だ!?　マリー、いやクルルか!?

　ちくしょう、ひかりだったら問題なかったのに！

　しっとりとした肌、細いウェスト、わずかに差した赤み、胸元に掛かる長く美しい黒髪。

　ただバスタオルを一枚巻いただけ。

　焦あせる俺の目に映るのは、清純、清潔、正統派を絵に描いたような美少女だった。

　うわ……かわいい。なんだこの子、超かわいいぞ。

「…………いや誰だよッ!?」

「ッ!!」

　俺の叫び声で我に返った少女は、慌てて背を向け走り出す。

「あっおい！　待てッ!!」

　逃げる半裸の少女。負けじと俺も半裸で追いかける。

　この子に見覚えはないし、ボロ寮には俺たち四人しか住んでない。

　そしてここは魔法機関の敷しき地ち内でも端の端だ。そんなところのドラム缶風ぶ呂ろに突然女の子が現れるなんてどういうことだっ!?

　謎の半裸女子は旧寮の外、キャンプ地の方へと逃げていく。

　長めの髪を振り乱しながらたき火の横を通過して、機関本棟へと向かう道へ。

　思ったより足が速い！

　でも……バスタオル一枚で身体からだを隠しながら走ってたんじゃ──。

「オラァァァァ────ッ!!」

　一気に距離を詰めて、飛び掛かるっ！

「きゃあっ！」

　捕まえたああああっ！

　石畳の上で、俺は半裸女子の腕をつかんで引き倒す。

　するとその場に座り込んだ美少女が、顔を上げた。

　お、おお、やっぱりかわいい……いやそうじゃない！

「お前は誰だ！　あんなところで何をしてた！」

「えっ、ええと、その……ぐ、偶然お風ふ呂ろを見つけたからっ」

「仮に森の中で風ふ呂ろを見つけたとしても、『お、こんなところに風ふ呂ろがあるぞ。よし軽く入って行くか』とはならないだろ！」

「そ、そのくらいお風ふ呂ろが好きなのっ」

「秘湯の露ろ天てん風ぶ呂ろならまだしも、こんな僻へき地ちのドラム缶風ぶ呂ろに入りたいサイコ女子なんてこの世界に存在しないっ！」

　わけのわからない事を言う超絶美少女に、俺は真実を突きつける。

　黙り込む美少女。

　一体、この子は何者なんだ？

「って……あれ？」

　ちょっと待てよ。

　この顔、いつかどこかで見たことがあるような……。

　でも髪型も違うし身長だって違う。だからそんなはずない。ないんだけど。

「────ひかり？」

「ッ!!」

　思わず口を突いて出たその言葉に、完璧美少女はビックリして小さく体を跳ねさせた。

　顔を隠すようにうつむいて、もう一度ゆっくりとその顔を上げる。

「……ついに、見つかっちゃったね」

　そう言って、観念したかのような笑みを浮かべてみせたのは──。

「────ボクだよ」

　さっきまで一緒にたき火を囲んでいた、風花ひかりだった。

「い、いや、ちょっと待て。どういうことだ？」

「これが、本当のボクなんだよ」

　そう言ってもう一度顔を下げて、再び上げるとそこにはさっきの美少女が。

　なんだこれ？　ひかりが超絶美少女になったぞ。

　思わず顔を凝視する。

「い、いやでも。ひかりは男で……え？　ええっ？」

「風花ひかりの魔法は────変身」

「ひかりの魔法？　待って待って。ということは、あのカッコつけ少年のひかりは魔法で変身した姿で、実は女の子だったってこと？」

「カッコつけ少年はひどいけど、そういうことかな」

「マジかよ……なんだそれ。そんなこと急に言われても全然理解が追い付かないんだけど。だって……あのひかりだぞ？」

　今日まで何百回も『風花ひかりにおまかせさ！』を見せられてきた、あのまあまあイタいひかり。

　それがこんな最強黒髪美少女だったなんて、そんなの信じられるかよ。

　確かに俺の中ではもともと美少年の印象だから、かわいらしく感じてるところはある。

　それでも、これまで男だと思ってやってきたやつが実は女の子だったって言われて、「はいそうですか」って今さら受け入れられるわけがない。

　あらためて、俺はひかりに目を向ける。

　すると恥ずかしそうにバスタオルの裾をギュッとつかんだひかりの耳が、赤くなった。

　いつもより華きや奢しやに見えるその身体からだ。

　濡ぬれた黒髪の掛かった肌はすべすべで、すごく……きれいだ。

「あ、あの、千隼くん」

「……え？」

「そんなに……見つめないで」

　絡からめた指先を迷わせながら、ひかりは。

「…………はずかしいよ」

　消え入りそうな声でそう言った。

　か、かわいい……!!

　いやいやいや！　冷静になれ！　だからこれはあのひかりなんだよ！

　そう自分に言い聞かせて深呼吸。

　よし、これで大丈夫。もう一度ひかりの方をのぞき見る。

　────目が、合った。

　するとひかりは恥ずかしそうに視線をそらして、またうかがうようにチラッと俺を見る。

　あああああっ！　なんだよそれ、めちゃくちゃかわいいじゃねえかッ!!

　こんなにかわいいのに、なんで男装なんかしてたんだッ!!

　…………いや、そうだよ。なんでだよ。

「なあ、そもそもひかりはどうして男装なんてしてたんだ？」

　俺たちはもう出会って数年になる。

　ということは、その間ずっとやってたってことだよな？

　一体なんのために。戸惑いながら、俺は問う。

「……昔ね、こんなことがあったんだよ」

　するとひかりは、穏やかな口調で語り出した。

「やっぱり風花って魔法で知られてるから、早く魔法を覚えた子たちに意地悪されたり、追いかけ回されたりしてね、すごく怖い思いをしてたの」

　なるほど、風花家らしい話だ。

「そしたらね、そこに颯さつ爽そうと現れた男の子が、悪い子たちを追い払ってくれたんだよ」

　ひかりはそう言って、真っすぐに俺を見た。

「それからクルっと華麗に一回転して、『君は、俺が守る』って」

「……お、おう」

「その後片ヒザを突いて、手を差し伸べながら『俺は、君だけのヒーローだ』って」

「だいぶ恥ずかしいこと言ってんなそいつ」

「ううん、そんなことないよ」

　そっと首を振ったひかりは、柔らかくほほ笑んで見せた。




「…………すっごく、カッコよかったよ」




　まるで昨日のことのように、うれしそうに。

「あの時の……ちは」

　そして突然、口元を押さえる。

「へへ。その時からずっと、憧れてたの」

　それから、何かをごまかすように笑ってみせた。

「それでね、その時に決めたの。いつか、いつか絶対その子に『カッコいい』って言ってもらえるようになろうって！」

「……そうだったのか」

　ひかりは、そんな目標を持ってたんだな。

「なあ、ひかり」

　まぶしい笑みを浮かべたままのひかりを、俺は正面から見据える。

「それって、もしかして……」

「ちはや……くん？　まさかさっきの、聞こえちゃって──」

「────男装いらなくない？」

「はい？」

「いや、男装はしなくていいだろ。カッコいい女子機関員でいいんだから」

「ダメだよ！　あの時のちは……あの子みたいになりたいんだから！」

「いやいや、そのままでもカッコよくなれるって」

「だってあの時のあの子は本当にカッコよかったんだよ！　だから決めたの！　いつか絶対こんな風にカッコよく誰かを助けられる人になろう。そう、『この人になるんだ』って！」

「だとしても、性別まで合わせる必要はないんだよ」

　まったく、どうしてそんな思考になるんだ。

「……ていうか、魔法名家の風花がそんなの許してくれたのか？」

　そうたずねると、ひかりは苦笑いを浮かべた。

「そうだね、うちは代々『風』の魔法が得意な家系なんだ。それで『ひかりはアストラ確実』なんて周りに言われて、お祖じ父いちゃんもすっかりその気になっちゃってね。でも、もう後には引けなくて」

「それでどうなったんだ？　そんなの大問題だろ」

「うん。でも大丈夫だよ」

　そう言ってひかりは「まかせて」と、ほほ笑んだ。

　そうか、一応家族には理解を得られているのか。本当に良かった。

「家を追い出されただけで済んだから」

「それは大丈夫じゃない」

　ほぼ最悪と言っていい形だろ。

　でもなるほど。風花家の期待の星だった娘さんは、そいつとの出会いでヤバいヤツになってしまったと。

　そして男装を始めたせいで家から勘当された。

　仕送りをしてもらえないのも、実家の意向に違いない。

「でもひかりは名門家で才能が認められてるくらいなんだから、風の魔法はかなりのものなんだろ？　それなら今からでも──」

「使えないよ」

　ひかりは首を振る。

「ということは、変身の方が飛び抜けてるのか？」

　これにも首を振る。

「変身はいつでもどこでも使えるけど、その相手の顔をいろんな角度から見て何百回、何千回と練習しないといけないの。見ないでも完璧に思い出せるくらいじゃないとダメなんだ。だから現状でいつでも間違いなく変身できるのは、ひかり君だけだよ」

　そう言ってひかりはまた、ひかり君に変身してみせた。

　こうやって見ると、顔つきが少しだけ凜り々りしくなってる。

　あと髪が短くなって、身長も十センチくらい伸びてるんだな。胸もない。

「変身に集中してたから、風の魔法は練習してこなかったってこと？」

「うん」

「……もう一度確認するぞ。風の魔法の才能はアストラ級なんだよな？」

「一応、そう言われてはいるけど」

「でも使える魔法は変身で、なれるのはひかり君だけなんだよな？」

「うん」

「よし今からでも遅くない！　すぐ実家に戻って男装を解除しろ！」

「そんなのいやだよ！　ボクはこのスタイルで行くって言って家を追い出されちゃったんだから、今さら戻れないの！」

「寮を追い出されて金がないって、ちゃんと説明すればいい」

「お金が無くなって食べられなくなったなんて言ったらもう、ひかり君はおしまいだよ！」

「それはその方がいいだろ」

「イヤだよ！　ボクは本気であの時の……あの子みたいになりたいんだよ！　ひかり君として皆をカッコよく助けたいの！」

「だからもったいないにもほどがあるんだって！　だいたいこんなの、ひかり君の名前が広まれば広まるほど、ひどい黒歴史になるんだぞ！」

「…………」

　言われてひかりは、突然無言になった。

　そう。ひかり君として名前を挙げても、黒歴史にしかならない。

　だって得意なはずの風の魔法が使えない男装女子が、あのポーズで登場するんだから。

　理解して、くれたか？

「……なんで？」

「これは思ったより重症だ……っ！」

　ヤバい、なんか吐きそうになってきた。

　なんてことだ。三人の中では一番常識人だと思っていたひかりが、まさか一番ヤバいポテンシャルを秘めていらっしゃられたとは……。

　本来ならアストラの超絶美少女魔術士として名を馳はせていたかもしれないのに、それがどうして旧寮の残念男装女子なんかに……っ。

「まったく、どこのどいつなんだよ。ひかりをこんなにしたバカ野郎は！」

「……誰、なのかなぁ」

「そいつはこのことを知ってるのか？」

　そう聞くとひかりはじっと俺を見つめて、小さくため息をつく。

「なんだよ」

「残念だけど……憶おぼえてないみたい」

「なんだよふざけやがって！　本来ならアストラだったひかりをこんなボロ寮住まいにさせてるんだぞ、ちゃんとそいつに責任を取らせろ！」

「あはは、そうだね。千隼くんはそれでもいいの？」

「当然だろ！　そいつの責任は重い！　俺もひかりに味方してやるぞ！」

「そっか。それじゃその人に認めてもらえたら、『責任取ってね』って言ってみようかな」

「そうしろ。俺もそいつが逃げられないよう、魔剣を首筋に突き付けててやるからな」

「うんっ」

　なんでだか楽しそうにうなずいて、ひかりは笑う。

「よし、とりあえずもう一度風ふ呂ろに入って来い。冷えたままだと風邪ひくからな」

「うん、そうするよ」

「あーあ、それにしたってもったいないなぁ。アストラ並みの才能が……」

「あはは、そんなことないよ」

　旧寮へと戻る道すがら。俺はガックリと肩を落としていた。

「しかもあんなに────かわいいのに」

「……えっ？」

　突然、ひかりの変身が解けた。

　そして美少女モードのひかりは、なぜか顔を赤くしながらもじもじし始める。

「あ、あの千隼くん。それって……どういう……」

「ちょっと待て。なんの音だ？」

　ドタバタと、乱暴な音が近づいてくるのが聞こえる。

「マリーたちが気付いて降りてきたな。こんな姿だし、このままだといろいろ面倒な説明をしないといけなくなりそうだ。ここは一度ひかり君に戻ってくれ」

「えっ、あ、うん」

「……どうしたんだよ、早く戻ってくれよ」

「ええと……この魔法はね、ドキドキしたり感情が揺れ動いたりすると発動しないの」

「そんな弱点があったのか」

「だって千隼くんが、か、かわいいとか言うからっ」

「とにかく早く頼む。なんか足音の勢いにイヤな予感がするんだ」

「ふ、ふううー！　……やっぱりできないよ！　まずさっきの言葉の意味を説明して！」

「さっきの言葉ってどれだよ!?　ああもう仕方ない、ここは隠れてやりすごそう！　ほらひかり、こっちだ！」

「ちょ、ちょっと待って……きゃあっ」

　ひかりが、濡ぬれた下草に足を滑らせる。

「お、おいっ！」

　そしてそのまま、俺を巻き込んで倒れた。

　ハラリと、ひかりの身体からだに巻き付いていたタオルが解ける。

　お、おおおおっ！　ひかっ、ちょっ、見えっ!!

　大きくもなく、小さくもない。

　慌てて胸元を抑えるひかりは……女の子だ。間違いない。

　俺もとっさに視線を外す。

　するとそこにちょうど、駆け付けて来たマリーたちの姿が。

「騒ぎ声がしたから見に来てみれば……おい千隼。これはどういうことだ？」

　マリーはなぜかほおを引きつらせ、顔を真っ赤にしていた。

「こ、このような悲惨な状況下だというのに、女子を連れ込み破廉恥行為に耽ふけるとは……なんたる、なんたることかァァァァ────ッ!!」

「いや違う！　これは違うんだ！」

「半裸で半裸の女子を押し倒しておきながら何が違うというのだ！　わたしのスケベセンサーは確かに反応している！」

「スケベセンサーですか？」

「わたしが宮中の戦いの中で身に着けた特殊能力と言ってもいいだろう。かつて貴族の男をたぶらかして宮殿に入り込み、幅を利きかせていた最低な女がいた。わたしは貴族としてそんな破廉恥女と一年間死闘を繰り広げ、そして封印されたのだッ！」

「マリーの封印は、宮殿の政敵にされたのですね」

「その時に生まれたのがこのスケベセンサーだ！　ええいマリ・ジャンヌめ、思い出すだけで腹が立つ！　わたしは不ふ埒らち者は絶対に許さない！　たとえそれが臣下であっても、セーヌ川に放り込むッ！」

「だから違うんだって！　これは偶然で、この子はひかりなんだよ！」

「言い訳をするにしたってもう少しマシなものがあるであろう！」

「本当なんだって！　ひかり早く、早く変身して証明して！　腕を取られてるんだよ！　もう三百二十度くらいひねられてるからっ！」

「それならさっきの言葉の意味を教えて！　ドキドキして全然魔法がかからないの！」

「覚悟するがいい千隼ッ！　マリー・アントワネットの臣下たる者に、このような破廉恥なマネは許さない────ッ!!」

[image: ]

「おい！　そのナタをどうする気だッ!?　お願いひかり早く！　殺される！　このままだと殺されるからああああッ!!」




　────いやぁ、あぶなかった。

　危うく今日が命日になるかと思ったけど、ギリギリのところでひかりの魔法が発動。

　俺は偶然この場に居合わせただけで、ひかりの正体に驚いていたところだったんだと説明することに成功した。

　そのおかげで無事、腕の関節がおかしくなるだけで済んだよ。





◆






「あっ、千隼のもやしが一本多いぞ！　すぐにそれを返上せよ！」

「まず、話がもやし一本単位になってしまったことに憤いきどおれよ」

　もしくは、もう何日も焼きもやしが続いてることに文句を言え。

　マリーのワガママの方向性も、いよいよおかしくなってきたな……。

「ていうか、なんでマリーが焼く側に回ってんだ」

「フフフ。焼く側に回れば、もやしの流通は我がものとなるからな」

「やっぱり悪徳貴族なんじゃねえか」

「悪徳ではない！」

　鉄板の端にヘラを置き、少なすぎる朝食を終えたマリーは旧寮へと戻って行く。

「ほらクルル起きろ、朝飯だぞ」

　野生を捨てた猫みたいな体勢で二度寝していたクルルにそう告げると、ガバッと身体からだを起こす。そして自分の前に置かれたもやしに視線を向ける。

「……千隼さん。いくら朝食とはいえ、もやし五本はさすがに正気の沙汰ではないですよ。私には何もかも足りません。もうパンの耳はもらってこれないのですか？」

　食いしん坊クルルの目はもう、完全に虚うつろだ。

「難しいな。あの店は客ならパン耳が無料っていうシステムなんだよ。でも買えないからウィンドウに張り付いてよだれを垂らしてたら、店主に叩たたき返された。次行くなら戦う覚悟が必要になる」

「……さすがにそれは営業妨害だよ」

　ひかりはそう言って苦笑する。

　風花ひかり、実は超絶美少女だった事件からさらに数日。

　困窮具合は、いよいよ限界を迎えていた。

「おなか、減りました」

「ああ、俺もだ……っ！」

　俺のもやしを狙ったクルルのフォークを、フォークで受け止める。

　するともやし強奪を阻はばまれたクルルは、いつも通りもう一撃……繰り出すことなく、そのまま力なく横になった。

「朝食の直後に『おなかが減った』と言う日が来るなんて、思いもしなかったですよ」

　本当だよ。

　マリーやひかりに比べて、俺とクルルは完全にこの状況に苦しんでる。

「……もう、パン屋を襲撃するしかない」

「ええっ!?」

「価格がゼロなら、襲撃して奪い取ってもギリギリ罪には問われまい」

「それは罪に問われるんじゃないかなぁ……」

　ひかりは怪け訝げんそうな顔をする。

「いや、もう限界だ。アーティファクト探しの前にちょっと行ってくる」

　そう言って立ち上がった足がフラつく。

　ヤバい。これはいよいよだ。

「……千隼くん、何やってるの？」

「悲壮感を出すために顔に土を塗って、髪をボサボサにするんだよ。ついでに制服も着崩せば、かわいそうだから分けてあげようってなるかもしれん」

「えぇ……」

「ダメですよ、千隼さん」

　明らかに引いてるひかり。

　その隣で伏せっているクルルがつぶやいた。

「なんだよクルル、お前も文句があるのか？」

「はい。そういうことなら……裸足はだしでないと」

「なるほど、さすがクルルだ。それならみすぼらしさが一気に跳ね上がる」

「うわぁ……」

　引きまくるひかりに、脱いだ靴を任せる。

「よし、行ってくる」

　そして俺は、フラつく身体からだにムチを打って歩き出した。

　やがて見えて来た店のショーウィンドウ。

　思わず、駆け足になる。

「寄こせ……パン耳を…………寄越しやがれええええ！」

　行くぞ！　このままパン屋へ特攻だ！

　すると裸足はだしで爆走する俺を見つけた店主が、その目を見開いた。

「ま、またアイツが来やがった！　なんだあのみすぼらしい格好は!?　……く、来るな。来るなぁぁぁぁー!!」





◆






「ちくしょう……パン屋のヤツめ……」

「千隼さん、大丈夫ですか？」

「なんとか。まさかトングでつかみ掛かってくるとは」

　遅れてやって来たマリーたちと合流した俺は、肩を落とす。

　完全な返り討ちだ。

「パン屋……か」

「なんだよマリー。パン屋がどうかしたのか？」

「また、クロワッサンが食べたいと思ってな。あれはまさに至高の一品だった」

「クロワッサン？」

「ふふ、千隼が知らぬのも無理はない。あれは選ばれし者が口にする高貴なパンだからな。朝食にコーヒーと共に食べるクロワッサンは……特別なのだ」

「いや、クロワッサンとかマリーの時代にあったのかよ」

「バカにするな！　あるに決まっているだろう！　…………む？」

　パン屋近くの公園に入ったところで、突然マリーが足を止めた。

「お、おい千隼っ。あれを見ろ」

　そう言って指さした先には、なんてことないおばさんが一人。

　一体なんだって言うんだ？

「パン耳をちぎって鳩はとにまいている……さぞ高名な貴族に違いない」

「暇な庶民のおばちゃんですよ」

「そ、そうなのか？　今時の庶民はパン耳を鳩はとの餌にするというのか……っ」

　衝撃を受けるマリー。

　おばさんの手には、パン耳の詰まったビニール袋が。

　……ちょっと待てよ。

「あのおばさんに、パン耳を分けてもらえねえかな」

「待つのだ千隼。そんなことできるわけがないだろう」

「なんでだよ。鳩はとがもらえるんだから俺たちだってもらえるだろ」

「そういうことではない」

「それなら何がダメなんだよ」

「そんな恥ずかしいマネはできないと言っているのだ」

「ボクもパン屋さんから直接もらうのならいいけど、一度鳩はとにあげ始めちゃったらさすがに厳しいかな。ひかり君のイメージ的にも、ちょっと……」

「言っておくけどな、死活問題なんだぞこれは」

「いいや、ダメだ」

「俺は腹が減ってるんだよ」

「それはボクも同じだよ」

「それならマリーがあのおばさんに爵位をあげればいい。そうすれば貴族に分けてもらう形になるから恥ずかしくないだろ」

「馬鹿を言うな！　パン耳をもらうために爵位を与える王家がどこにある！」

「今ここに爆誕するんだよ！」

「ダメだ！」

「なんでだよ！　相手は伯爵になるんだぞ！」

「ダメなものはダメなのだーっ！」

　くっ、全然譲らねえな。

　しかしそんなご令嬢の腹が────ぐう。と鳴った。

「ッ!!」

　慌てて視線をそらすマリー。

　……そうだよ、考えてみればマリーだって腹は減ってるはずなんだ。

　これはチャンスだぞ。俺はその耳元にささやきかける。

「この提案に乗れば、パン耳が食えるぞ？　そうだ、もらったらすぐ旧寮に帰ってこんがりと焼こう。そしたらマリーも、思う存分ほお張るといい」

「…………ダ、ダメだ」

「ほーら、焼いたパン耳のサクサク感が口の中一杯に広がって……鼻に香りが抜けていくだろう……？」

「…………ごくり」

「ダメだよマリー！　そんなことしたらハプスブルクの名が泣くよ！」

「ハッ！　あ、危なかった」

　チッ、ひかりのヤツ余計なことを。

「そ、そうだ。ひかりの言う通りだ。そんなのありえない」

「よかった、マリーが正気に戻ってくれて……」

「ああ、助かったぞひかり。さすがに伯爵はやり過ぎだ。男爵辺りにしておこう」

「ええッ!?　どうして爵位をあげる感じになってるの!?　しっかりしてよマリー！」

　ひかりが慌てて肩を揺さぶると、マリーは困惑しながら──。

「……な、なんだ？　わたしは、わたしは一体何を言っているんだ？」

「おかしくなり始めてたよ！」

「さあマリー！　爵位をやれ！　そしてパン耳を分けてもらうんだ！」

「ふざけるな！　わたしはたとえ空腹に倒れても誇りは捨てぬ！」

「そうだよ！　ボクたちはそんな恥ずかしいことできないの！」

「それなら言え！　『パンがなければ見知らぬおばさんに頭を下げて、耳を分けてもらえばいいじゃない』って俺に言え！」

「世界最高の貴族であるわたしが、見知らぬ庶民に施しを求める命令を出すはずがないだろう！」

「そういうことなら、鳩はとのフリしてしれっとついばめばいいのでは？」

「「「…………」」」

　クルルのとんでもない提案に、全員が言葉を失う。

「まったく……本当にお前っていうヤツは──」

　俺は思わず大きなため息をつく。

「────天才かよ」

「くるっぽー」

「え!?　ちょ、ちょっと！　二人ともどうしちゃったのさ!?　そんなのムリに決まってるでしょう！　ていうか二人とも目が変だよ！　なんか血走ってるし、全然まばたきをしてない！　って、千隼くん!?」

「やめろ千隼恥ずかしい！　首を前後に振りながら歩くんじゃない！」

　さっそく鳩はとマネをしながら輪に割って入ろうとする俺とクルルを、ひかりとマリーが引き留める。

「ああもうなんだよ！　それならどうすりゃいいんだよ！」

「パンの耳など諦めればいい！」

「冗談じゃねえ！　俺は意地でもパン耳を食うぞ！」

「鳩はとです！　鳩はとになるですよ！」

「やめろ！」「やめて！」

　動き出そうとする俺たちを、羽交い絞めにするマリーたち。

「放せええええ！」「放すですよぉぉぉぉっ！」




「あ、あのぉ……」




　もみ合いの中。呼ばれて俺は振り返る。

「ひっ」

　すると鳩はとにパン耳をあげていたおばさんが、俺の目を見て小さく悲鳴を上げた。

「……なんですか？」

「こ、これ……差し上げます」

　おばさんは明らかに怯おびえた表情で俺たちを見た後、パン耳の入ったビニール袋を押し付けてきた。そしてそのままダッシュで立ち去って行く。

「……もう完全に不審者を見る目だったよ」

「なんという屈辱か……」

　肩を落とすひかりとマリー。

　でも今はそれどころじゃない。

　俺は、大きく一つ息をつく。

　抱えたビニール袋に手を突っ込んで、さっそく中身を一つかみ。

「来た、来たぞ。久しぶりの……ごちそうだーッ!!」

「やめろ千隼！　それを食べたら終わりだぞ！」

「食べなくても終わりなんだよ！　命的な意味で！」

「それを私に……寄こすですよォォォォッ！」

「クルルーッ！　お前はいつもそうやってえ!!」

　マリーが、クルルが、同時に俺のパン耳袋をつかむ。

「何しやがる！　その手を放せ！」

「断る！」

「いいから寄こすですよ！」

「ちょっとみんな落ち着いてよ！」

　始まるパン耳袋の引っ張り合い。全員の手にドンドン力がこもっていく。

　ああもう！　本当に誰も譲らねえなあ！

「なんだよこの放ほう蕩とう姫が！　食わなきゃ死ぬんだぞ！」

「こんな食べ方をするくらいなら潔いさぎよく死ぬ方がマシだ！」

「クルルもだ！　お前は一人で食いすぎなんだよッ！」

「────サモン」

「ゴーレムはダメええええッ!!」

　クルルを止めようと、ひかりが飛び掛かる。

　なんだよこれ！　もう揉もみくちゃじゃねえかッ！

「放しやがれ！　このボケどもがああああっ!!」

「……お、おい千隼。なんだこれは？」

「ん？　な、なんだ？」

「鳩はとが！　鳩はとがパン耳に殺到して来てるですよ！」

　見れば袋の口から、パン耳がポロポロこぼれ出してる！

「う、うわ……っ」

　俺たちを取り囲む無数の鳩はとが、一斉に襲い掛かって来て────ッ!!

「「「「うわあああああああああ────ッ!!」」」」

　パン耳が、パン耳が、鳩はとたちにィィィィッ！

「や、やめろ！　やめろ！　俺のパン耳を食うなああああ────ッ!!」

　必死に手を振り払う。しかし鳩はとたちは止まらない。

　わずか数十秒で、パン耳は容赦なく食い尽くされた。一かけらも残さずに。

「…………なんだよ、これ」

　全身羽まみれの俺たちの目前を、ズタボロになったビニール袋が転がって行く。

「千隼よ、これでよかったのだ」

「お前なあ、何誇らしげにしてやがんだ！」

「鳩はとの餌を貪るくらいならなくなった方がマシだ！　これでハプスブルクの誇りは守られたぞ！　わはははは！　わはははははは！」

　う、うぜええええっ！

「せっかくの食料を、どうしてくれんだよ」

「わははは……はは……」

「おいマリー。聞いてんのかマリー！　……マリー？」

「…………」

「なんだよ、急に黙ってどうしたんだよ!?」

　無言のマリー。その顔をのぞき込む。

「…………き、気絶してる」

　そんなマリーの視線の先には、一羽わの鳩はと。

　突っついているのは、クロワッサンだ。

「特別だと思ってたクロワッサンを……鳩はとに食べられたからか……？」

「ぜ、絶対に貴族がしちゃいけない顔をしてるよ……」

　確かに、これはヒドい……。

「こうなったらもう、仕方がねえ」

「もしかして、何か作戦があるの？」

「ああ」

「さすが千隼くん！　どうするの？」

「パン屋を、襲撃する」

「また!?　それはもうやめて！」

「千隼さん、私も行くですよ」

　鳩はとに頭を突かれていたクルルが、亡もう者じやのように立ち上がる。

「二人とも、ちょっと待って！」

「相手の武器はトング一本、二人がかりで行けば楽勝だ」

　俺たちはうなずき合い、そして走り出す。

「わー！　起きてマリー！　一緒に千隼くんたちを止めて！　お願いだから！」

　マリーの肩をガックンガックン揺するひかり。

　だがもう遅い！　俺たちは止まらねえ────ッ!!

「「ヒィィィィヤァァァァァァァァッ!!」」

「そんなのもう山賊だよ！　ねえ起きて！　目を覚ましてよマリィィィィッ!!」





◆






「ちくしょう！　パン屋のヤツ、まさか二刀流だったとは……っ！」

「勝てると思った瞬間、見えない角度から二本目のトングが出て来たですよ……」

　トングでつかまれまくって、全身に波型のあざを作った俺とクルルは肩を落とす。

　戦果なし、完敗だ。

「だから二人共さ、もうパン屋さん襲撃とかはやめておこうよ」

　ひかりは、たしなめるような言い方をする。

「せめてゴーレムか変身魔法がもう少し使えるものだったら、こんな風になってなかったんだろうけどな……」

「まったくだ」

　ようやく目を覚ましたマリーがうなずくと、クルルの動きが止まり、ひかりもあからさまに目をそらす。

「……そう言うなら、今度はマリーと千隼さんの力を見せてくださいよ」

「……そうだよ」

　不満そうな顔をするクルルとひかり。こいつらはもうダメだ。

　俺も空腹で足がフラつき出してるし、正直ヤバイ。

「ああ、やってやる。俺たちにはもう後がないんだ。なんとしても今日アーティファクトを回収する！　たとえ相手がどんな強敵だったとしてもな！」

「もちろんだ！　我が獅し子し奮ふん迅じんの活躍に刮かつ目もくするがいい！」





◆






「……なんだかここ、おかしくないか？」

　石造りの古い建物が並んだ住宅街に入ったところで、俺はフラつく足を止めた。

「まだ昼前で天気もいいっていうのに、どうしてこんなに静かなんだ？」

「ふむ、やけに静かだし……なんだか石像が多いな。彫刻家でも住んでいるのか？」

　そこかしこに置かれた謎の石像に、マリーも首をかしげる。

　すると通りの一角から、一人の男が飛び出してきた。

　ちょうどいい、あの人に聞いてみるか。

「あのー、すみませ──」

　俺が声をかけようとすると、こっちに気づいた男は必死の形相で──。

「た、助けてくれッ！　今そこにメデューサが」

　そのまま俺たちの目前で石になった。

　手にしていた短剣が落ちて、粉々に砕け散る。

「────ッ!?」

「ち、ち、千隼さん！」

「隠れろ！　とにかく一度物陰に隠れるんだッ！」

　俺たちは一目散に民家の陰に飛び込んだ。

「なななななんだあれは!?　なぜいきなり人が石になるっ!?」

「メデューサって言ってたし、石化の力のせいだろうな」

「メデューサ……あのメデューサか!?」

「ああ。アーティファクトの中でもかなりの危険人物というか神というか。何より恐ろしいのは、見た者を石に変えるっていう目だ」

「み、見られただけで石になるのか？　とんでもないヤツだな……」

「これはマズいぞ。これまでのアーティファクトとは危険度が違う。どう考えても俺たちには荷が重い」

「でも千隼くん、このままにしたら……」

「ああ、被害は広がるだろうな。そして俺たちにはもう後がない」

　何せグリフォンからまた数日ほど空いてるんだ。

　これを逃したら、次が見つかるのは何日後になるか分からない。

　そうなれば当然──。

「……やるしか、なさそうだな」

「うん」「やりましょう」

　ひかりとクルルが大きくうなずく。

「おい、どうしたんだよマリー。急に無口になって」

　一方マリーは一人、その肩を震わせていた。

「よ、ようやく二百五十年もの封印から目覚めることができたというのに、石化など冗談ではないぞ……」

　そうか。マリーにしてみれば目が覚めたのはつい最近だもんな。

「大丈夫だよ。メデューサはボクたちが封印に動いてることを知らないからね。人数も四対一だし、うまくやればすぐに勝負がつくはず」

「……では、誰が先頭になるのだ？」

「「「…………」」」

　先頭は盾というか、おとりに近い形なんだよなぁ。

　しかも相手に見られただけで即終わりだし、さすがに怖すぎる。

「……千隼よ、なんでも世界にはアイギスという素晴らしい盾があるらしい」

「ああ知ってるけど。それがなんだ？　何かの作戦か？」

　マリーは、俺の肩にそっと手を乗せた。

「千隼が、わたしのアイギスだ」

「黙れ」

「はい、千隼さんが私のアイギスですよ」

「黙れって言ってんだろ」

　即座に乗っかって来たクルルの口を、強めにつまんで黙らせる。

　そんな中でもひかりは、一人だけ俺に「盾になれ」とは言わない。

　なんだかんだ言っても、やっぱりひかりは真っ当ないいヤツだな。

「……ひかり」

「がんばろうね」

「ああ。ひかりが……俺だけのアイギスだ」

「千隼くんは鬼か何かなの!?　この流れでよくそういうことが言えるね！」

「でも、これだけの実害を出してる大物ですから、封印の先陣を切ったなんてことになればヒーロー扱い間違いなしですね」

　……いやクルル、いくらなんでも今回ばかりは──。

「ボクについてきて」

　本当に、どうしてひかりはこんな風になってしまったんだ。

　相手はかつてない強敵。

　封印管を分配した俺たちは、足音に注意しながらメデューサ探索を開始する。

　並びはひかり、俺、マリー、クルルの順だ。

「な、なあ千隼、やっぱり今回はやめておかないか？」

　俺の制服の裾をつかんだマリーは、おっかなびっくり足を進める。

「言っただろ、俺たちには後がないんだ。下手な動きさえしなければこっちの方が有利なんだから、そんなにビビるなって」

　そう言ってマリーを諭すと────バサッ！

　真っ白な何かが音を立てて道の先を横切って行った。

「ひああああああああっ!?」

「バカ！　声を出すなッ！」

　慌ててマリーの口を押え、建物の隙間に引きずり込む。

　間違いない！　今のは確かにメデューサだ！　無数の蛇で出来た髪がチラッと見えたし、音を鳴らした白い何かはローブで間違いない！

「おいひかり。そっちは大丈夫だったか？　……ひかり？」

　ウ、ウソだろ。

　硬直したままでいるひかりに駆け寄る。

「おい大丈夫か!?　ひかり！　ひかりっ！」

　身体からだが硬い、そして冷たい……。

　ダメだ、完全に石化してる。

「そ、そんな！　ウソだろ!?　返事をしてくれ！　ひかり！　ひかり！　ひかり！　ひかり…………お前これ、ポーズ取ったな」

　おいおい。マジかよこいつ。

「この一大事に、石像としてどう見えるかを意識してポーズを取ったなあ！」

「さすがひかりさんですね……」

「こら、聞いてんのか」

　ここぞとばかりに決めたポーズも、あんまりカッコよくない。

「まったくよぉ……」

　呆あきれながらひかり像の頭をコンコンと叩たたく。すると────バサッ。

「ぬああああああああッ!!」

「マリー！　だから声を出すなって！」

　でもこれはさっきと同じ、ローブを引きずる音だッ!!

「どどど退けっ！　そこを退くのだっ！」「退くのはマリーですよ！」

「逃げるならせめて方向をそろえろ！」

　何度かぶつかり合った後、クルルと一緒に逃げ出していくマリー。

　その肩が、ひかり像にぶつかった。

「お、おい待てマリーッ！　ひかりが倒れるッ！」

　おいおいおい！　割れたら大惨事だぞ！　お、おおおおおおお────ッ!!

　傾いていくひかり像に、俺は全力で飛び込んで────!!

「…………あ、あ、あぶねえ……っ」

　地面スレスレで、どうにかひかり像を抱きかかえることに成功した。

　あのバカどもがぁぁぁぁッ！

　逃げた二人の後を追いかける。

　すると見えたのは、路地の陰に座るクルルの姿。

「おいお前ら！　危うくひかりバラバラ事件になるところだぞ！」

「ち、千隼……」

　マリーは、蒼そう然ぜんとしていた。

　その視線の先には、石化したクルルの足。

「おっ、おい！　大丈夫か!?」

　石化は足の一部だけ。いや……足先からドンドン進行していってる。

　身体からだの一部を見られた場合も、そこから全身に広がっていくのか。

「……どうやらもう、ダメそうですね」

「何言ってんだ！　あきらめんな！」

　しかしクルルは自分の運命を悟ったのか、ぽつりとつぶやく。

「千隼さん、お願いがあるですよ」

　小さな身体からだは容赦なく石化していく。

　そしてそれを止める術などなく、悲しむ時間さえない。

「なんだ!?　なんでも言え！」

　だからせめて、クルルの言葉にしっかりと耳を傾けるんだ！

「私が、私がこのまま石になったら……」

「なんだ!?　どうして欲しいんだ!?　言え、なんだって聞いてやる！」

「────石材としての強度を確認してください」

「……は？」

「それでもし、ゴーレムに使えそうなら──」

　そう言い残して、クルルは石像と化した。

「……ゴーレムに使えそうならなんだよ、おい」

　なんだよ、どいつもこいつも。

　どうしてこの状況で「私の石材としての価値はどうなんだろう？」っていう思考になるんだよ。

「見ろ。あっという間に有利でもなんでもなくなったぞ」

「ちはやぁ」

　マリーはまた、俺の制服の裾をつかんで来る。

「わ、わたしのそばにいろ。どこにも行ってはならぬぞ」

　不運もあったとはいえ、残りはもう俺たち二人だけで────ガサッ！

「にああああああああッ!!　も、もういやだ！　もういやだああああッ!!」

「おい！　危ないからしがみつくなっ！　今の音は猫だ、なんでもない！」

「いやだいやだもういやだああああ────ッ!!」

「なっ!?　お、おいマリー！　あれを見ろ！」

　俺の指さす先には、白のローブにヘビの頭。

　間違いない、メデューサだ！

「知らぬ知らぬ！　わたしにはもう何も見えない聞こえないッ！」

　マリーは叫んでブンブンと首を振る。

　ああもう、こうなったらしかたない！

　俺は背中にしがみついたままのマリー引きずって、徘はい徊かいするメデューサの後を追いかける。

「向こうはまだ気づいてない。これは千載一遇のチャンスだ」

　石化は見られた部分に発症する。よって全身を見られたら即終わり。

　運良く身体からだの一部だったとしても、結局そこから全て石化する。

　一発で、封印するしかない。

「俺が勝負をかけるから、マリーはここで待ってろ」

　マリーの腕を解くと、俺はゆっくりとメデューサに向けて歩き出す。

　────すると。

「……マリー？」

　引かれる制服。

「なんだ？　どうした？」

　振り返るとマリーは、静かに首を振った。

「…………わたしも行く」

「は？」

「わたしも行くと言ったのだ」

「ムリするなって。震えてんじゃねえか」

「……ひかりとクルルを、石にさせてしまった」

　そう言ってマリーは、俺の制服の裾を悔しそうに強く握る。

「マリー、お前」

　……なんだよ。お前にもそんな熱い一面があったのか。

　俺は、勘違いしてたのかもしれない。

「このままでは……このままでは……っ」

　マリー・アントワネットは、ただの高慢貴族なんかじゃなく──。

「わたしのプライドが許さない」

「恐怖をプライドの高さで克服するんじゃない！」

「千隼……わたしはやるぞ。メデューサも二人の全身を同時に見ることはできまい。一人が石化されたとしても、その隙に残った方が封印すればよい！」

　あ、ダメだこれ。

　出会った時と同じ、譲らない目だ。

「……分かった。それならここを出たらすぐ左右に分かれて挟み込む形で行こう。何があっても絶対に止まらず封印する、作戦はこれだけだ」

「いいだろう」

　二人、位置取りを確認。

　覚悟を決めるようにマリーは大きく息を吸う。

　勝負は一発。しくじれば終わりだ。

　メデューサが広い通りに差し掛かった瞬間、俺はカウントダウンを開始する。

「行くぞ。三、二、一……ゴー！」

　飛び出して気づく。

　メデューサの前方には古い商店のガラス戸。

　そこに、走り出す俺たちの姿が思いっ切り映ってる！

　気づいたメデューサが振り返る。

　そして、聞こえていた足音がなくなった。

　────マリーが石になった！

「ッ!!」

　マズい！　俺の左腕も石にッ!?　メデューサの視界に入ってたのか！

　でも今はそれどころじゃない！　もう石化の範囲が広がって来てる！

　さらにメデューサの顔が、俺の方に向けられて……っ。

「それなら……こいつでどうだァァァァ────ッ!!」

　石になった手をそのまま顔面に叩き込む！

　メデューサは吹っ飛び卒倒。

「このまま封印だっ！」

　だがメデューサも、頭をふらつかせながら身体からだを起こす。

　マズいッ！　この位置だと全身を見られる。

　タイミングは……五分五分かッ！

「勝負だああああ────ッ!!」

　俺は封印管をメデューサの胸元に突き付ける──!!

　メデューサの目が見開かれるのと、封印管の発動はほとんど同時。

　全身が、一気に硬直していく。

　マズい！　石化がめちゃくちゃ早い!!

　身動きが……取れなく……なる……その瞬間。

　メデューサは、封印管に吸い込まれて消えた。

　…………封印、成功だ。

「や、やった。やったぞ！」

　思わずもれる声。

　いや待て！　石化は、石化はどうなってる!?　これが治らなければ意味がない！

　慌てて全身を動かしてみる。

　石化は……治ってる。治ってる！

「千隼くん！　メデューサを捕まえたの!?」

「ああ、なんとか」

　安あん堵どの息をつく俺のところに、駆け寄って来るひかりたち。

「メデューサ……封印だああああッ!!」

　俺はメデューサを封じた封印管を高く掲げる。

「すごいです！　千隼さん！」

「よくやったな千隼！　最後に見えた背中は、最高にカッコよかったぞ！」

「やったね千隼くん！」

　ひかりはそう言って両手でハイタッチを決めると、そのまま俺の手をつかんだ。

「でも……次はボクがカッコよく決める番だからね……」

「ちょっ痛い痛い！　力を抜けひかり！　ゆ、指が、指が折れるッ！」

　で、でもとにかく、これでアーティファクト回収だあっ！




「みなさん、こんにちわー」




　歓喜に沸く俺たち。

　そこに突然、軽やかな足取りで女の子がやって来た。

「アメリ様、ここにアーティファクトがあるって聞いてお出いでになられたんだけど、何か知ってるかな？」

　小さなクルルよりもさらに一回り小さい瀬せ名なアメリは、笑みを浮かべたままたずねてくる。

「それならもう、俺たちが手に入れた」

「あ、そうなんだぁ」

「そういうわけだから、アーティファクト探しなら他を当たってくれ」

　手にした封印管を見せながらそう告げると、アメリは両手をギュッと可愛く握ってみせる。

「それは良かった。手間が省けちゃうねっ」

「……手間が省ける？」

　この子は何を言ってるんだ？

　そんな俺の疑問に答えるように、アメリは小首をかしげてみせた。

「そのアーティファクト────アメリ様に献上して」

「おい千隼、なんだこの無礼な子供は」

　あまりにあっけらかんとした勝手な言い草に、マリーは早くもおかんむりだ。

「瀬名アメリ。誘惑の魔法『テンプテーション』で男を意のままに操り、一気にアストラになった天才機関員だよ」

「なるほど、道理で見た瞬間から気に入らないと思ったのだ。この女からはイヤらしい手で男をたぶらかして成り上がる、魔性のにおいがする！　我が宿敵マリ・ジャンヌと同類のにおいだ！」

「えー、ひっどーい。たぶらかしてなんかいないよー」

　顔を真っ赤にしながら憤いきどおるマリーに、アメリは全く動じない。

「……悪いな。これまでは女子児童が大好きな取り巻きたちに甘えることで、好き勝手やってこれたのかもしれない。だが、俺はそいつらとは違う。女児に貢みつぐ趣味はない！」

　俺はそうキッパリと言ってやった。

「ふん、残念だったな！　わたしの千隼はそんなイヤらしい魔法になど屈しない！　帰るがいい！　この女ギツネめ！」

　さらにマリーは真正面からアメリを指さして、そう宣言した。

　俺は臣下になった覚えはないんだけど。

「残念だけど、千隼くんにはそんなの効かないよ」

「まったくもってくだらないですよ。もう少し成長してから出直してください」

　ひかりとクルルもそれに続く。

「そういうことだ。悪いけど他を当たってくれ」

　最後に俺がそう念押しすると、アメリは──。

「ねえ千隼くん、おねがい」

　年下にもかかわらず『君付け』で俺を呼び、もう一度小首をかしげて見せた。

「何度も言わせるな。俺は女児に興味はない。アーティファクトが欲しければ、自分の力で──」

「お、ね、が、い」

「────ぜひお持ち帰りください」

「「「……は？」」」

　マリーたち三人が、同時に俺を見た。

「ハッ！　違う違う！　こいつは絶対に渡さないぞ！」

「そんなこと言わないで、ね？」

「はい、よろこんで！　ハッ！　あれぇぇぇぇッ!?」

「おい千隼！　いい加減にしろ！　お前は我が臣下なのだぞ！」

「我が臣下？　ふーん。ねえ……千隼くんはぁ、誰のものなの？」

「もちろんアメリ様のものですッ！」

「千隼ーッ！」

「ハッ！　ち、違う！　いいかげんにしろ！　これまでの男たちはその魔法で即オチしてきたんだろう！　だが俺は違う！　そう簡単にオチたりするものか────ッ!!」

「うん？　むしろ千隼くんはチョロい方だけど」

「やめて。俺はそんなんじゃない！　全然効いてないッ！」

　心頭滅却、明鏡止水。

　我が心はすでに静寂の境地なり！

「なめるなよ女子児童！　俺はお前に興味などないっ！　俺は俺だけのものだ──ッ!!」

　そう言い放つと、アメリは俺の手を握って──。

「……ちょうだい？」

「はっひぃぃぃぃ！　よろこんでぇぇぇぇっ！」

　俺はメデューサを封じた封印管を愛するアメリ様に献上する。

「千隼ーっ！　汚いぞこの女めギツネめ！」

「ええー？　何が汚いのかな？　アーティファクト回収は競争だよ？　どんな形であれ最後に手にした人の勝ち。すなわちアメリ様の勝利であらせられるの」

　アメリ様が愛らしいお姿でそう告げられると、マリーはその目を鋭く細める。

「ほう、最後に持っていた者の勝ち……なのだな」

　その言葉を発端に、アメリ様に三人が詰め寄っていく。そして。

「かかれー！」

　マリーの合図で一斉に飛び掛かる！

「えいっ」

　するとアメリ様は、足元にキャンディーような装丁のボールを投げつけた。

　一気に広がった煙が、視界を覆い尽くす。

「煙幕か！　逃げるつもりだな女めギツネめ！　こうなったらとにかく近くの者を捕まえて──そこだぁぁぁぁっ！」

　その言葉の直後、慌ただしい音がした。

　やがて、煙が晴れていく。

「捕まえたぞ！　この貧相な体、間違いない！」

「うん！　子供だね！　間違いないよ！」

「だ……誰が貧相な子供ですか────ッ！」

　マリーとひかりが捕まえていたのはクルルだった。

　そこにもう、アメリ様のお姿はない。

「それじゃーみんなご苦労様。またねー、ばいばーい」

　煽あおるようなアメリ様のお声が、どこからか聞こえてくる。

　そして、俺たちだけが残された。

「はああん。アメリさまぁ、アメリさまぁ…………ハッ!!」

　一人石畳の上で悶もだえていた俺が目を覚ますと、三人がじっと見つめていた。

「千隼」「千隼くん」「千隼さん」

　強烈な視線が突き刺さる。

　俺は悔しさをにじませた表情と共に、こぶしを強く握ると──。

「テンプテーション……なんて恐ろしい魔法なんだっ」

　次の瞬間マリーが、ひかりが、飛び掛かってきて──！

「痛たたたた！　待って待って！　待ってくれ！」

「我が臣下でありながら、女めギツネなんぞに大事なアーティファクトをーッ！」

「……かわいいって言ったのに」

「ちょっごめん！　本当にごめん！　マジで魔法の効果が半はん端ぱなかったんだよ！　おおおおいちょっと待てクルル！　さすがにゴーレムはシャレにならなぐべばッ!!」





◆






「あの女ギツネめーっ！　ああ腹が立つ！」

　マリーは足音も荒く、裏中華街を足早に突き進む。

「まったくだ……たとえ誰であっても防ぎようのない、不可避の、どうしようもなく汚い手を使いやがって──」

「おい、千隼」

「すみませんでした……」

　本当にアメリの魔法はヤバかった。一瞬で意識が消し飛んだもんなぁ。

　でも何よりヤバいのは、相手が十一歳の女の子ってことだ。

　その後の立場のなさが本当にキツい。

「もう時間も遅い……千隼、何か見つけないと本当に後がないぞ」

「……おや君たち。なんだか面白い顔ぶれだが、何かお困りかな？」

　途方に暮れ出した俺たちに、不思議な雰囲気をした老人が声をかけてきた。

「困ってますよ。このままだと飯も食べられないんですから」

　すると老人は、わずかに笑みをこぼす。

「なるほど。ならばこのまま道なりに進むといい」

　そう言い残して老人は立ち去り────不意に足を止めた。

「そうだ少年。その時君たちに必要なものは、そろっている。あとはその使いようだ」

「俺たちに必要なもの？　ていうかあなた、何者なんですか？」

「ノートルダム。しがない占い師さ。それでは若者たちよ、またどこかで」

「占い師か……うん？　占い師ノートルダム……？」

　あっ。

「お前ノストラダムスだな！」

「やべっ！」

「あっおい！　待ちやがれ！　お前思いっ切りアーティファクトじゃねーか！」

　走り出す俺。

　しかしノストラダムスは、ものすごい速さで狭い路地へと逃げ込んでいく。

「見失ったか……ダメだ、空腹でもう足がおぼつかない」

「おい千隼、もう時間もないぞ。今の男を追わなくていいのか？」

「……今から追いかけても捕まえられないだろ。せっかくもらったヒントだし、言われた通り真っすぐ行ってみよう」

　俺たちはノストラダムスの言葉通り、裏中華街の一角を真っすぐに進む。

　すると、裏路地の一角に小さな人だかりが出来ていた。

　その真ん中には、岩に刺さった一本の剣が……なんだあれは？

「あっ！　あれエクスカリバーだよっ！」

　剣を指さしたひかりが飛び上がる。

「エクスカリバー!?　マジかよ!?　まさかこんなところで超有名アーティファクトが見つかるなんて！　よし、さっそくあれを回収するぞ！」

「おいおい、まさか機関員ごときにあれが抜けると思ってやがんのか？」

　駆け出そうとする俺の前に立ちふさがったのは、三人の男たち。

　いかにもチンピラ然とした男たちは、小バカにするような笑みを浮かべる。

「……抜ける？　どういうことだ？」

「こいつが見つかったのはつい数時間前だ。それからもう百人以上が挑戦してピクリともしなかった。そう、伝説と同じで岩から抜けなきゃどうしようもねえんだよ」

「なんだよそれ……」

　そのまま持って帰れると思ったのに、ある意味奪い合いより回収が難しくなってんじゃねえか。

「それが機関のガキなんかに抜けるわけねえだろ」

「そんなの、やってみないと分からねえよ」

「ハッ、どうだか」

「こっちは四人もいるんだ、可能性はある。なあ？」

　にらみをきかせてくるチンピラたちに真っ向から宣戦布告して、振り返る。

「はあ、カッコいい……カッコいいよぉ、はあはあ」

　ひかりは恍こう惚こつとした表情で身体からだをくねらせていた。

「……こっちは三人もいるんだ、可能性はある」

「一人除外されてんじゃねえか」

　だってなんかすごく気持ち悪かったんだもの。

「ひかりよ、そもそもエクスカリバーとはなんなのだ？」

「エクスカリバーは世界にその名を知られたアーサー王伝説の聖剣で、ブリテン島の正当な統治者の象徴。まさに剣の中の剣、どんな魔剣にも負けないキングオブソードだよっ！」

「ほう、そんなにすごい物なのか」

「もちろん！　だからそれを抜いたなんてことになったらもう英雄扱いだよ！　……あっ！」

　なんだ？　急に三人が思いついたようにエクスカリバーに走り出したぞ。

「ボクが先だよ！　聖剣を抜くなんて最っ高にカッコいい展開、誰にも譲れない！」

「こら！　姫のスカートを引っ張るとは何事だ！　わたしが抜いて名声を上げるのだ！」

「伝説の剣を抜いたゴーレム使い……一気に名が上がります！」

「ボクが先だよ！」「わたしだ！」「私です！」

　三人はそのまま、聖剣のつかみ合いを始めた。

「それならジャンケンにするですよ！」

　そんなクルルの提案に反対する者なし。

　そのまま拳を突き出した三人は。

「「「せーの！　最初はグー！　じゃんけんぽん！」」」

　全員がじゃんけんを放棄して、問答無用でエクスカリバーの柄をつかんだ。

「……まあ、俺が抜く可能性もあるしな」

「諦めかけてんじゃねえか。まったく、このザマで本気で聖剣を抜くつもりとか笑わせやがる」「だから言ってんだろ。こんなやつらに抜けるわけねーって」「アッハッハッハ」

　ちくしょう！　ひかりたちのせいでもう何も言い返せない！

「……いや、待て。よく見てみろ」

　再ジャンケンに勝ったクルルが聖剣の前に立つと、三人組の一人が静かにそう言った。

「その子は妖精みたいだし、隣の少年はまるで王子様だ。それにあの金髪はどこか、やんごとないオーラをしてやがる……意外とこいつら、やるかもしれないぞ」

「……ついに、この時が来たのですね」

　するとクルルはそう言って、静かにエクスカリバーに手を伸ばす。

「た、たしかに雰囲気出てんな。なんかすげえ幻想的だ」

「ん、んんん、んんんんん！　んんんんんんん！」

「おお、なんかいい感じだぞ！　抜いちまうんじゃないか！　これ！」

「んんんー！　んんー！　んんんんんーッ!!　……はあはあはあ」

「ダメみてえだな」

　エクスカリバーは、全然動かなかった。

「クルル、ほら次はボクの番だよ」

　するとクルルの肩を叩たたいたひかりが、聖剣にそっと手を差し伸べた。

「……ボクを、待っていたんだよね？」

「お、おいっ！　この感じ、来たんじゃねえか!?」

　ひかりの一言が、チンピラたちの心をわしづかみにする。

「さあ共に行こう。世界的伝説の再現は────風花ひかりにおまかせさ！　やああああ!!」

「まるで冒険物語の主人公みてえだ！　こいつ、抜いちまうぞ……っ！」

「あああああ、ああああああああああ────ッ!!　あれえええええ────!?」

「ダメ……みてえだな」

　それでもやっぱり聖剣は動かなかった。すると今度は。

「そこを退くがいいひかり。前座はもう……十分だ」

　ひかりの肩を叩たたいたマリーが、大仰な身振りと共に前へ出る。

「なんて圧倒的なオーラだ……そうか、この姫騎士様が抜いちまうんだ！」

「……さあ聖剣よ、我が前にその姿を現すがよい！　はああああ────ッ!!」

「今度こそ間違いねえ！　俺たちは今、伝説の誕生に立ち会っているんだッ！」

「あああああ、ああああああああッ！　なんだ貴様ァァァァ！　このわたしが気に入らぬというのかァァァァ────ッ!!」

「どうやらこいつは、誰にも抜けねえらしい」

　地団太を踏むマリーに、ついにチンピラたちは肩をすくめた。

「おい待てよ。まだ俺が残ってるだろ」

　そう言って一歩前に出る。

　実は正直、ワクワクし始めてる。

　この剣は間違いなくエクスカリバーだろう。

　そして男だったら誰だって、岩に刺さった聖剣を抜きたいものだ。

「さあ、行くぞ！」

「「「…………」」」

「な、なあ、俺にも何か言ってくれよ。あるだろ、こいつなら抜けるかもしれない！　みたいなやつ」

「無理に決まってんだろ」「今までの三人とまるで違う普通のガキじゃねーか」「そうだよ、なんか小汚いし」

「小汚いのはさっきこいつらにボコられたからだよ！」

「大体、このキレイな三人とお前じゃ差がありすぎなんだよ。考えれば分かんだろボケ」

「やれやれ、アンタらは何もわかってないな」

「なんだと？」

「ここまでの流れを考えてみろ。いかにも伝説の剣を抜きそうなヤツらが連続で失敗。そして最後に出てきたのは────普通の少年だ」

「「「ッ!!」」」

「気がついたみたいだな。そう。この流れは完全に、普通の少年が抜くためのものだ！」

「た、たしかに……っ」「違いねえ」「確かにその通りだ！」

　俺がエクスカリバーの柄に手を伸ばすと、どこからか風が吹き始めた。

　伝説の再現。その予感に野次馬たちがざわめき出す。

「そう、伝説の剣を抜くのはいつだって……俺みたいな普通の少年なんだよォォォォ！」

　さあその目に焼き付けろ！　聖剣を手にするのはこの俺だ！

「うおおおおッ！」

　そう、俺が伝説の聖剣をッ！

「うおおおおおおおおおおッ！」

　エクスカリバーを引き抜いてッ！

「うおおおおおおおおおおおおおおおおおお─────────ッ!!」

　引き抜いてええええええええ────ッ!!

「「「抜けねーじゃねーか！」」」

「な、なんだよこれ！　マジでピクリとも動かないんだけど！」

「おいおいなんだよダッセえな！」「よくあの三人の後にやろうと思ったな、恥知らず！」「まずお前が失敗して後の三人に回せよザコ！」

「言いすぎでしょうがーッ!!」

　なんだよ、めちゃくちゃバカにしてきやがって！

「でも、目の前にあるのに手にできないなんて悔しいね……」

　ひかりはエクスカリバーを見つめながら、ぽつりとこぼす。

「見ろよこの美少年の落胆の絵になること。それに比べてお前は」「このザコが」「チッ」

　こ、こいつらはああああッ!!　もういい！　分かった上等だよ。

「……おい、クルル」

「はい」

「ゴーレムだ」

「ゴーレムだぁ？　そんなので抜けるわけねだろ」「本当にバカだなこいつ」「だから黙って最初にやれよモブ」

「ああもう！　うるさいなあ！」

「ですが、こういうのは力任せはもちろん、魔法の類いでは抜けないと思いますよ」

　クルルの言葉に、チンピラたちも「そうだそうだ」とはやし立てる。

「だろうな。だから……下の岩を砕くんだ」

「「「は？」」」

　チンピラ三人組が、一斉に目を見開いた。

「簡単には抜けない魔法がエクスカリバーにかかってるっていうのは分かった。でも、刺さった岩自体が強化されてるなんて聞いたこともないだろ？」

「……なるほど」

　短くこたえて、クルルはその手を挙げた。

「──サモン。ゴールデンアーム・エンシェントモンスター」

　足元に描かれた魔法陣から、ゴーレムがせり上がって来る。

　そしてその大きな手で、エクスカリバーの刺さった岩をつかんだ。

「……な、なあおい。ちょっと待ってくれよ」

　すると突然、さっきまで俺をバカにしてたチンピラたちが慌て始めた。

「聖剣だぞ？　そんなやり方ってないよな？」「そうだよ。お前にだって男のロマンは分かるだろ？　こんなのありえねえよな？」「俺たちもちょっと言い過ぎたよ。謝るからそんなやり方止めてくれ。な？　頼むよ」

「あの、チンピラの皆さんにものすごく懇願されてますけど、本当にやるですか？」

「…………やれ」

「はい」

　ゴーレムが手に力を込めると、バキャッ！　と岩が見事に砕け散った。

「……取れました」

　クルルが持ってきたエクスカリバーの柄を握る。

　刃こぼれ一つない美麗な刀身。

　間違いない、これこそ聖剣エクスカリバー。

「「「…………」」」

「よし！　回収成功だ！」

「ふざけんな！　下の岩を砕くとか、これにはチンピラの俺らもドン引きだ！」「もっとあるだろ、人としてのマナーとか、男としてのロマンとか！」「それでも人間か！　この俗物のろくでなしがーっ！」

「うるさいなぁ！　どうせお前らは今夜も煌こう々こうと電気のついた部屋でうまいメシを食うんだろ！　こっちはいよいよパン耳すらなくなったんだぞ！　もう後がねえんだよ！　大体お前らもチンピラなんだから汚い手を使う側を応援するのが筋だろ！　そんな悪あく人にん面づらをさらしておいて真面目に聖剣を抜こうとか考えてんじゃねえよ！　ピュアか！　ピュアボーイかお前らは！」

「おいおい、最終的にはチンピラ差別だよ……」「こいつの方がよっぽどクズじゃねーか」「あーあ、がっかりだよ。もう行こうぜ」

「帰れ帰れ！　このピュアチンピラどもが！」

　チンピラ三人組は、文句を言いながら去っていく。

「……千隼さん、とんでもない回収法でテンプテーションの失態を帳消しにしてみせましたね」

「誰が抜くか、どう抜くかをこれだけ皆が期待する中で、ある意味すごい発想力だよ」

「うーむ。結果としてエクスカリバーは手にできたわけだ。千隼はすごいのかすごくないのか分からない、不思議なタイプの臣下だな」

「フハハハハ！　見ろ見ろ！　伝説の聖剣エクスカリバーは我が手に落ちたぞ！　フハハハハ！　フハッハハハハハ！」

「これじゃもう完全にボクたちが悪者だよ……」

「聖剣を手に入れたというのに、メデューサの時のような感動が一切ない」

「お前らまで文句言うなって！　手に入ったんだからいいだろ。今度こそアーティファクトは回収成功！　しかも大物だからな。あとは明日の朝一番で機関に提出して、この無灯火極貧生活とはお別れだっ！」
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「……腹が、へった」

　豪快に鳴った腹の音で目が覚める。時間は……深夜二時。

　でも食べられるものなんて何もないし、スズメの餌くらいの量の朝飯にもまだ時間があるんだよなぁ。

「しかたない、水を飲んでごまかそう」

　照明代わりのろうそくを手に部屋を出た俺は、キッチンへ。

「空腹で目が覚めてロウソク片手に水を飲みに行くとかなんなの？　中世なの？　……ん？　なんだ？」

　窓の外に、かすかに揺れるオレンジ色の光が見える。

「なんだよ、あれ」

　今日はもう全員風ふ呂ろに入ってるはずだから、時間をずらしたひかりでもないはずだ。

　こんな時間に怪しい薄明りとか……ま、まさか、クルルの件とは別に幽霊がいたのか？

　途端に、古い洋館が風でギシギシと音を鳴らし出す。

　ああもう、ロウソクのせいで雰囲気出まくりじゃねえか！　もうやだこんなの、前の寮に戻りたい！

　せめて電気が、電気があれば……っ。

　俺は恐る恐るリビングの穴から外に出て、明かりが見えた方へと向かってみる。

「あれは……ガレージか？」

　旧寮の背後には、壁の半壊したボロボロの倉庫があった。

　な、なんか中で怪しい影が揺らめいてるんだけど……。

　こんな時間にいったい何が……こんなことならナタでも持ってくればよかった。

　音を鳴らさないようゆっくりと近づいて、そーっとガレージの中をのぞき見る。

　するとそこには、小さな女の子が一人。

　なんだ？　何をやってるんだ？

　少女は煌こう々こうと黄金色に輝く炎に────ポイッ。

　エクスカリバーを放り込んだ。

「お、おおおおおお前何やってんだ!?」

「千隼さん？」

　いや今はそれどころじゃない！

　とにかく火の中から取り出さないと！　エクスカリバーが溶けて液状になっちまう！

　刀身を焼かれている聖剣の柄を、俺は大慌てでつかんで──。

「熱────い!!」

　ダメだ！　このままじゃ熱くてつかめない！

　何かで冷やさないと、冷やさないと！

　おおっ、こんなところに水があるじゃないか！　これだーッ！

　置かれていたバケツを手に取り、中の水をぶっかける。

　よし、これで大丈夫！

　大量の蒸気が上がる中、俺は再びエクスカリバーに手を伸ばして──。

「まだ熱────い!!」

「千隼くん一体どうしたの!?　ああっ、聖剣が大変なことにッ！」

　駆けこんで来たひかりが、焼かれてるエクスカリバーを見て慌てて柄に手を伸ばす。

「熱────い!!」

　こうなったらしかたない、根性一発勝負だ！

　俺は熱さを我慢して聖剣を炎から引っ張り出す。

　よし、あとはこのままバケツの中にっ！

「はあはあはあ。まさか……こんな戦いが最後に待ち受けていようとはなあ！　確かに俺たちは飯問題でぶつかり合ってきた！　でもこれだけは絶対に譲らない！　たとえ殴り合いになっても死守してやるァァァァッ!!」

「クルル、一体これをどうするつもりだったの？」

　怒りの咆ほう哮こうをあげる俺に、ひかりが続く。

「何をって、つぶしてソードゴーレムのパーツにするですよ」

「冗談じゃないッ!!　ようやく、ようやく手にしたアーティファクト。こいつに俺らの全てがかかってるんだ！　失なくした時点で終わりなんだぞッ!!」

　腰を落として拳を構える。すると。

「ハッ！　そ、そうでした……」

　クルルはそのことに今気がついたかのように、そう言った。

「「……はい？」」

　思わずひかりと声が重なる。

　な、何を言ってんだこいつ……。

「あぶなかったです。危うく大事なアーティファクトを溶かしてしまうところでした」

「いや、普通どこかで気づくだろ。これを使ったら生活ができなくなるって」

「エクスカリバーを使ったゴーレム。思いついたらもう止まりませんでした。次に気がついた時には千隼さんが駆け込んできた瞬間だったですよ」

「お前……無意識だったっていうのかよ」

「はい。千隼さんが来てくれなかったら大変なことになっていたですよ。ありがとうございました」

　なんだよそれ……。

　こいつ、俺の想像をはるかに上回るヤバさじゃねえか！

「ど、どれだけゴーレムが好きなんだ……」

「いやぁ、どうもすいません」

「誇らしげだなあ！」

　聖剣消失未遂を起こしておきながら、なんでそんなに満足気なんだよ。

「お前な、世界の損失も考えろよ。イギリス国民が総出で攻め込んでくるレベルの事件になるぞ」

「そうですね。良いい……サブウェポンになると思ったのですが」

「しかもサブ扱いなのかよ」

「はい。何せ私のゴーレムの右手に当たるゴールデンアームは、最強金属オリハルコン製ですからね」

　そう言ってガレージに片ヒザ状態で押し込まれたゴーレムを、自慢げに指さした。

「オリハルコンって……だからあんなすごい額の借金を抱えてるのか」

　それは、今は亡なきアトランティス大陸で作られていた伝説の超金属だ。

　封印指定こそされていないものの、希少な物には変わりない。

　ていうか普段、ゴーレムはここに置かれてるんだな。

「あの、千隼さん」

「なんだよ」

「……半分だけ」

「だからダメだって言ってんだろ！　聖剣が短剣になっちまうだろうが！　お前が世界初だよ。エクスカリバーを鋳潰してパーツにしようとしたクレイジーは！」

「英国で王権を争ってきた人たちも、泡を吹いて気絶するだろうね」

「世界初ですか……やはりそうなってしまうのでしょうね。深すぎる愛が恐ろしいです」

「だから褒めてねえんだよ」

「ですが二人とも考えてみてください。伝説の剣エクスカリバーと、その聖剣を取り込んでしまったゴーレム。ワクワクするのは後者でしょう？」

「そういう問題じゃねえって言ってんだろ」

「あはは、こればっかりはさすがにダメだね」

「残念です。最高にカッコいいのに」

「最高に……カッコいい？　……それだったらボクの愛剣にして……聖剣士ひかりとして新たな可能性を」

「よし！　こいつは俺が持とう！」

　俺はエクスカリバーに手を伸ばそうとしていたひかりから、先んじて聖剣を奪い取る。

「それで朝一番で提出する！」

　まったくこいつらは、油断も隙も無い。

「もうエクスカリバーにマークしたから取ってもムダだぞ。距離を取ろうが金庫に入れようがチェンジリングで即座に俺の手に戻って来るからな！　こんな、こんないやらしい目でしか聖剣を見られないヤツらと同じ場所になんていられるか！　俺は部屋に帰らせてもらう！　いいな、何度でも言うぞ。もうマークしたから取ってもムダだからなぁ!!」

　二人を残して、俺はそそくさと部屋に戻る。

「……そうだ。おいマリー、入るぞ」

　その途中、思いついてマリーの部屋へ。

「ひかりとクルルが怪しい動きをしてたら教えて欲しいんだ。おいマリー、マリー」

　ダメだ。この騒ぎだってのに、マリーはぐっすり起きる気配なし。

「……まったく、寝てさえいれば文句なしのお姫さまなのになぁ」

　もういっそこのまま起きなければいいのに。

「うーん……もう食べられない」

「また、ベタな夢を見やがって」

「もう食べられないのだ、二度と……千隼は」

「おい！　俺は一体何を食べられないんだ！　応えろこの悪徳貴族！」

　ていうか本当に起きねえな！　ゆすっても引っ張ってもつねってもビクともしねえ！

「……はあ、もういい」

　大人しく今夜は聖剣を抱きしめて寝よう。

　俺みたいな普通の男が一晩エクスカリバーを抱いて寝るとか、それこそ英国関係者激怒だろ……。

「なんかごめん、アーサー王」

　一応一言謝ってから、俺はひんやり冷たい聖剣を抱きしめつつ瞳を閉じる。

　でも、こんな生活も今夜まで。

　明日には終わる、終わるんだっ!!
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　いつもより大きめに仕込んだたき火が、夜闇を明るく照らし出す。

　燃え上がる炎を囲んだ俺たちは、バラバラの形をしたコップを高く掲げた。

「それでは、エクスカリバー回収を祝して……かんぱーい！」

「「「かんぱーい!!」」」

　今朝一番でエクスカリバーは無事、機関に納入された。

　これである程度は生活が改善するだろう。

　少なくとも、ロウソク片手に水で空腹をごまかす必要はなくなるはずだ。

「さあ千隼さん！　早く何か食べさせてください！」

「落ち着けエンゲル係数爆上げ妖精。今用意してやる」

　三人は両手のフォークとナイフでテーブルをカンカン鳴らしながら、楽しそうにリズムを取る。

「さあ、今夜はごちそうたちが火を噴くぜ！　まずはこいつだ！」

「「「……カップ麵」」」

　三人は、目の前に並んだカップ麵に声をそろえた。

　そして湯気を上げるカップ麵を、ただ静かに見つめる。

「おい、千隼」

　マリーはその青い目をキッと鋭くして俺を見る。

「なんだよ」

「本当に……いいのか？」

「もちろんだ。今日は全員分のカップ麵にくわえて魔法酒もある。さらに……」

「さらに？」

「……からあげだ」

「ちょ、ちょっと待ってください千隼さん。まさかそれは、あの噂うわさに聞く……鶏とり肉にくですか!?」

「ああ、その通り」

「もやしと一緒に出てきた肉っぽい何かでなはく、本物の？」

「間違いない、本物だ」

「すごい……ち、千隼さん！」

「おうっ！」

「いったい何をしでかしたですか」

「臣下の罪は主君の罪だ。怒らぬから正直に言うがいい」

「まさかあの魔法で泥棒を？　そんなことしないよね？　いや、うーん」

「やってねーわ！　なんだよどいつもこいつも！」

「でも千隼くん、それならどうやってこんなごちそうの数々を手に入れたの？」

「……制服のズボンを質屋に入れてきた」

「ええっ!?　その方が事件だよ！　公式でものすごく怒られるやつ！」

「そんなのこれから買い戻せばいい！　この生活はもう終わるんだから今日は忘れて食べよう！　そして飲もう！」

「そうか……千隼の覚悟確かに受け取った！　ならば遠慮はするまいっ！」

　そう言ってマリーは、一気に魔法酒を飲み干してみせた。

　アルコールは使ってないのにしっかり酔う。しかも身体からだに悪くない。一気飲みだって余裕だ。

「ぷっはあああー！　我が汚名返上伝説がついに始まったな！　あっはっはっは！」

「ははははは！　いいぞマリー！　その調子でガンガン飲め！」

「あ、そうだ。ちょっといいかな」

　続いて一杯飲み干したひかりが、テーブルに可愛かわいらしい包装の小箱を乗せた。

「また聖女さんにお土産をもらったんだよ」

「お、今度はなんだ？　開けてみろよ」

「うん。中身は……モンブランだね」

「おお、豪華でいいじゃないか。それじゃあさっそくいただこう」

　俺は手にしたフォークを、自然にモンブランに伸ばして──。

「千隼、ならんぞ」

　腕をガッチリつかまれた。

　マリーとの間に、緊張感のある沈黙が生まれる。

「…………姫様、一つ進言がございます」

「ほう、千隼も我が臣下たる意識が出来てきたようだな。言ってみるがいい」

「ケーキ、口にされても問題ありません」

「何を言う。そんなことをすれば『パンがなければ──』の不名誉を払ふつ拭しよくできんではないか」

「いいえ、どうせ誰にもバレやしません。そして民衆の前でだけ『ケーキなど嫌いだ』と言えばいいのです。そうすれば……愚図な庶民は騙だまされます」

「ち、千隼？」

「姫様はこれから華々しいアーティファクト回収によって民を信者にしていかれます。そうなればもう裏でホールケーキをむさぼり食おうが、なんだったら口周りにべっとり生クリームを付けていようが、『僕の大好きなマリーちゃんはそんなことしない！　何かの間違いだ！』と、妄信し始めるのが民衆なのでございます」

「……し、臣下が黒い！　これ、わたしを討って玉座を奪うタイプの臣下だ！」

「何をおっしゃられますか！　私は、姫様のそばがいいのです」

　そう言って俺は、マリーの前に片ヒザを突く。

「そ、そうなのか……すまなかった。わたしはてっきりお前がヤバい臣下なのではないかと」

「姫様のそばで────全てを牛耳りたいのです」

「一番ヤバいタイプの臣下ではないか！　わたしは知っているぞ！　あえて主君を討たずに傀かい儡らいにすることで、安全な場所から国を思うがままに動かすやつだ！　ええいやめろ！　邪よこしまな笑みを浮かべるな！」

「さあ姫様、ぜひともケーキを」

「こんな邪悪臣下の勧めに乗れるはずがないだろう！　わたしは絶対にケーキを食べない！　そして千隼もだ！」

「チッ、説得は失敗か！　こうなったら力づくだッ!!　うぐぐぐぐ！　だからなんなんだよその力は！　おいひかりちょっと待て！　『あーはいはいまたやってる』みたいな感じで食べ始めるんじゃない！　だからクルルは一口が大きいんだよ！」

　ああ、また俺の糖分が……糖分が失われていく……っ！

　仲良く食べさせ合うひかりとクルルによって、モンブランは食べ尽くされていく。

　そして、消滅。

「残念だがしかたあるまい。千隼よ、名誉のためにこれだけは譲れないのだ……千隼？」

「……くくく……ははは」

　だが今夜は、これだけでは終わらない。

「ど、どうしたんだ千隼？　なぜ突然笑い出す!?」

「あっはっはっは！　冗談じゃない！　俺の甘い物欠乏症はとっくに限界なんだよ！　もうこれ以上大人しくなんてしてらんねえッ！」

「な、なんだそれは!?」

「……練乳？　千隼くん。それ、どうするつもりなの？」

　俺が取り出したチューブ入りの練乳に、ひかりが困惑の声を上げる。

「決まってんだろ。こいつを……こうだああああ────ッ!!」

　俺はそのまま練乳のチューブにむしゃぶりつく！　そして吸う！

「あ、ああ、甘い、甘いぞォォォォ！　うひゃはははは！　どうだ、これでも俺はケーキを食べているように見えるか!?　菓子を食べているように見えるか!?　どうだ？　どう見えるんだ!?　答えろお前らぁぁぁぁッ!!」

「変人ですよ」

「まったく、千隼はしょうがない男だな」

「お前らのせいだろうがぁぁぁぁ！」

「あははははっ、千隼くん、さすがにそれはヒドいよ。あははははははっ」

　ひかりは腹を抱えて笑い出す。

　ちくしょう！　こっちは死活問題なのに！

「くすくす。マリーは『パンがなければ──』のねつ造に、相当怒っているのですね」

「当然だ！　わたしはねつ造など絶対に許さない！」

　そう言ってマリーは胸を張る。

「……なるほど、マリーはねつ造を許さないのですね」

「当然だ！」

「それなら、ねつ造は絶対に許さないマリーに、前から聞きたかったことがあるですよ」

「ああ、何でも聞くがいい」

「先日マリー・アントワネットについて少し調べてみたのですが、身長は１５４センチと書かれていました。これはあっているのですか？」

「ふむ、あっているぞ」

　するとクルルは突然、一歩踏み出した。

　……あ、あれ？　なんか急に雰囲気が変わったぞ？

「そしてバストは…………１０９センチとあります」

「「……１０９センチ？」」

　ひかりと俺の声が、重なった。

「はい、資料にはそう残されています。これは……どういうことなのですか？」

「…………」

　マリー、突然の無言。

　なるほど……これは。

「やったな」「やったね」「やりましたね」

「な、何をだ！　わたしは何もやってない！」

「では仮にマリーが身長１５４センチのバスト１０９センチなんていう新種のモンスターだったとしましょう。ですが、それでウェスト58センチはありえないのです。ねつ造は絶対に許さないとのことでしたが。マリー……やりましたね？」

「やってない！」

「なるほどそうですか。そこまで言うなら……見せてもらうですよッ!!」

　そう言ってクルルは突然マリーに飛び掛かった！

「私の目め利ききではマリーはＤからＥカップほどです！　いくらなんでも１０９センチはありえません！　さあ見せてください！　これが姫乳ですか、プリンセスおっぱいですか!?」

「な、なぁぁぁぁッ！　や、やめろ！　揉もむな！　揉もみしだくなっ！」
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　顔を真っ赤にして振ふり解ほどこうとするマリー。

　しかしクルルは放さない。

「なんという着やせぶり！　なるほどぎりぎりで品性を保った大きさですが、やはり１０９センチはありません！　これはどういうことなのですかッ!?」

「し、知らぬ！　わたしは何も知らぬッ!!」

　マリーは意地でも譲らない。

　でも、確かにその身長と腰の細さで１０９センチっていうのはやりすぎだ。

「なあマリー。今の世の中では胸のサイズ詐称は重罪なんだ。刑法一万千八十一条で１センチの噓うそで一年収監されると決まってる。マリーの場合は封印されていた二百五十年間ずっと詐称を続けていたことになるから最悪……」

「さ、最悪なんだ？」

「そのサイズになるまで、刑務所から出てこられない可能性もある」

「そんな……」

「マリー、もう一度だけ聞くぞ…………やったな？」

「…………やりました」

「千隼くん、しれっととんでもないウソを……」

　まさかの自白を迫られて、マリーは呆ぼう然ぜんとうなだれる。

「でも、そんなねつ造よく続けられたな。服とかを作る時とかにバレるだろ、さすがに」

「わたしはフランスへ渡る際に覚えた言語解釈魔法と共に、身体からだを拡大縮小する魔法を使うことができる」

「身体からだの拡大縮小って全身だろ？　着てる服が破けちゃいそうだけどな」

「いや、服ごと大きくなる。要は身に着けたものごと巨大縮小化する魔法なのだ」

　なんだよ今さら。

　それがあればもっと簡単にアーティファクトを捕まえられたんじゃないか？

「それにわたしの魔法は、ひたすら胸の巨大化と腰の縮小化への応用に時間を費やし完成させたオリジナルだ」

　……あ、あれ、なんか嫌な予感がしてきた。

「ええと、それで肝心の全身の拡大縮小は？」

「せいぜい数秒だ」

「おいちょっと待てよ！　巨大化や縮小化自体はロクに練習せずに、それの応用の巨乳化とウェストを細くすることに集中したってことか!?　マリーの魔法もその類なのかよ！　なんなの!?　ここはバカの集まりなの!?」

「バカではない！　すべては我がプライドのため！　マリ・ジャンヌには負けられぬのだ！　……な、なんだクルル？」

　気が付けばクルルが、マリーのスカートをつかんでいた。

「そそそその魔法、わわわ私に教えてくださいッ!!」

「う、うわ、なんだやめろ放せ！」

「ままままずはあっちで、いいい色々と確認させてください！」

「おいやめろ！　引っ張るな！　な!?　すごく、すごく力が強い！」

　マリーはものすごい剣幕のクルルに引っ張られて、木陰へと連れ込まれていく。

　クルルって、魔法酒癖悪いんだな。

　それから数十秒。神妙な面持ちで戻ってきたクルルは──。

「た、大変なことになっていました！　とんだプリンプリンセスですよッ！」

　半泣きでそう叫んだ。

「あんなの初めて見たですよ！　歳としは私と変わらないというのに、なぜ、どうしてこんな理不尽が……こんなこと、こんなこと許されません！」

「おいやめろ！　さわるな！」

「申し訳ないと思うのなら片方でいいから寄こすのですよ！　でなければ、こうしてこうして……こうしてやるですよッ！」

「ム、ムリを言うな！　い、いや、いやああああ！　やめてくれええええッ!!」

　涙目のマリーは、顔を真っ赤にしながら逃げ惑う。

「あっはっはっは。いい気味だなマリー。クルルもっと激しくしてやれ」

「笑い事ではない！　あっ、ひゃぅッ、早く助けぬかぁぁぁぁ！」

「ケーキ解禁で手を打ってやってもいいぞ」

「なっ！　それはダメだッ！」

「それならそのまま揉もまれてろ。失われたケーキたちの恨みだ」

「ひっ、ひやぁぁぁぁッ!!」

「あはははは、何をやってるのさ二人とも」

「ひ、ひかりまで笑うか！　そういうことならわたしにも聞きたいことがあるぞ！」

　そう言ってマリーは、笑うひかりを指さした。

「えっ、ボクに？」

「男装モードのひかりについてだ！　身体からだは男なのか、それとも女なのかッ!!」

「…………」

　その言葉に、クルルが思わず足を止める。

「確かに、気になるですね」

「内緒だよ！　ボクはひかり君以外のなんでもないんだから！」

「以前女子モードの時に見た時はＣカップ。そう、巨乳だったです。ですが今はぺったんこですね」

「クルル、Ｃは巨乳なのか？」

「Ｃは巨乳、Ｄは爆乳、それ以上は奇怪な乳と書いて奇乳です」

　も、ものすごい言い切り方だ。何か恐ろしいこだわりを感じる。

「……さて、今ひかりさんの身体からだはどうなっているのでしょうか」

　向けられる視線に、ひかりは自分の身体からだを隠すように抱きしめる。

「脱がそう」「脱がしましょう」

「それだけはやめて！」

　しかし二人は歩き出す。もう止まらない。

「うわー！　にじり寄ってこないでー！」

　クルルとマリーに両翼から距離を縮められて、慌てて逃げ出すひかり。

「まったく。お前らは本当にしょうがないことにばっかりムキになりやがって。そのこだわりを少しでいいから実戦で見せてくれよ……」

　思わずそう言うと、今度は三人が同時に振り返った。

「「「────アメリ」」」

「すみませんでした」
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　そんなバカ話を続けて、食べて飲んでのひと時。

　気が付くとマリーが一人、ぼんやりとたき火を見つめていた。

　めずらしい光景だ。俺は隣に腰を下ろす。

「どうだマリー、ここの生活は」

「最低だ。このわたしがパンの耳の奪い合いをするなど、ありえないことだぞ」

　マリーはそう応えて一つ、息をつく。

「……だが、嫌いではない」

「そうなのか？」

「こうして草の上に腰を下ろすのも、自然を感じて良いものだ」

「へえ。貴族だし、服が汚れるのは嫌いだと思ってた」

「そんなことはないぞ。幼い頃からダンスをしたり、乗馬をしたり、教師から逃げ回ったりしていたからな」

「知られてるマリーのイメージとは、結構違うな」

「……そうか」

　マリーが、虚を突かれたような顔をした。

「どれもわたしにとっては、つい数年前のことなのだがな……」

　そう言って、夜空を見上げる。

　街からも機関本棟からも離れた旧寮の夜は、静かだ。

　ぱちぱちと、たき火の鳴らす音が心地よい。

「……千隼は、できると思うか？」

　不意に、マリーがつぶやいた。

「なにを？」

「…………二百五十年も語り継がれた、汚名の返上だ」

　マリーは、夜空を見つめたままでいる。

「なぁ、マリー」

「……なんだ？」

　だから、その横顔に問いかける。

「もしかして……ビビってんのか？」

「そ、そんなわけないだろう」

「なんだ、違うのか」

「当然だ。わたしを誰だと思っている」

　急に声が小さくなったから、てっきりそうなのかと思った。

　マリーは変わらず、夜空に視線を向けたまま──。

「…………」

　いや、チラチラこっちをうかがってんな。

「マリー」

「な、なんだっ？」

「ビビってんだろ」

「そうではないっ。あくまで千隼の考えを聞きたいというだけだ」

　その割には、かなりソワソワしてんじゃねえか。

「……そ、それで」

「それで？」

「どう、思うのだ？」

「できるだろ。俺たちはパン耳地獄からはい上がったんだぞ」

「……そうか」

「ああ」

「千隼が言うのであれば、間違いないな」

　マリーは満足そうに息をつく。

　そして遠く、星空を見つめながら語り出す。

「見知らぬ時代、見知らぬ街で、わたしは目覚めた」

　それは、封印から解放された後のこと。

「機関員から逃げ回り、追い詰められ……再びおとずれた終わり」

　……そうか、その時だったのか。

「絶体絶命の窮地。そこに現れたのが千隼だ」

　ああ、徹夜仕事の後だったなぁ。

「その瞬間ピンときた。この者で間違いないと」

「だからって、普通あの高さから飛び降りて来るか？」

　ていうか、俺だって機関員なんだが。

「予想通り、千隼はわたしを受け止めたぞ」

　マリーは得意げに鼻を鳴らす。

「……そもそも、心配する必要などなかったのだな」

　そう言ってようやく、その顔を俺の方に向けた。

「わたしには────千隼がいる」

　緩やかな風に、長い髪がかすかに揺れる。

　マリーは、穏やかに笑っていた。

「見ているがいい。わたしは世界的汚名を返上した貴族として、歴史に新たな名を残すぞ。そして──」

「そして？」

「華々しい栄誉を掲げて、フランスへと凱がい旋せんするのだ」

　本当、大きな目標だ。

「その時は我が華麗なる反撃譚たんを、しっかりと世に知らしめるのだぞ」

「……ああ、その時はなんでも望み通りにしてやるよ」

「ほう、言ったな」

　マリーは立ち上がると、グイッと顔を寄せて来た。

　輝く、青い瞳に目を奪われる。

　さっきまでとはまるで違う、自信に満ちた顔で。

「そう遠くない話になる。約束だぞ────雪城千隼」

　そう、宣言してみせた。

「さて、そろそろ電気とやらを点つけようではないか」

　踵きびすを返かえし、歩き出すマリー。

「……なあ、マリー」

「なんだ？」

「名誉一つに、どうしてそんな本気になれるんだ？」

　あの空腹時にパン耳を食わずに捨てろって、相当だぞ。

　そんなの、簡単なことじゃない。

「決まっている」

　長い髪を揺らしながら、マリーが振り返る。

　びっくりするほどきれいな目、美しい立ち姿。

　緩やかな夜風と、たき火の温かな光の中で。

　いつもみたいに両手を腰に当てると──。




「それが世界一の貴族、マリー・アントワネットだからだ」
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　そう言って「ふふん」と笑った。

「……よし」

　そんなマリーに引かれるように、俺も立ち上がる。

「火を消すぞ。旧寮に電気を復活させる！」

「ついに今夜のメインイベントを始めるですね」

　さっそくクルルがブレーカーの元に向かう。

　あとはレバーを入れるだけで、一斉に照明が点つくはずだ。

　たき火に水をかけると、機関本棟から遠い旧寮は真っ暗になる。

「クルル！　電気をつけてくれ！」

「はい！」

「ロウソク生活とも、これでお別れだね」

「ああ。なんだかワクワクしてきやがった」

　そして、クルルの返事から数秒。

「お、おお……おおおおおおおおっ!!」

　パパパパパッと、一斉に輝き出す照明にマリーが感動の声を上げた。

「これが電気か！　すごいぞ千隼！」

「点ついた！　電気が点ついたよ！」

「ああ、点つきやがった！　サンキューエジソーン！」

　すげえ。まさか二十一世紀に電気一つでこれだけ感動するなんて！

　温かみのある照明が、旧寮を優しく照らし出す。

　思わず四人、言葉もなく見入ってしまう。

「…………楽しいですねぇ」

　不意に、クルルがつぶやいた。

「最初に皆さんが来た時は、正直迷惑に感じていたですよ。でも、こうして四人一緒というのは────良いいものですね」

「あのままだったらクルルは、ゴーレムを売却して実家に帰る流れだったもんな」

「千隼さんたちが来るまで、ずっと一人きりで作ってきたゴーレムですよ。そんなことはさせません……ですが、皆さんがいなければ今頃どうなっていたか」

　そう言って、目を細めるクルル。

　視線の先にあるのは、暗い森に建つ古い西洋建築だ。

　それだっていうのに、なんだよこのウソみたいな我が家感は……。

「ふふ。それでもハプスブルクの姫たるわたしにまるで似合わない、狭くオンボロな城よ。……だが、悪くない。必要以上に大きな宮殿より、小さな城をより良くする方が、わたしには好ましいようだ」

　マリーは何度も満足そうにうなずいた後。

「よし、ここを第二の宮殿プチ・ヴェルサイユとする！　電気とやらの導入が、その第一歩だ！」

　そう言って旧寮を指さすと────バチーン！

　大きな音と共に火花が散って、旧寮の電気が一斉に消えた。

「な、どうしたのだ!?　また真っ暗になったぞ!?」

「おいクルル、一体どうなってんだ!?」

「ちょっと見てくるですよ！」

「うわっ！」

「おっと！　大丈夫かひかり!?」

「な、なんとか……うわあっ！」

「こらひかりっ、どこをつかんでいる！」

「おーいクルルーっ！　まだ点つかないのかー!?」

　火も消えて、再び闇に包まれた旧寮に向けて叫ぶ。

「全然点つかないですよ！」

「……なんだ？　一体どうしたっていうんだ？」

「おそらく電線か、本棟の配電機器がダメなのではないでしょうかー！」

「それだともう俺たちでどうにかできるレベルじゃないな。よし、もう一度言ってなんとかしてもらおう。このまま羽山に直じか談だん判ぱんに行くぞ！」
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「なんだ、もう壊したのか？」

「壊すなんてとんでもない！　照明を点つけただけで火花が飛んだんですよ！」

　ロウソク片手に羽山のところへ駆け込んだ俺たちは、電気の再修理を直訴していた。

「どちらにしろ、直したばかりでまたすぐにってのいうはムリだな」

「そこをどうにかなりませんか？　本当に死活問題なんですよ」

「ムリなものはムリだ」

　羽山はすげなくそう言い放つ。

「……分かり……ました。それなら、せめて食券はすぐにお願いします」

「それもそのうちな」

「そのうちじゃ困りますよ！　約束したじゃないですか！」

　今夜の分でもう、なけなしの金も食料も使い切ってるのに。

「言っただろう、考えるって。実現するのは来週かもしれないし、来月かもしれない」

「な……っ!?　ちょっと待ってくださいよ！　あの伝説のエクスカリバーですよ！　その報奨がこの程度って、そんなのおかしいじゃないですか！」

「あのなぁ、強く巨大な魔獣でもない、大変な問題を引き起こすアイテムでもない、世界に知られた偉人でもない。無害な聖剣を一本ひろって来るだけなんて、子供のお使いなんだよ。それならせいぜいこんなものだろ」

「そんな……」

　羽山は、わざとらしいため息をつく。

　エクスカリバーの報奨はもう終わった話。そういうことなのか。

「それにさぁ、電気くらいで大げさだよ。自分が若かった頃は電気くらい点つかなくても根性でなんとかしたもんだ。むしろ根性で光らせたから。足りてないんじゃないの？　根性が」

　羽山は水晶製のデスクライトをカチカチ明滅させながら言う。

「それこそアストラ並みの活躍でもすれば、すぐにでもなんとかしてやれるんだけどねえ。ま、そういうわけだから、この話はこれで終わりね」

「そんな……」

「────失礼します」

　絶句する俺たち。するとそこにやって来たのは──。

「……アストラ」

　魔法機関が誇るエース部隊。アストラの三人だった。

「いやいや悪いね来てもらっちゃって！　それにしてもすごい活躍ぶりだねぇ。実は君たちのファフニール探しを手伝わせて欲しくてね……っておい、何してる。雪城たちはとっととオンボロ寮に戻れ」

　こうして俺たちは再び、羽山の部屋を追い出された。
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　テーブルの上に乗せたロウソクたちの炎が、寂しげに揺らめく。

　もう一度たき火を起こす気力もなく、俺たちは旧寮の庭先に座り込んだままでいた。

「旧寮送りの狙いは自主退職だったんだな。だから電気は切れたまま、風ふ呂ろもキッチンも使えないんだ」

　そしてもちろん、それを本気で修理するつもりもない。

　そうやって追い込んでいくんだ。

　羽山がクルルを見て驚いたのも、とっくに旧寮から逃げ出してると思ってたからに違いない。

　木々の隙間からわずかに見える機関員寮には、照明の光が輝いている。

「今頃、楽しい歓談の最中なんでしょうね」

　そう言ってクルルが、静かにロウソクを手に取った。

「……あの建物は、よく燃えそうです」

「……ああ、本当だな」

　続いて俺も、ロウソクを手に立ち上がる。

「ダメだよ、二人とも」

　俺たちを止めるひかりの声もどこか元気がない。

　まあ、ムリもないけど。

「このままでは本当に、ゴーレムを売らなくてはいけなくなるですよ……」

　自慢のゴーレムを見て、クルルはため息をつく。

「……ボクも、実家に連れ戻されることになるのかな。それで……普通の女子機関員になって」

「あれ？　それはその方が良くない？」

「千隼くん！」

　この現状を回復するには、またアーティファクトを回収しなければならない。

　でも電気も点つかない、食べ物もない。

　機関制服を売った金も今夜ほとんど使い果たしてしまった。

　こんな状況でもう一度街中を駆け回っての回収なんて、できるのか？

「このままみんな、バラバラになってしまうですか……？」

　寂し気なクルルのそんな言葉に、いよいよ途方に暮れる俺たち。すると。

「……マリー？」

　マリーが、ゆっくりと立ち上がった。

「なんだよ？　どうしたんだ急に？」




「────わたしを封印すればいい」




「……は？」

　何を言ってるんだ？

「わたしは世界に名だたる傲慢プリンセスなんだろう？　ならば、良いい手柄となるに違いない」

「マリー。お前本気で言ってるのか？」

　世界のワガママ姫はそんなこと絶対言わないはずだ。

　それがなんで急に。

「愛する臣下に餓え死にされたなんてことになったら……嫌だからな」

「なんだよ、それ」

「わたしとて冗談で臣下になれと言ったわけではない。高貴なる者には責任があり、ハプスブルク家の者としてのプライドがある。このまま倒れゆく臣下を座して見ていることなど、できるものか」

　そう告げるマリーの表情は、ウソみたいに真面目そのものだ。

「そして。終わりは気高く、潔いさぎよくなければならない」

「……汚名返上はどうするんだよ」

「皆の抱く印象を変えることはできずとも、ここにいる三人の印象は変わっただろう？　あとは三人が伝えてくれないか。マリー・アントワネットも、そう悪いやつではなかったと」

　そこまで言って、思い出したかのように息をつくと。

「……ケーキもよく我慢したと」

　そう続けて、わずかにほほ笑んで見せた。

「お前たちと過ごした時間は、悪くなかったぞ」

　そしてマリーは、真っすぐに俺を見る。

「さあ。これが最後の命令…………いや、ワガママだ」

　その姿は本当に、世界に名だたる貴族のプリンセスだった。

「千隼。わたしを────封印しろ」

　手を伸ばすと、使い損ねたままの封印管のひんやりとした感覚が指先に伝わる。

　確かにマリーを回収すれば、現状に変化がおとずれるはずだ。

　俺は一歩踏み出して、手にした封印管をマリーに向けた。

　こういう展開は、これで二回目だ。

　あの時マリーは俺たちに、凱がい旋せん帰国を宣言したんだ。

　新たな名誉と共に、フランスへ帰るんだって。

　それを今度は、俺たちのために諦めるって……。

　そんなの、そんなの……。

「できるかよ」

　封印管を取り落とした俺は、そのままその場に崩れ落ちる。

「封印なんか、できるわけないだろ────ッ!!」

「千隼くん、泣かないで」

「まだギリギリ泣いてねえわ！　大体四人でパンの耳をかじりながらようやくアーティファクトを回収して、その結末がマリーの封印だったなんてことがあってたまるか!!」

　そんなこと、そんなことできるわけが……っ！

　悔しさに俺は、拳を握りしめる。

「……ん？　マリー？」

　そして薄闇の中、不意に見えた違和感に目を凝らす。

　マリーの右手に握られていたのは一本の────ナタ。

　ナタ……？

「おいマリー。お前まさかまた……やるつもりだったのか？」

「やるつもり？　一体何を言っている？」

「その右手のナタはなんだ？」

「右手の……？」

「お前この流れを計算してたな！　もし俺たちが『封印しよう』ってなった時は、そのナタで抵抗するつもりだったんだろ！」

「なっ、違う！　そんなわけないだろう！」

「それともあれか!?　そいつをチラつかせて『分かってるよな？　止めろよな』ってやつか！　この悪徳貴族め！」

「違う！　こればかりは本当に偶然だ！　お前たちが焼き討ちに向かうと言い出したから、わたしも武器を手に取っていたというだけだ！」

「「「…………」」」

「ええい、そんな目で見るな！　わたしは刃物など振ったこともないのだぞ！」

「そのわりには構えがサマになってんじゃねえか」

　なんだよこの展開。ちょっと泣きそうになってた俺の感動を返せ。

「……まあ、どちらにしろマリーの封印はできない」

「なぜだ？」

「汚名返上、それはマリー自身がなすべきことだ」

　俺たちがいくら言ったところで、本人不在のまま世界の評価が変わったりはしないだろう。

「……そうか。そうだな」

「それに、確かにマリーを封印すれば元の生活に戻れるかもしれない。けど、それで食べるケーキは違う。もう、おいしくない」

「千隼……」

「ナタ、持ってたけど」

「ひかり君もそんなカッコ悪いことは絶対しないよ！　マリーと一緒に戦ってみせてこそさ！　……ナタ、持ってたけど」

「私のゴーレムは犠牲の上に立ちません。マリーを守って名をあげるのです！　……ナタ、持ってましたけど」

「ナタナタ言うのはやめろ!!」

「おいバカ落ち着け！　危ないから振り回すんじゃない！」

「でも千隼くん、ボクたちこれからどうすればいいのかな？」

「そこなんだよな。考えてみればマリー・アントワネットを封印して渡しても、また適当に扱われて追い返される可能性がある。何せ旧寮は追い出し部屋なんだから」

　だからもっと、決定的な何かが欲しい。

　いい加減な対応だけで終われない、確かな報奨で報いなければいけなくなる、そんな圧倒的な活躍。

　そのためには、一体何が必要だ？

　何が……必要？




『────その時君たちに必要なものは、そろっている』




　それは確か、ノストラダムスの残した言葉。

「……そうか」

「千隼くん？　何か思いついたの？」

「ああ！　よし、すぐにでも作戦会議を始めるぞ！」

「どうするつもりなの？」

　身を乗り出してくる三人。

　俺はここに宣言する。

「みんな聞いてくれ。狙いは、ターゲットの強奪だ」

「強奪？」

「ああ。そして俺たちは────アストラを超える！」







[image: 第三章　反撃のアントワネット]

　旧寮の電気消失事件。その翌日。

　夕刻になると同時に、アストラがアーティファクト封印に動き出した。

　探していたのはファフニール。

　そう、マリーと出会ったあの日、俺やひかりの部屋をぶち壊したあのドラゴンだ。

　俺たちは今、アーティファクトを失ってもぬけの殻になった封印城の前にいる。

　ここが、今夜の戦いの舞台だ。

「ファフニールが機関員寮にブレスをぶち込んだのは、どうやらアストラが回収してきたアゾット剣が原因らしい」

「どういうことだ？」

「そもそもファフニールが封印されたのは、黄金のためなら身内も手にかけるような危ないヤツだったからなんだ。そしてアゾット剣は、黄金を生み出すアーティファクト」

「なるほどな、そういうことか」

「今朝封印城にそのアゾット剣や、本当はまだ見つかってない賢者の石なんかを再安置するって羽山が発表した」

「どっちも黄金を生む有名アイテムだね」

「ああ。一度封印城に戻されてしまったら奪い返すのは難しいし、ファフニールにすれば放っておけないだろう」

「場所と時間を公表して、おびき寄せるわけだな」

「そういうことだ」

「ですが、どうしてこれまで捕まえられなかったのでしょう」

「ファフニールは人間形態に変身できるんだとさ」

　だから俺たちも、どこかで人間形態に出会ってるかもな。

「そうなんですか。確かに人に化けて隠れたら見つけるのは難しいですね」

「機関の中心部からは少し離れてるけど、正面から乗り込んで来るかな？」

　封印城の大穴を見ながら、ひかりがこぼす。

「そこは……賭けるしかないな。寮にブレスをぶち込みに来るほどの、黄金への執着心に」

　辺りには、アストラの回収劇を一目見ようと集まって来た機関員たち。

　その視線が一点に集まり始める。

　アイテム再安置の下見をしてきたのだろう首席が、フェネクスを連れて封印城から出てきたところだった。

　荒事を想定してるんだろう、アメリの姿はない。

　ついに、この時が来た。

「……よし、行くぞ」

　仲間たちに声をかける。

「目的はアストラのターゲットを強奪し、文句なしの功績を叩たたき出だすことだ！　各自、作戦通りに！」

　そう告げて俺たちは、アストラへ向けて真っすぐに歩き出す。

「負けたら終わりなんだ。相手が首席でも慌てて道を開ける必要なんてないぞ」

「最初からそのつもりですよ」

「ひかり君はそんなカッコ悪いことしないよ」

「ハプスブルクの姫たるわたしが、なぜ道を開けねばならぬ」

　そうだったな、こいつらはこういうヤツらだった。今だけは頼もしいよ。

　四人、そのまま真っすぐに首席たちのもとへ。

　近づいていく距離。俺たちが避けるものと思っているのか、アストラの二人も道を譲る気はないらしい。

　だから俺はそのまま一歩も避けることなく、あえて真正面から首席にぶつかりに行く。

　そして俺の肩と首席の肩がドンッ！　と音を鳴らした。

　それでも俺たちは、無視して突き進む。

「……おい、お前たちどこへ向かうつもりだ」

　────かかった。

「封印城です」

「封印城？　行ってどうするつもりだ？」

「決まってるじゃないですか────ファフニールを封印します」

「お前たちがファフニールを？」

「はい。俺たちが回収します」

　それはアストラへの宣戦布告も同然だ。

　当然辺りの機関員たちはざわつき出す。

「確かにアーティファクトの封印回収は競争になっている。だが、我々は今日までヤツを追い続けてきた。お前たちは下がれ」

「いえ、俺たちに譲る気はありません」

　譲ればおしまいなんだ。

　俺たちはそのまま封印城へと歩き出す。

「おい、待て」

　それでも俺たちは一人として足を止めない。すると。

「止まりなさい」

　不敵な笑みを浮かべるフェネクスがついに、その長杖を俺たちに向けてきた。

「そこまでです。それ以上進むつもりなら、このフェネクスに魔法を使わせることになります」

　アストラの魔術士が放つ威圧感に、思わず息をのむ。

　口調は穏やかなまま。だけど、やってることは完全な脅迫だ。

「それでしたら、私が相手になるですよ」

　受けて立ったのは、クルルだった。

「おや、まさかこのフェネクスに挑むつもりですか」

「時間のムダだ。お前たちが我々アストラに勝てるはずがない」

　首席はやれやれと首を振る。

「……それなら試してみるですか？　勝負は一発。機関の主砲と呼ばれているあなたの一撃で、私のゴーレムを倒せるかどうか」

「くっくっく、なんと愚かな。首席、構いませんね？」

　おかしくてたまらないとフェネクスは笑い、首席は「しかたない」とため息をついた。

「いいだろう。力の差を教えてやれ」

「もちろんです。それでは始めましょう、決着はあっという間です」

　そう言ってフェネクスがローブを大きく払うと、機関員たちがざわめき始めた。

「おいおい勝てるわけないだろ」「何を言ってるんだあいつ、正気かよ」「バカじゃねーの。相手は機関の主砲だぞ」

　聞こえてくるのは、その無謀をあざ笑うものばかり。

　誰一人としてクルルの勝利、いや、健闘すら予想していない。

「……まさか、こんな日が来るとは思いもしませんでした」

　そんな中、フェネクスの正面に立ったクルルは静かに息をつく。

「これまではロマンを解かいせぬ者たちに笑いものにされてきたですよ。人形遊び、ガラクタ集めなどと言われたこともあります。ですが今ついに……活躍の時！」

　その瞳に確かな決意を乗せて、右腕を高らかに突き上げる！

「長き雌伏を打ち破り、屹きつ立りつせよ我が分身！　サモン──ゴールデンアーム・エンシェントモンスタァァァァー!!」

　クルル迫真の咆ほう哮こうと共に現れる魔法陣。

　小さな背中の後ろから、うなりを上げながらゴーレムがせり上がって来る。

　その姿はまさに、小さな主を守る古き守護者。

　迫力なら負けてない！

「立ちふさがるは最強の壁。フェネクス・エヴァー、あなたに突破できますか？」

　目前に迫るゴーレムに、しかしフェネクスは余裕を崩さない。

「石人形一つで我が魔法に立ち向かうとは愚かな。ならばその最後の姿を、しっかりと目に焼き付けておくといいでしょう」

　そう言って長杖を、ゴーレムに向けた。

　ローブがバサバサとはためき出し、杖つえの先に信じられない量の魔力が集束していく。

「さあ。愛するゴーレムとの、お別れの時間です」

　……来る。

　とんでもない威力の魔法が……来るッ!!

「灰かい燼じんに帰せ────第五元素極爆エーテルバースト」

「いくですよっ！　ゴールデンアーム・エンシェントモンスタ────ッ!!」

　杖つえから放出される膨大な魔力に、ゴーレムは右腕一本で立ち向かう。

　激突。濁流のような勢いで放たれ続けるフェネクスの魔法に、一瞬にしてゴーレムが押され出す。

　な、なんて威力だ……っ！　こんな規模の攻撃魔法、見たことないぞ！

　────でも。

「……負けてない。負けてないですよ！」

　そう、決して負けてない。これならいけるかもしれない！

「ふふ、ふふふふふ」

「クルル？　どうした？」

「いつの間にか私のゴーレムは、最強魔術士すら超えてしまっていたのですね」

「調子に乗るのはまだ早いぞ」

「ですが見てください！　アストラの魔法ですら崩せないのですよ！」

　そう言ってクルルはふんぞり返った。

「ついにこの時が来たのですよ！　これぞ最強！　これぞ無敵！　世界が私のゴーレムにひれ伏す瞬間を──」

　ビキッ!!

「…………」

「おい、今ビキッてなったよな？」

「な、なってないですよ」

　クルルがそう言った瞬間、何かが足元に転がってきた。

「……これ、ゴーレムの指じゃないか？」

「違うんじゃ……ないですかね」

「いやいや、これ弾はじけ飛んだゴーレムの指だろ！　ていうかヤバいぞクルル！　ゴーレムの姿勢が崩れ出した！」

「いえ大丈夫です！　このままなら耐え切れます！　やはり私のゴーレムは最強なんです！　無敵なんです！　これはもう、勝ったも同然ですよっ！」

「……それでは、フィナーレといきましょう」

「おおおおいッ!!　まだ全力じゃなかったみたいだぞッ!?」

「…………」

　白目をむくクルル。

　フェネクスがわずかに口くち端のはを上げ、魔法は威力を跳ね上げる。

　マズい。これがアストラの本気か！

「……ま、負けるな」

　クルルが、つぶやいた。

「負けるなああああっ！　私のゴーレム────ッ!!」

　絶叫と共に巻き起こる大爆発。

　衝撃波に舞った大量の粉ふん塵じんが辺りを覆いつくす。

「お、おいクルル！　大丈夫か!?　クルル、クルルーッ!!」

「くっくっく。どうやら、勝負ありのようですね」

　魔法が収束し、フェネクスは優雅に杖つえを下ろした。

「あっけない勝負だったな」「すごい……」「アストラの本気、ヤバすぎる……」

　誰も勝敗など語らない。

　あれだけの威力の魔法に、無事でいられるはずがない。

　パラパラと降り落ちてくる石片の中、誰もがそう判断した。

「────勝負あり。まさにその通りです」

「ク、クルル？」

　舞い上がった砂ぼこりが、風に消えていく。

　見えたのは、笑みを浮かべるクルル。そして──。

　そんなクルルが愛してやまない、一体のゴーレム。

「た、耐えた？」「こらえたぞ！」「アストラの魔法をしのぎやがった！」

　ヒザを突き、指をなくし、傷だらけになって、それでもゴーレムは生き残った。

「勝ちました……私のゴーレムが、アストラに勝ちましたよ……っ！」

　その姿を見てクルルは絞り出すような声を上げた。

「……千ち隼はやさん」

　勝敗を分けたのは、クルルの借金の元凶。

　奇跡の金属オリハルコン。

　クルルは最強の一撃に耐え抜いたゴーレムに、小さな手でそっと触れると──。

「次は、次は……千隼さんの番ですっ！」

　震える声で、そう叫んだ。

「アストラが、力比べに負けただと？」

　フェネクスの敗北に、かすかな驚きを見せる首席。

　任せろクルル。この隙を逃す俺じゃない！

「驚いている場合ですか？　次は、首席の番ですよ」

「あまり……調子に乗るなよ」

　首席の目が、一気にその鋭さを増した。

「偶然ひろった勝利に浮かれるなど、愚の骨頂だ」

「偶然かどうかはこれから証明しますよ。俺は首席に、一騎打ちを申し込みます！」

「一騎打ち!?　どうして!?」「首席相手じゃ勝ち目なんてないぞ！」「無謀にもほどがある！」

　俺の言葉に、機関員たちが驚きの声を上げる。

「正気か？」

「もちろんです。相手の一番得意なもので勝負しないと、意味がないでしょう？」

「……いいだろう。ならばお前に力の違いというものを教えてやるッ!!」

　首席は俱く利り伽か羅らの柄に手を添えると、そっと片足を引いた。

　あまりの迫力に、あれだけ騒いでいた周りの機関員たちが一斉に黙り込む。

「武器はいらないのか？」

「とっておきがあるのでご心配なく。それより一対一の真剣勝負を────正々堂々やりましょう」

　陽が落ち、静まり返る封印城前。

　その緊張が限界まで張り詰めた、その瞬間。

　さあ────勝負だ!!

　俺と首席は、同時に走り出した。

　首席は緩い弧を描くような軌道で迫り来る。

　それは足の運び一つとっても完璧な、まさに最強の剣士。

　────来るッ！

　首席の手が、腰に提げた魔剣をつかむ。

　相手は徳とく川がわの名を冠する剣の王者にして、魔法機関の首席。

　そしてその手には炎の魔剣。

　それは不動明王の象徴とされ、封印されずにいるのがおかしいくらいの反則アイテム。

　そう、そんな炎の『魔剣』に対抗するには……アレしかないッ!!

「……そういうことですか！　千隼さん、あの剣をここで……っ！」

　聞こえてくるクルルの声。

　俺はそれに応えるように右手を伸ばすと──。

「────チェンジリング!!」

　魔法を発動。

　生まれた幻影が一気にその形を鮮明化させていく。

　次の瞬間俺の手に収まるのは、見覚えのある一本の剣。

「な、んだとッ!?　その剣はまさかッ!?」

　首席の表情が一変し、機関員たちが驚きよう愕がくの声を上げる。

　そうだろう、驚くのも当然だっ！

「……エクスカリバーじゃないです？」

　そう、エクスカリバーなんかじゃない。

　俺の手にあるのは──！

「私の俱く利り伽か羅らではないかぁぁぁぁ────ッ!?」

　その通り！　魔法を発動した俺の手には首席の俱く利り伽か羅ら。

「い、一体これはどういうことだッ!?」

　そして俱く利り伽か羅らを奪われた首席の手には、俺の────練乳。

「ま、待て！　なんだこれは!?　おいちょっと待てっ！」

　まさかの事態に、首席は練乳を手にしたまま慌てふためく。

「……千隼さん、まさか」

　ああそのまさかだ！

　最強の剣士である首席に勝つには、剣を持っていない無防備な状態にして魔剣でぶっ叩たたけばいい！

　さっき正面から首席に肩をぶつけたのは、俱く利り伽か羅らにマークするため。

　一騎打ちと前フリしたのもこのためだ！

　いくら首席が強くても、魔剣持ちの俺に練乳なんかで勝てるわけねえだろっ！

「おい待て！　待てと言っているだろっ！」

「問答無用ォォォォッ！」

「私の俱く利り伽か羅らを返せええええ────ッ!!」

「行くぞ!!　紅ぐ蓮れんなんとかァァァァァァァァ────────ッ!!」

　俺の放った俱く利り伽か羅らの横薙なぎが、豪快な爆発を巻き起こす！

「うわああああああああああッ!!」

　燃え上がる爆炎、吹き荒れる爆風。首席はゴロゴロとバウンドしながら地面を転がっていく。

　そして沈黙。首席の手から、練乳が転がり落ちる。

「…………勝った」

　誰がどう見ても、完全勝利だ。

「勝ったぞォォォォォォォォ────ッ!!」

「ひ、ひでえ……」「一騎打ちを申し込んでおいてこれかよ」「きったねえ。プライドはないのか」

　機関員たちはドン引きだ。

　なんとでも言え。ただ、お前らに一つだけ聞かせてもらう。

「────プライドで、電気が点つくのかよ」

　そう、これは電気を通すために必要なこと。

　よその誰に何を言われても関係ない！

「よーし！　ファフニールに挑むのは俺たちだあっ!!」

　叫んで俺は、頼れる仲間たちの方へと振り返る！

「「「…………」」」

　三人は同時に視線を外した。

「お前たちだけはそういうことするなよ！」

「そ、それはこっちのセリフですよ！　首席は任せろとだけ聞いていたから託したのに、まさかこんな勝ち方だなんて！　迫真の『次は千隼さんの番です！』からアレでは恥ずかしくて仕方ないですよ！　まるで私が仕向けたみたいじゃないですか！」

「負けられない以上仕方ないだろ！」

　そもそも俺はブリテン島と関係がないんだぞ！

　エクスカリバーは使えないんだよ！

「……千隼よ、あまりわたしの名声を落とすようなことをしてくれるな」

「もう少し、カッコいいのが良かった」

　お前らなぁ……。

「とにかく勝負には勝ったんだ。すぐに準備して封印城内でファフニールを待とう。クルルもすぐにゴーレムの再調整を……ッ!?」

「「「ッ!!」」」

　突然、吹き荒れ始めた強風。

　マズい。この感じは……知ってるぞ！

　慌てて振り返る。すると大きな翼をはばたかせるドラゴンが、目前を横切って行った。

「マズいぞ。思ったより全然早い！　どれだけ黄金に目がないんだよ！」

　こいつもマリーやクルル、ひかりと同じ我慢のできないタイプだったか！

「グオオオオオオオオオオオオ────────ッ!!」

　大きな縦の旋回を見せたファフニールの咆ほう哮こうが、封印城前に響き渡る。

「千隼、どうするっ!?」

　相手は伝説の魔獣。そしてゴーレムは使えそうにない。

　このまま準備なしでぶつかるのは、さすがに厳しすぎる。

　……でも。

「もう引き返してる暇はない。そんなことをすればアストラが回収して終わりだ」

「では、行くのだな」

「ああ、このまま勝負をかける。行くぞみんな……これが最後の戦いだっ!!」

　俺はそう宣言し、俱く利り伽か羅らを手にしたままファフニールへと走り出す！

「お、おい！　いくら俱く利り伽か羅らでも、あんなのよほどの使い手じゃないと勝てっこないぞ！」

　聞こえてくる機関員の忠告。

　分かってる。でも、距離を縮めないことには勝負にもならないんだ！

　すると次の瞬間。低空に留まるファフニールの口内に強い光が瞬またたき始めた。

　ヤバい！　ブレスが来るッ!!

　発射。光弾は俺の真横を通り過ぎ、封印城の手前に盛大な爆炎を上げる。

「うおおっ!!」

　続けて二発目。着弾は手前数メートル。強烈な爆風が身体からだをなめていく。

　な、なんて威力だ！　でもまだだ！　まだ仕掛けるには遠い！

　俺はがむしゃらに走り続ける。

　そして、ファフニールと目が合った。

「ま、ずいッ!!」

　再びその口内に集束していく危険な輝き。

　狙いは俺だ、間違いない！

　でも、もう足を止めるわけにはいかない！　このまま、このまま勝負だッ!!

　放たれる三発目のブレス。迫り来る光弾は上方正面から。

　右か、左か……どっちだ!?　どっちに避ければいい!?

　それは命がけの選択肢。

　……いや、行くなら前だ！　死ぬ気で飛び込めぇぇぇぇッ!!

「うおおおおおおおおおお────ッ!!」

　発射されたブレスは、そのまま一直線に迫り来る。

　巻き起こる大きな爆発は……後方。

　ブレスはまさに頭上スレスレをかすめて行った。

　回避……成功だっ！　行くぞ、勝負をかけるならここしかないッ!!

「千隼くんっ！　お願いっ！」

　同じく動き出していたひかりが、そいつをパスしてくる。

　タイミングは最高だっ！

　俺は俱く利り伽か羅らを手にしたまま、そいつをファフニールの頭上めがけて全力で投とう擲てきする──ッ！

「こいつで、勝負だああああーッ!!」

「……なんだ、あれは？」

　それに気づいた機関員が声を上げ、ファフニールすらその存在に視線を奪われる。

　すると次の瞬間紫紺の大空に現れたのは、縮小化の魔法を解いた────マリー・アントワネット。

「急に女の子が!?　でも、あんな武器じゃ！」

　その手には、一本のナタ。

　その通り。あれじゃファフニールには勝てない。

　そこで、俺の魔法だ。

　効果は、相手の持っている物と自分の持っている物の交換。

　これは考え方を変えれば、もう一つの使い方が見えてくる。

　そう。相手の武器を奪う形でなく、送り込む形だ！

「────チェンジリング！」

　小型化したマリーを手にした時に、マークはすでに変更済み。

　俺の手から俱く利り伽か羅らが消え、ナタが現れる。

　同時にマリーの手からナタが消え、魔剣・俱く利り伽か羅らが握られる。

　これでファフニール相手にも劣らない武器が、マリーの手に渡ったことになる！

　でもまだだ、まだこれで終わりじゃない！

　この勝負を決定づけるのは、マリーの魔法なんだ！

「────グランディール!!」

　響き渡る声、発動する巨大化魔法。

　マリーは中空で一瞬にして、目前のドラゴンに迫るほどの大きさになる。

　……白金の長い髪が、一斉に広がった。

　輝く青い瞳で魔獣を捉え、手にした魔剣を振り上げる。

　マリーの巨大化はわずか数秒だが、身に着けた物ごと大きくなる。

　そう、送り込んだ俱く利り伽か羅らもマリーのサイズに変換されるんだっ！

　チャンスは一度きり、制限時間はわずか数秒。

　空を行くその勇壮な姿に、誰もが視線を奪われる。

　美しき剣姫の迫力は、まさに圧倒的だ！

「……さあ、舞台は整ったぞ」




『────我が名はマリー。マリー・アントワネット』

　出会いは、本当に突然だったな。

『────我が臣下となって、共にこの汚名を返上するのだ！』

　いきなり臣下になれって、しがみついてきたかと思えば。

『────わたしは絶対にケーキを食べない！　そして千隼もだ！』

　ひどい誓約を俺にまで押し付けやがって。

『────我が華麗なる反撃譚たんを、しっかりと世に知らしめるのだぞ』

　プライドばっかり高くて、人を好き勝手振り回してさあ。それなのに。

『────これが最後のワガママだ。千隼、わたしを封印しろ』

　急に、こんなこと言い出して。

　本当にとんでもねえよ、このお姫さまは…………でも。




「行け、マリー」

　思わず声がこぼれた。

　汚名返上。それはマリー自身がなさなければならないこと。

　そしてきっと簡単なことじゃない。

　だから皆の目に焼きつけてやれ！　この街のために戦う姫の雄姿を！　度肝を抜く最高の一撃を！

　そして刻み込むんだ、汚名返上の第一歩を！

　マリー・アントワネットの新たな伝説を────っ！

「「「いっけええええええええええええ────────ッ!!」」」

「ハアアアアアアアアアア────────ッ!!」

　俺たちの叫びに押されるように、マリーが今、目前の巨大な魔獣に魔剣・俱く利り伽か羅らを振り下ろす──!!

　スカッ!!

「…………は？」

　響く豪快な風切り音。

　俱く利り伽か羅らの切っ先が、ファフニールの目の前を通り過ぎていった。

　完全な、空振りだ。

「お、おおおおおおおおいッ!!　お前なんでこの流れ、そのサイズ感で外すんだよォォォォッ!!」




『────刃物など振ったこともないのだぞ！』




「……あ、ヤベ」

　言ってた。

　確かにそんなこと言ってたああああッ!!

　特攻をかけたマリーはもう止まれない。

　勢いはそのままに、頭からファフニールヘ突っ込んでいく。

　ゴスッ!!　顔面にぶち当る強烈な頭突きで、ファフニールは地に落ちた。

　マリーはそのまま上にのしかかる。

　鳴り渡る地響き。でも、どう見ても打倒までには至ってない！

　マズい！　これはマズいぞッ！

　大慌てで走り出す。

　元の大きさに戻ってしまったマリーは、動けずにいる。

　対して地面でもがいていたファフニールはどうにか身体からだを起こし、マリーへ向けてその巨大な口を開いた。

　瞬またたく、緑光。

　大きな閃ひらめきと共に、俺の部屋を消し飛ばしたブレスが放たれる──。

「待ちやがれコラァァァァァァァァ────ッ!!」

　俺はそのままマリーの前に躍り出た。

　まばゆい光が、容赦なく一面を照らし出す。

「う、おおおおおおおお────ッ!!」

「千隼……千隼ァァァァ────ッ!!」

　マリーの叫び声が響いたその直後、巻き起こる盛大な爆発。

　視界は一瞬で猛烈な爆炎に埋め尽くされた。

　揺れる炎。晴れていく砂煙。

　そして、振り上げたままの剣。

　それはマリーの手から放れた炎のアーティファクト。

　俺はブレスを切り払った俱く梨り伽か羅らを放り出し、封印管を突き付ける！

「ファフニール……封印だああああああああ────っ!!」
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　起動。空間を捻ねじ曲まげるほどの力で、巨大な竜が吸い込まれていく。

　渦巻く強烈な風。

　せわしなく明滅を繰り返す封印管。

　その震えがやがて、止まる。

　ファフニールは、ウソのように視界から消え去っていた。

　紫色の空の下、封印城前は静まり返る。

「……やった。やったぞおおおおおおおおおお────────ッ!!」

　叫んで振り返った瞬間、全員が俺に飛び込んで来た！

「うおおッ!?」

　そのまま三人に押し倒される。

「やったな千隼!!」「すごいよ千隼くんっ！」「やりましたよ千隼さん！」

「お、おいっ！　お前ら、重いから全員で乗っかるんじゃない！」

　三人はギューギューとめちゃくちゃに抱き着いたまま離れない。

　おいコラ、息ができないだろ！

　……でもそうか、そうだな。

　ファフニールはもういない。俺たちはやったんだ！

　アストラの追い続けていたアーティファクトを、回収してみせたんだっ!!





◆






　魔獣ファフニールの封印回収。

　俺たちの起こした奇跡に、機関員たちは色めき立っていた。

　マリーもひかりもクルルも、もちろん俺も。興奮が止まらない。

　本当にやったんだ……俺たちが……俺たちが！




「────この時を、お待ちになられていたの」




　しかしよろこびの空気は、一瞬で緊張へと変わる。

「……この、声はっ!?」

　聞こえて来たのは、戦いの場にまるでそぐわない可愛かわいらしい声。

　慌てて身体からだを起こす。そこにいたのは三人目のアストラ。

「瀬せ名なアメリ……っ」

　硬直したままでいる俺たちを見ながら、アメリは屈託のない笑みを浮かべた。

「お久しぶりだね。ええと……千隼くんだったかな？」

　あまりに完璧なタイミング。

　相手は、不可避のテンプテーション使い。

　封印管が誰の手にあるかを確認して、アメリも、そして機関員たちもすぐに最終的な勝者を理解する。

「……ここまでか」「やっぱり競争になったらアメリには勝てないんだな」「まあアストラ相手にがんばった方なんじゃねえの？」

　聞こえてくる機関員たちの声。

　その中でアメリは、挑発するような笑みをマリーに向けた。

「くっ！」

　マリーが悔しそうに拳を握る。

「あっ、動いちゃダメだよ。アメリ様の一言で四人をケンカさせちゃうことだってできるんだから。くすくす」

　その言葉に全てが封じられてしまう。

　もう、身動き一つ許されない。

「すっごくがんばってたみたいだけど、やっぱり最後はぜーんぶアメリ様のものになっちゃうんだよね。ふふ、おつかれさま」

　発せられる勝利宣言。

　まっすぐ俺たちのもとにやって来たアメリは、まるで「それが当然」とばかりに手を伸ばした。そして。

「それ、ちょうだい」

　可愛かわいらしい仕草と共に発動する、誘惑の魔法。

　敗北を知らない十一歳の天才。瀬名アメリは、勝利を一切疑わない余裕の表情でそう言い放った。

　……終わった。

　愛らしい仕草で放たれた必殺の言葉に、その場にいた誰もがそう確信する。




「────それは、できないな」




「……え？」

　返されたまさかの言葉に、アメリは硬直する。

「ど、どうして……？　ちょうだい！　それ、アメリにちょうだい！」

「これは、あげられない」

「なんで!?　どうして!?　アメリが、アメリがちょうだいって言ってるんだよっ!?」

　相手さえ間違えなければ、その効果は絶対。

　それにもかかわらず再びお願いを断られたアメリは、取り乱し始めた。

　……来た。

　来やがったぞ、この時が！

　間違いない！　今こそが最高の見せ場だ！

　決めてやれ、風かざ花はなひかりっ!!

「その魔法はもう、見切らせてもらったよ」

　そう言ってレイピアを抜き放ったひかりは、これまで見せられた何百回を余裕で超える、完璧なポーズを決める。

「絶対無比のテンプテーションも────風花ひかりにおまかせさ！」

　男になら必中のその魔法も、外見を魔法で変えているだけのひかりには通じない。

「マ、マジかよおいッ！」「なんだあいつ、すげえ！」「テンプテーションを……破りやがった！」

　しかしそんな事実を知らない機関員たちは、素直に歓声を上げる。

「そ、そんな……どうして」

　アメリはその場に崩れ落ちた。

　回収したアーティファクトを守るだけなら、クルルかマリーに持たせておけばいい。

　でも、それだけじゃダメだ。

　俺たちの狙いはアストラに完勝すること。

　機関員たちの話題になるような大仕事を成して、その報奨を確実に手にすることなんだ。

　そしてアストラ全員に勝利するには、『男』がアメリに勝つこの流れが必要だった。

　そう。『この時をお待ちになられていた』のは、俺たちの方だったんだよ。瀬名アメリ！

　ひかりと決めるハイタッチ。思わず笑みがこぼれる。

「あいつら……アストラに完勝しやがった！」

　呆ぼう然ぜんとしているアストラの面々を前に、機関員たちがわき上がる。

　これでこの回収劇はアストラを超えた最高の結果として、文句なしの評判を生むはずだ。

「さあみんな、帰ろうぜ。一日も早く報奨をもらわないといけないからな」

　完全勝利をあげた俺たちは、封印城を後にする。

　先頭を得意げな笑みで歩くマリー、変身が役に立ってうれしそうに飛び跳ねるひかり、そしてゴーレムの肩に座って「ほら見たことか」と胸を張るクルル。

　辺りを囲んでいた機関員たちが、自然と道を開けていく。

　なんだか、ほほ笑ましくて恥ずかしい。

「あ、千隼くん」

　すると、スキップしていたひかりが不意に足を止めた。

「その剣、ボクが首席に返してくるよ」

「ん？　ああこれか。頼む」

　手にしていた魔剣を渡すと、ひかりは走り出した。

　そして座り込んだままでいた首席の前にヒザを突き、俱く利り伽か羅らを差し出す。

「首席、勝手に借りてしまってごめんなさい」

「わ、私の俱く利り伽か羅らっ！」

　首席は慌てて魔剣を抱きしめる。

「ふがいない。魔法機関の首席でありながら私は……っ。こ、こうなったら切腹して責任を────っ！」

「うわあ！　待って待って！　待ってください！　ボクは首席であろうとなかろうと関係ないと思うんです！」

「……どういう……ことだ？」

「大切なことは、アーティファクトを回収して街の人たちを助けること。そして今日のことで首席には、アストラだけでなく他にも頼れる機関員がいることが分かったんじゃないかって、ボクは思うんです」

　そう言って、ひかりは手を差し伸べる。

「これからも、がんばりましょう」

「そうか……そうだな」

　そして立ち上がった首席にとびきり爽やかな笑みを見せると、俺たちのところに颯さつ爽そうと駆け戻ってきた。

「……ひかり」

「なに？　千隼くん」

「今のは本当にちょっと、カッコよかったかもしれない」

「えっ、本当!?」

「ああ。でも……俺はやっぱ女の子バージョンの方がいい」

「一度持ち上げておいてなんてことを言うのさ！」
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　ファフニール封印回収の翌日。

　魔法機関の本棟ホールへと続くロビーでは、熱い視線が注がれていた。

　そう、俺たちに。

「おい、あいつらだろ」「アストラに勝ったっていう」「ファフニールまで封印したんだろ？　すげえな」

　昨日の今日だけあって、アストラ超えがしっかり話題になってる。

　さすがにまだ一部の間の話題って感じだけど、これなら十分に目的が果たせそうだ。

　そんな状況にひかりとクルル、しれっと付いてきたマリーの三人は、これでもかってくらい得意げに胸を張る。

　まったく、恥ずかしいヤツらだ。

「なるほど、あれが噂うわさの────雪ゆき城しろ組か」

　やめて！　それだと俺がその恥ずかしいヤツらを率いてるみたいじゃないか！

「おや、あなた達は」

　そんな俺たちに声をかけてきたのは、フェネクス・エヴァー。

　変わらず悠然とした笑みを浮かべたままやって来る。

　昨日の今日だっていうのに、勝ち負けに大した執着もないみたいだ。

　この魔術士は一体何者で、何を考えているんだろう……本当に底が知れないな。恐ろしい。

「昨日はお見事でした」

「フフ、あなたの魔法もまあまあだったですよ」

　いや、なんでクルルまで急に強者感を出し始めるんだよ。

「覚えておきましょう、あなたのゴーレム…………サーモン？」

「だからその略し方はやめてください！　ゴールデンアーム・エンシェントモンスターですよ！」

「ごーる……えん……？」

「ゴールデンアーム・エンシェントモンスターです」

「……ごーる……えん……？」

「あ、あなたアストラですよね!?　記憶力どうなってるですか！」

「…………記憶力？」

「記憶力は分かるでしょう！　それだけ黒幕っぽい雰囲気を出しておいてバカが過ぎませんか!?　あのフェネクスに勝ったゴーレム使いを名乗りたいんですから、もっとしっかりするですよ！」

　クルルに襟元をつかまれて、フェネクスはガックンガックン肩を揺らす。

　あれ？　なんか底、浅いっぽい。

「おい佐藤、そんなところで何をやっている」

　するとそんな俺たちのところにやって来たのは首席、徳とく川がわ麟りん。

「……首席。フェネクスです」

「何を言っている、お前は佐藤ではないか。佐藤──」

「フェネクスです！」

　フェネクスは首席の口をふさごうとして、あっさりかわされる。

「……あの、もしかしてフェネクスの苗みよう字じって佐藤なんですか？　佐藤フェネクス・エヴァーなんですか？」

　クルルの問いに、首席は首を振る。

　あれ、違うのか？

「いや、フェネクスは自称だ」

「名前ですらないのですか」

「フェネクスです！　これ以上その名前を口にする者は……撃ちます！」

　よし、底が見えたな。こいつもヤベえヤツだわ。

　かたくなに自分はフェネクスだって言い続けてる、ヤベえ佐藤だわ。

「退け退け！　道を開けろ！」

　俺が苦笑いをしていると、ロビーが急に騒がしくなる。

　続け様にどこかで見た男たちが、そのど真ん中を突っ切って来た。

　後に続いてやって来たのは、十一歳の天才。瀬せ名なアメリ。

　今日も肩で風を切り、自信満々の表情で歩いてきて──。

「……う」

　ひかりを見つけた途端に、その足を止めた。

「ニヤニヤニヤ」

「こらマリー、挑発するような笑いを浮かべるんじゃない」

　するとそんなマリーを見て、不機嫌そうに視線をそらすと──。

「ふんっ」

　顔を背け、そのまま俺たちを迂う回かいするようにロビーを出て行ってしまう。

「見たか千ち隼はや！　わはははは！　正義が勝利した瞬間だ！」

「お前は何もしてないだろ。アメリを止めたのはひかりだし……剣は外すし」

「な、何を言う。わたしの勝利もひかりの勝利も、全てわたしのものだ！」

「悪徳貴族じゃねーか」

「悪徳ではない！」

　始まるいつものやり合い。

　一方機関員たちは、ざわめいていた。

「おい見ろよ、あのアメリが」「おお……すげえ」「テンプテーション撃破、カッコよかったよなぁ」

「ち、千隼くん。い、い、今の聞いたっ!?　ボクのことカッコいいって！」

「ああ、聞こえたよ」

「も、もっと。もっと言って。ひひ、うひひひひ」

「やめろみっともない」

　ひかりは白目をむきながら恍こう惚こつの表情を浮かべる。

　それでも三人の中ではまともだと思ってたけど、やっぱり一番ヤバいのはこいつなんじゃないか？

「風かざ花はなひかり」

　そんなひかりに、首席が声をかける。

「君に感謝する。徳川という名前や首席という立場もあり、これまで私に意見してくる者、助けようとする者などいなかった。だから、うれしかった。そして何より──」

　そう言ってあの能面のような首席が、薄く笑みを浮かべた。

「あの時のひかりは、とても恰かつ好こう良かった」

「かっこ……っ！」

　う、うわあ。

　首席から褒められて、いよいよひかりの顔が人様にお見せできないものに……っ。

「そして私は決めた。風花ひかり」

「は、はひぃ！　もっと、もっとください！　お願いしますぅぅぅぅっ！」

「私は君と────結婚する」

「「「「…………え？」」」」

　今、なんて言った？

「私はひかりと結婚する。そしてここに永遠の愛を誓おう────身命を賭として！」

「ええええええええええ────────ッ!?」

「さあ、もうここに婚姻届けの準備はできている。すぐに役所へ提出に向かうぞ！」

　そう言って首席は、すでに枠内が埋まり切っている緑色の枠線の紙を取り出した。

　うわ、本物の婚姻届けだ。

「さあひかり早く行こう。早く！」

「待って！　こんなのボクの知ってる首席じゃない！　目が怖い！　息が荒い！」

「はあはあはあ……っ！　もう離さないぞ！　身命を賭として！」

「そして握力がとても強い！　全然放れないよ！」

「……よ、良かったなひかり。じゃあ俺たちは旧寮に戻ってるから」

「ちょっと待って千隼くん！　このままだと大変なことになっちゃうよ！」

「ごちそうが出るなら、二次会には呼んでくれよな」

「ね、ねえ待ってよ！　ボクたちは仲間だよねっ!?」

「ああもちろん。でも、恋愛の形は自由だから」

「ちょっと待って！　置いていかないで！　助けてマリー!!」

「なんだ、政略結婚などめずらしくもない」

「助けてクルル!!」

「ですから、ゴールデンアーム・エンシェントモンスターですよ」

「まだそれやってたの!?　ねえ待って！　お願いだから待ってよー!!」

　まあこればかりは二人の問題だからな。しかたない。

　連行されていくひかりを横目に、俺たちはそのままロビーを後にする。

　────すると。

「見つけた！　雪城！」

　……今度はなんだよ。

　呼ばれて振り返ると、慌てた様子で駆け寄ってきた羽はね山やまが俺の腕をつかんだ。

　そしてそのままロビーの端へと引っ張っていく。

「ちょっとちょっと、なんですか？」

「聞いたよ。アストラ超えの活躍なんてすごいじゃないか。なんでも指揮を執ったのは雪城なんだってな」

「まあ、一応」

　なんだ急になれなれしい。一体どうしたっていうんだ。

「そこで一つ、雪城にいい話があるんだ」

「いい話？」

「ああ。雪城────寮に戻らないか？」

「……寮に？」

「ああ。ちょうど一つだけ部屋を空けられそうなんだ。それでそこに雪城をどうかと思っていてな」

　寮に戻れる……？

　もしそうなれば、生活は一気に楽になる。

　冷蔵庫から特製チーズケーキを取り出して、ベッドでゴロゴロしながら食べるような毎日に戻れる。

　それにもう、奪い取ったトングでパン屋の店長と戦わなくてもよくなるんだ。

　そんなの、そんなの最高じゃないか！

　……ただ。

「それは、俺だけですか？」

「もちろん！　一人で使うには少し広いくらいのいい部屋だぞ！　その代わり、アーティファクト回収の際には羽山に手伝ってもらったっていうことだけ言ってもらえれば──」

「そうですか。それなら俺は……旧寮のままでいいです」

「はっ!?　お前、何を言って。だってあそこは隔離──」

　驚きに硬直する羽山にそう言い残して、俺は歩き出す。

「お、おい待ってくれ雪城！」

「おっとそうだ、忘れてた」

　足を止めて、振り返る。

「な、なんだ？　なんでも言ってくれ！」

「電気と食券は忘れずにお願いしますよ。今度こそ、ね」





◆






　夕刻を迎え、俺たち三人は旧寮でたき火を囲んでいた。

「あ、ひかりさん戻ってきましたよ」

　クルルが指さした先には、息と服が乱れまくったひかりの姿。

「「「おめでとうございます」」」

「なにがおめでとうなのさ！」

「だって完全に事後みたいだし……もう式は挙げてきたのか？」

「そんなわけないでしょう！　役所の目の前で『気になってる人がいる』って言って逃げてきたんだよ！」

　役所の前までは連れて行かれたのか。

　まあまあギリギリのところまで行ったなぁ。

「それで首席はなんて？」

「ならば戦いだ。どんな手を使ってでも、私はその者を排除するって」

「ふーん」

　なるほど、うまいこと回避したもんだ。

「……なんだよ」

「なんでもない」

　なぜだかひかりは、申し訳なさそうに視線をそらす。

「……あ、あのさ。千隼くんは、ボクが結婚してもいいの？」

「おめでとうございます」

「もーっ！　なんでそういうこと言えるのさ！」

　そう叫んでひかりは、俺の胸元をつかむ。

　そして目の前で、あの超絶美少女ひかりちゃんに変身した。

　うわ！　やっぱりかわいい！

「結婚……してもいいの？」

「ダメに決まってんだろ！」

「っ！　あ……う、も、もうもう！　千隼くんのバカッ!!」

「痛ッ！　おいなんだよ急に!?」

　怒ってるんだか笑ってるんだか分からない、不思議な顔をしているひかりをどうにか抑えて座らせる。

「よし、ひかりも戻って来たし夕飯にしようぜ！　今夜は食堂からテイクアウトしてきたごちそうがたんまりだぞ！」

「「「ッ!!」」」

　さっそく並んだ三人は、ナイフとフォークでテーブルをカンカン鳴らし出す。

　まったく現金なもんだ。

　今夜はテーブルの上に一人三品。これはもう奇跡と言っていい。

　そしてもちろんそれは、この瞬間のためだ！

「よーし、そろそろ時間だな。今度こそ、今度こそ電気が復活するぞ！」

　ついにこの時がやって来た。時刻は十八時ちょうど。

　思わず全員が、旧寮を見つめながら息をのむ。

　すると最初に一つ、リビングに電気が点ついた。

　それから一気に、パパパパパッとまばゆい光が灯ともっていく。

「おお……」

　そしてマリーのため息から五秒、十秒、十五秒……。

「……消え、ないね」

「ああ、消えぬな」

　夜の森に輝く暖かな光は、もう消えない。

　俺たちはそのままなんとなく、旧寮を眺めたままでいた。

「……ふぉんぼぼびょうふぁら──」

「クルル、食べ物をかき込みながら話すな」

　せっかくの感動が台無しじゃねえか。

「ごっくん。オンボロ寮から始めるというのも、悪くないかもしれないですね」

「……ああ、そうだな」

「ここからがんばって、いつか……立派なオンボロ寮にするですよ」

「立派なオンボロ寮ってなんだよ」

「キレイになってしまうとゴーレムが映えないのですよ」

「ほ、本当にお前というヤツは……それならガレージだけ廃はい墟きよにしとけばいいだろ」

「あ、その手がありますね」

　クルルはあっさりと納得する。それでいいのか。

　でも、そうだな。

　少しずつ改善していけばいいんだ、俺たちの手で。

「……よし、決めたぞ」

　すると俺たちの話を聞いていたマリーが、思い立ったように振り返る。

「汚名を返上しての凱がい旋せん。その時は四人一緒だ！　皆で行こう！」

「つ、ついにボクがフランスの貴公子に!?　それすごくいいよ！」

「芸術の都で新たなゴーレムの可能性が！　最高ですね！」

　まったくこいつらは。

　本当に、本当に相変わらずだ。

「でも、汚名返上の道はまだまだ長そうだぞ？」

「そんなことはない。現に千隼にはもう、最初のわたしとは違って見えているだろう？」

「……そうだな。俺の知ったマリー・アントワネットは……」

「マリー・アントワネットは……なんだ？」

「とにかくプライドが高くて」

「…………おい」

「まあまあワガママで」

「それではほとんど変わっていないではないか！」

「…………面白いやつだよ」

　それを聞いてマリーは、フフッと楽しそうに笑う。そして。

「千隼。本当にお前でよかった」

　そうつぶやいた。

「やはりこの目に狂いはなかった。我が壮大な野望には、雪城千隼が必要だ」

「……まあ、なんだ。汚名返上の手伝いくらいなら────やってやるよ」

「ふふ、そうか」

　マリーは満足そうにうなずいて、俺の前に立つ。

　出会ったあの日と同じように右手を伸ばし、青い目を真っすぐに向けてきた。

「ならば、今一度問おう」

　その輝きにもう一度、目を奪われる。




「────雪城千隼よ！　我が臣下となりて、共にこの汚名を返上するのだ！」




　俺はお姫様を守る騎士のように片ヒザを突き、うやうやしく顔を上げる。

「麗しのマリー・アントワネット様」

「うむ！」

　青紫色に染まる空、旧寮が放つ橙だいだい色いろの光。

　そして仲間たちの前で、俺は。

「謹んで────お断りいたします」

「ちはやー！　なぜだ!?　なぜこの流れでそんなことが言える！」

「うるさい！　お前の臣下になったら甘い物が食えないだろうがッ！」

「あ、そうだ。甘い物と言えば聖女さんからまたケーキをもらってたんだ」

「だからなんでひかりはケーキばっかりもらってくるんだよ！」

「いただきます」

「クルルもたまには遠慮しろーっ！」

「……ならんぞ、千隼」

「くっ、放せマリー！　俺の分のケーキがなくなるだろッ！」

「ふふ。我が臣下たる者が、そんなにうろたえるでない」

　ちくしょう！　つかまれた腕が全然動かない！

　ケーキが、ケーキがなくなる！

「千隼よ」

　もがく俺に、マリーはいつもの得意げな笑みを浮かべると──。




「────ケーキがなければ、パンを食べればいいじゃない」




「パンの耳はもうイヤだああああああああああ────ッ!!」








あとがき



「パンがなければケーキを食べればいいじゃない」

　この有名なセリフ、実は言っていないんだそうです。また流る布ふされていた悪評の多くは、一部の売れない作家たちがマリー・アントワネットを面白おかしく書き立てた結果だったとのこと。要は日銭を稼ぐために、過激で悪辣な創作をバラまいていたというわけです。

　……最低ですよ。人の名前を使って好き勝手するなんて！

　マリー・アントワネットの名前を使って勝手におかしなことを書いていたヤツらは、物書きの風上にも置けないろくでなしです！　人の名前を使って面白おかしく……マリー・アントワネットを……面白おかしく……こ、この話題はやめましょう。はじめまして、高たか樹ぎ凛りんです。

　本作はそんなハプスブルクの姫君・マリー・アントワネットが汚名返上を目指し、魔法都市を駆けまわるバカでドタバタなコメディです。すべてが華美だったヴェルサイユから、オンボロ寮に居住を移した大貴族とその仲間たちの奮闘をお楽しみ頂ければ幸いです。もちろん世界的なアイテムや魔獣、歴史的有名人たちも続々登場しますので、ご期待頂ければと思います。

　ここからはお礼を。綺き麗れいで可愛かわいくて魅力的。そんな最高の仲間たちを生み出してくださった竹たけ花はなノート様。編集やデザインを始めとした出版に携わってくれた方々。本作の発想のきっかけをくれた方。そして、手に取ってくださった皆様へ。

「本当にありがとうございました！」

　──本作の掌編をウェブにて公開します。『カクヨム×アントワネット』や『カクヨム×高樹凛』で検索していただけると、すぐに楽しんでいただけると思います。

　また、同じくカクヨムにて『魔法と夜のウォンテッド！』を公開しました。

　舞台は『反撃のアントワネット！』と同じ魔法都市。魔法機関や魔法学院も出てきますし、ひかりがグリフォンに連れ去られた時に出てきた裏中華街の奥地に潜り込んだりもします。

　内容は『ラブコメ』×『バトル』なのですが、ラブコメは『反撃』に負けないバカっぷりで、そこにしれっと伏線が紛れており、面白いものになっています。

　あらすじ──不運にも悪の吸血鬼を封印から解放してしまった少年・九く条じよう翔しよう馬まは、同級生の魔法機関員・風かざ花はなまつりと共にその打倒を狙う。一方吸血鬼は魔力の封印を解くため翔馬の血を狙い、姿を変えて魔法学院に入学。恋に落として隙を突くという奇策を取る。しかし最強と呼ばれた伝説の吸血鬼の弱点は、よりによって恋愛だった。さらに翔馬とまつりは恋人らしいと聞いてしまい──と、いった感じです。

　吸血鬼を追う翔馬と、そのそばで翔馬を狙う吸血鬼の恋と戦い。その七しつ転てん八ばつ倒とうぶりをお楽しみください。ちなみにこっちでは魔法機関員は敵役。風花まつりは『ひかりの前身』に当たるもう一人の風花。アメリの前身となる小悪魔娘もいますので、その違いや変遷も楽しんでいただけると思います。一つのまとめとなるところまで一気に掲載しておりまして、階段を上がるように盛り上がっていきますので、ぜひこちらもよろしくお願いします！


高樹　凛
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反はん撃げきのアントワネット！




「パンがないなら、もう店みせを襲おそうしかないじゃない……っ！」「やめろ！」








高たか樹ぎ 凛りん
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